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1 本書は，平成15 (2003)～19 (2007)年度にかけ, 5次にわたり実施した中国横断自動車道

尾道松江線建設事業に伴う家ノ城跡（尾道市木ノ庄町木梨字家城東平所在）の発掘調査報告で

ある。

2平成17年度までの発掘調査及び整理作業は， 日本道路公団中国支社(10月から西日本高速

株式会社中国支社が業務継承） との委託契約により財団法人広島県教育事業団事務局埋蔵文化

財調査室（以下「調査室」 という｡）が実施し，平成18年度以降の発掘調査及び整理作業・報

告書作成は，国土交通省中国地方整備局福山河川国道事務所との委託契約により調査室が実施

した。

3発掘調査の担当者は，次のとおりである。

第1次調査（平成15年度）

梅本健治（主任調査研究員）

東海アナース株式会社が支援業務を行った。東海アナースの調査員は藤田明弘，若林純

也である。

第2次調査（平成16年度）

辻満久（調査研究員)， 山田繁樹（調査研究員）

第3次調査（平成17年度）

岩本正二（事業調整監)，唐口勉三（調査研究員）

第4次調査（平成18年度）

唐口勉三（調査研究員）

株式会社イビソクが支援業務を行った。イビソクの調査員は持田透，松田繁である。

第5次調査（平成19年度）

岩本芳幸（調査研究員現・広島県立白木高等学校)，新井真吾（調査研究員，現・北

広島町立豊平南小学校）

4出土遺物の整理・復元・実測・図面の整理・写真撮影は，辻・岩本（芳)，賃金職員の氏房晃

子・有原ひろみ・大田けい子が中心となって行った。

5本書は，岩本（芳）が執筆・編集した。

6本書で使用した遺構の表示記号は，次のとおりである。

SA:柱穴列, SB:建物跡, SC:通路, SD:溝状遺構，

SK:士坑SX:その他の遺構

7図版の遺物番号と挿図の遺物番号は同一である。

8本書に使用した北方位は，すべて世界測地系平面直角座標第Ⅲ座標系北である。

9第2図は，国土交通省国土地理院発行の1 ：50,000の地形図（尾道・府中）を使用した。

10記録類及び出土品は，全て広島県立埋蔵文化財センター（広島市西区観音新町四丁目8番49

号）において保管している。
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Iはじめに

家ノ城跡の発掘調査は， 中国横断自動車道尾道松江線建設事業に伴うものである。中国横断自

動車道尾道松江線は，中国地方を南北に貫き，瀬戸内海側の広島県尾道市から広島県世羅町・三

次市・庄原市を経て日本海側の島根県松江市に至る総延長約137kmの高速自動車国道である。こ

のうち広島県内の路線は約861皿である。本事業は，山陽自動車道・中国自動車道・山陰自動車道

を接続するだけではなく，西瀬戸自動車道（瀬戸内しまなみ海道） と一体になって，中四国地域

連携軸構想の推進，経済圏・商業圏の拡大，山陽・山陰間の交流促進，広域観光ネットワークの

創造を図ろうとするものである。

当該事業地内の尾道JCTから世羅ICまでの区間については,本事業を推進する日本道路公団中

国支社尾道工事事務所（以下「道路公団」という｡）と広島県教育委員会（以下「県教委」という｡）

は，平成11 (1999)年7月から文化財等の有無及び取扱いについて協議を始めた。家ノ城跡につ

いては，県教委は現地踏査後平成14年2月13日に，道路公団に対しその範囲を回答した。この

遺跡の取扱いについて県教委と道路公団は協議を重ねたが，設計変更による現状保存は不可能と

の結論に達した。

これを受けて道路公団では，平成15年3月10日に文化財保護法第57条の3第1項（現・第

94条第1項）に基づく埋蔵文化財発掘通知を県教委に提出し，県教委から平成15年4月1日に

工事着手前の発掘調査が必要である旨の通知を受けた後，工事を優先する部分から順次，発掘調

査の実施を財団法人広島県埋蔵文化財調査センター（以下「センター」 という｡）に依頼した。平

成15年4月からセンターの業務を引き継いだ財団法人広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査

室（以下「教育事業団」 という｡）が，家ノ城跡の第1～3次発掘調査を順次実施した。その後，

平成17年10月1日に当該事業は西日本高速道路株式会社（以下「西日本高速」という｡）に引き

継がれた。

さらに平成18年度から当該事業は国土交通省の直轄事業となったため,西日本高速にかわり国

土交通省中国地方整備局福山河川国道事務所（以下「国土交通省」という｡）が家ノ城跡の発掘調

査依頼を行った。これに基づき，国土交通省と教育事業団は委託契約を結び，家ノ城跡の第4．

5次調査を行った。

第1次発掘調査は教育事業団から県教委あての文化財保護法第57条第1項（現・第92条第1

項）に基づく埋蔵文化財の発掘調査届（以下｢調査届」という｡）を平成15年7月29日に提出し，

県教委から発掘調査実施の通知（以下「調査指示」 という｡）を同年8月19日に受けた後，同年

9月16日から10月31日まで実施した｡第2次発掘調査は調査届を平成16年4月27日に提出し，

調査指示を同年5月14日に受けた後，同年5月17日から6月ll日まで実施した。第3次発掘調

査は調査届を平成17年8月29日に提出し，調査指示を同年9月5日に受けた後，同年10月17

日からll月11日まで実施した。第4次発掘調査は調査届を平成18年3月16日に提出し，調査

指示を同年3月29日に受けた後，同年4月17日から7月21日まで実施した。第5次発掘調査は
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調査届を平成19年3月14日に提出し，調査指示を同年3月29日に受けた後，同年4月16日か

ら6月15日まで実施した。

本報告書は，以上のような経緯のもとに行った発掘調査の成果をまとめたものであり，埋蔵文

化財の資料として， またこの地域の歴史の一端を知る手がかりとして，少しでも寄与できれば幸

いである。

発掘調査にあたっては，国土交通省中国地方整備局福山河川国道事務所，西日本高速道路株式

会社中国支社尾道工事事務所，尾道市教育委員会及び地元の方々に多大な御協力をいただいた。

記して感謝の意を表します。

なお， 中国横断自動車道尾道松江線は尾道JCTから世羅ICまでの区間が，平成22年11月27

日に供用を開始した。

第1表中国横断自動車道尾道松江線建設事業に伴う報告書一覧

2

報告書 遺跡名 地区名 調査期間 所在地 時期 内容

(1)

牛の皮城跡
(北郭群）

第1次

第2次

第3次

畝状竪堀群

1～4郭

西竪堀

曽川2号遺跡

平成15年1月20日～

3月14日

平成15年7月7日～

10月31日

平成15年11月10日～

11月28日

平成15年1月20日～
3月7日

尾道市御調町大町字二の
丸

尾道市御調町大町字西川

中世

古代末～中世

城跡

集落跡

(2) 曽川1号遺跡

A地区

B地区

C地区

D地区

旧･平成14

年度調査区
旧・P2第一

調査区
旧・P2第二
調査区

旧・P1

平成14年10月21日～
平成15年1月17日

平成15年4月7日～
5月23日

平成16年1月6日～

2月5日

尾道市御調町大町字曽川 弥生時代～中世 集落跡

(3) 池ﾉ奥古墳
平成16年8月23日～

10月28日

世羅郡世羅町宇津戸字天

神
古墳時代後期 古墳

(4)

城根遺跡

牛の皮城跡
(北郭群）

第4次 5郭

曽川1号遺跡
｜

E地区|旧・P4

平成15年1月27日～

3月7日

平成18年1月30日～

2月24日

平成15年12月1日～
12月19日

尾道市御調町大町字城根

尾道市御調町大町字二の

丸

尾道市御調町大町字米田

古墳時代か

中世

縄文時代後期～
中世

箱式石棺

城跡

遺物包含層

(5) 曽川1号遺跡

G地区旧･P3

H地区旧･P3側道

I地区旧･P4側道

J地区 旧・P2

平成16年6月7日～
8月6日

平成17年1月l1日～
3月4日

尾道市御調町大町字曽
川･米田

弥生時代～中世 集落跡

(6) 曽川1号遺跡 K地区
平成17年4月11日～

7月1日

尾道市御調町大町字曽

川･米田
弥生時代～中世 集落跡

(7)

札場古墳

大平遺跡

後山大平古墳

平成17年11月21日～

平成18年1月27日
平成19年6月21日～

10月5日

平成19年6月21日～

10月5日

三次市後山町字札場

三次市後山町字大平

三次市後山町字大平

古墳時代後期

弥生時代後期～

古代

古墳時代後期

古墳

集落跡

古墳



第1表の報告書一覧

(1)財団法人広島県教育事業団『牛の皮塘跡・曽川2号過跡中国棡断自動血通尼遊松江線地設事業に係る埋蔵文化財発掘餌査銀告啓(1)｣ 2005年

(2)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動血通尼遊松江線趣設に伴う埋藏文化財発掘飼査紐告(2) 曲川1号適跡(A～D地区)｣ 2006年

(3)財団法人広島県教育那業団『中国俄断自動血遊尼遊松江線逮股に伴う埋巌文化財発掘副査報告(3) 池ノ奥古墳』 2007年

(4)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動血通尾道松江線遮設に伴う埋蔵文化財発掘調査憾告(4) 城根適跡曽川1号遺跡(E地区）牛の皮城跡(第4次)｣ 2008年

(5)財団法人広島鼎教育事業団『中国横断自動I肛道尾遊松江線述設に伴う埋蔵文化財発掘刷査報告(5) 曽川1号遺跡（G～J地区)｣ 2008年

(6)財団法人広島鼎教育事業団『中国横断自動血道尼遊松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘刷査轍告(6) 曾川1号適跡(K地区)｣ 2008年

(7)財団法人広島県敦育事業団『中国横断自動血遊尾道松江線逮股に伴う埋蔵文化財発掘鯛査紐告(7) 札渦古墳・大平遺跡・後山大平古城』 2009年

3

報告書 遺跡名 地区名 調査期間 所在地 時期 内容

(8) 北野山遺跡
平成18年7月3日～

8月4日
三次市吉舎町字敷地 平安時代

仏教関連

の施設跡

(9) 向江田中山遺跡
平成18年4月17日～

6月23日
三次市向江田町字中山

古墳時代末～

古代
集落跡

(10） 権現第1～3号古墳
平成17年7月11日～

11月11日
三次市向江田町字権現 古墳時代中期 古墳

(11） 大番奥池第1～3．7号古墳
平成18年4月17日～

8月4日
三次市吉舎町字敷地 古墳時代後期 古墳

(12） 茶臼古墳
平成20年7月7日～

9月5日
三次市甲奴町宇賀字茶臼

古墳時代中期～
古代

古墳

(13） 瀬戸越南古墳
平成19年6月25日～

8月10日
三次市向江田町字瀬戸越 古墳時代中期 古墳

(14） 上陣遺跡
平成19年7月9日～

8月31日
三次市向江田町字上陣 古墳時代後期 集落跡

(15） 和知白鳥遺跡(第2次）
平成19年9月25日～

12月21日
三次市和知町字白鳥 後期旧石器時代 集落跡

(16） 曲第2～5号古墳
平成19年7月2日～

9月21日
庄原市口和町金田字本谷 古墳時代中期 古墳

(17）

本書
家ﾉ城跡

第1次

第2次

第3次

第4次

第5次

南東郭群

南東郭群

1郭周辺

1郭･北尾根

1郭･北西
尾根

平成15年9月16日～
10月31日

平成16年5月17日～
6月11日

平成17年10月17日～
11月l1日

平成18年4月17日～
7月21日

平成19年4月16日～
6月15日

尾道市木之庄町木梨字家
城東平

中世 城跡

(18）

片野中山第9～12号古墳

右谷遺跡

平成19年4月25日～

8月10日

平成19年4月25日～
8月10日

三次市吉舎町敷地

三次市吉舎町敷地

古墳時代中期

古墳時代後期～
古代

古墳

集落跡

(19) 和知白鳥遺跡(第1次）
平成18年4月17日～

12月22日

三次市和知町字白鳥･四
拾貫町三重

古墳時代中期～
古代

集落跡
古墳

(20） 段遺跡
第1次

第2次

平成18年9月19日～
12月15日

平成19年9月25日～
12月21日

三次市四拾貫町字段
古墳時代

後期旧石器時代

集落跡

集落跡

(21）

川平第1号古1 罰

常定川平1号遺跡

常定川平2号遺跡

平成20年4月21日～
6月20日
庄原市口和町常定字川平

古墳時代後期

古墳時代中期

縄文時代

古墳

集落跡

落し穴･墓

(22） 稲干場第2～4．11号古墳
平成19年10月9日～

12月23日

庄原市口和町大月字稲干
場

古墳時代後期 古墳



(8)財団法人広島県敬青事業団『中国横断自動l肛道尾道松江線趣股に伴う埋蔵文化財発掘捌在轍告(8) 北野山遺跡』 2009年

(9)財団法人広島県敬育車業団『中国横断自動血道尾遊松江線建設に伴う埋廠文化財発掘調査報告(9) 向江田中山遺跡』 2010年

(10)財団法人広島県敬育蛎楽団『中国横断自動血遊厄遊松江線地設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(10） 権現第1～3号古墳』 2010年

(11)財団法人広島県敬育本業団『中国横断自動11[遊尼通松江線巡股に伴う埋蔵文化財発掘調査紐告(11） 大番奥池第1～3 ． 7号古墳』 2010年

(12)財団法人広島県敬育砺業団『中国樅断自動11[通尼遡松江線趣設に伴う埋鯉文化財発捌調査報告(12） 茶臼古埆』 2011年

(13)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動血道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調在報告(13） 瀬戸越南古墳』 2011年

(14)財団法人広島眼敬育車業団『中国横断自動肛遊尼遊松江線趣股に伴う埋蔵文化財発掘潤査綴告(14） 上陣遺跡』 2011年

(15)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動血遊尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調在銀告(15） 和知白鳥遺跡（鋪2次)｣ 2011年

(16)財団法人広島眠敬青事業団『中国横断自動血道尼通松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘鋼査報告(16） 曲第2～5号古噛』 2011年

(17)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動1肛道尼遊松江線建設に伴う埋巌文化財発掘調査報告(17） 家ノ城跡』 2012年

(18)財団法人広島県敦育嘱業団『中国横断自動』肛遊尾道松江線逮設に伴う埋瞳文化財発掘田査報告(18） 片野中山第9～12号古噴・右谷遺跡』 2012年

(19)財団法人広島県敦育事業団『中国横断自動ll[通尾道松江線遮設に伴う埋澱文化財発掘副査報告(19） 和知白鳥遺跡（第1次)｣ 2012年

(20)財団法人広島県敦育砺業団『中国横断自動jl噛尼道松江線遮設に伴う埋産文化財発掘瓜査報告(20） 段遺跡』 2012年

(21)財団法人広島県敬育本業団『中国横断自動叩遊尼遊松江線遮設に伴う埋縫文化財発掘調査紐告(21） 川平第1号古墳・常定川平1 ．2号遺跡』 2012年

(22)財団法人広島県敬育車藁団『中国横断自動血通雌遊松江線遮設に伴う埋産文化財発掘調査報告(22） 稲干場諏2～4 ．9号古城』 2012年

（1）牛の皮城跡(第1～3次）

曽川2号遺跡

（2）曽川1号遺跡(A～D地区）

（3）池ノ奥古墳

（4）城根遺跡・曽川1号遺跡(E地区）

牛の皮城跡(第4次）

（5）曽川1号遺跡(G～J地区）

（6）曽川1号遺跡(K地区）

（7）札場遺跡・大平遺跡

後山大平古墳

（8）北野山遺跡

（9）向江田中山遺跡

(10)権現第1～3号古墳

(11)大番奥池第1～3 ． 7号古墳

(12)茶臼古墳

(13)瀬戸越南古墳

(14)上陣迪跡

(15)和知白鳥遺跡（旧石器時代の調査）

(16)曲第2～5号古墳

(17)家ノ城跡

(18)片野中山第9～12号古墳

右谷遺跡

(19)和知白鳥遺跡（古墳時代の調査）

(20)段遺跡（第1 ．2次調査）

(21)川平第1号古墳

常定川平1 ．2号遺跡

(22)稲干場第2～4．9号古墳
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Ⅱ位置と環境

家ノ城跡は，尾道市木ノ庄町木梨に所在する。尾道市は広島県の南東部に位置し， ｜日備後国に

属していた。古くから瀬戸内海の港町として繁栄してきた。明治31 （1898）年，尾道市は広島県

で2番目に市制を施行し，その後周辺部と合併して市域を拡大した。昭和30年代までは備後地方

の最大都市であった。いわゆる「平成の大合併」により，平成17 (2005)年に御調郡御調町・向

島町を，翌年には因島市，豊田郡瀬戸田町を編入し，現在に至っている。東は福山市，北は府中

市・世羅郡世羅町，西は三原市，南は海を挟んで愛媛県と接している。面積は約285k㎡，人口は

約14万5千人である。

尾道市は「坂の街」 として知られ，風光明媚で，多くの古刹があることなどから，多数の観光

客が訪れている。著名な作家が居を構えたり，尾道を舞台にした多くの文学作品が発表されてい

ることから「文学の街」としても知られている。また， 「映画の街」としても知られており，尾道

を舞台にした映画が数多く撮影され，近年でも尾道を舞台にしたテレビドラマなどが撮影されて

いる。

尾道市の陸上交通は，鉄道では山陽本線，山陽新幹線が東西に走り，高速自動車道路では山陽

自動車道と西瀬戸自動車道(瀬戸内しまなみ海道)，中国横断自動車道尾道松江線が十字に交差し

ている。海上交通を含め，尾道市の利便性が近年急速に高まってきている。

ここでは|日尾道市の遺跡を中心に述べていくこととする。
（ 1 ）

旧石器時代～縄文時代この時代の遺跡数は少ないが，大田貝塚（高須町）は，松永湾西岸にあ

る遺跡である。縄文時代前期から晩期まで継続したが，中期の土器が多い。多量の古式土師器・

製塩土器が出土した他，約80体の縄文人骨が出土した。
（ 2）

弥生時代弥生時代になると遺跡数は増加する。満越遺跡（浦崎町）では， 「木の葉文」をへう
（ 3）

描きした弥生前期土器が出士する竪穴住居跡が確認された。天満原遺跡（高須町）では，竪穴住
（4 ）

居跡3軒を検出し，中期中葉から後期の土器が出土した。堂垣内遺跡（西藤町）では弥生時代後

期の土器が多量に出土した｡貝ヶ原遺啄'(御調町貝ヶ原)では,赤色顔料を塗った特殊器台が出
土し，後期の墳丘墓があった可能性がある。

古墳時代古墳時代になると遺跡数はさらに増加する。黒崎山古墳（高須町）は，独立丘陵上に

位置する備後地方最大級の前方後円墳で,全長約70mである。埋葬施設は竪穴式石室で,須恵器・

鉄刀・円筒埴輪などが出士しが，土取り工事により消滅した。大元山古墳（高須町）は，黒崎山

古墳の約300m西側の独立丘陵上に立地する。未調査のまま浄水場建設により消滅した。全長50

m前後の前方後円墳と推定されれ,鉄鉾･鉄刀･鉄鑛･円筒埴輪･形象埴輪片などが採取されている。

このような大型古墳は5世紀～6世紀前半にかけて築造されたと考えられ，尾道の地理的要因と

関係が深いと思われる。天神山古墳（木ノ庄町木梨）からは刀子が出土し，横穴式石室導入以前

の古墳と考えられる。横穴式石室を埋葬施設とする古墳は広範囲に認められ，家ノ城跡が所在す
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る藤井川流域では， 2基からなる猪子迫古墳群（美之郷町)，大寺古墳（同)，池田山古墳（同)，

殿山古墳（同）などがある。木ノ庄町には天神山古墳，菖蒲山古墳，実角古墳があるが，詳細は

不明である。また，先述の満越遺跡は，古墳時代を中心とする製塩遺跡で，炉跡が検出され，製

塩土器が出土している。古墳時代から奈良時代まで製塩が続けられている。

古代古代の遺跡数はそれほど多くないが,本郷平廃等)(御調町丸門田）は7世紀末に創建され

た寺院である｡中国自動車道尾道松江線建設事業に伴い調査した曽川’ 、2号遺蹴'(御調町大町）
は縄文時代後期から中世にかけての遺跡で， 1号遺跡から古代の掘立柱建物跡や8～9世紀頃の

製塩士器が出土し，2号遺跡から12世紀前後と考えられる掘立柱建物跡や柱状高台付皿が出土し

ている。

中世中世になると尾道は高野山領大田庄の倉敷地となり，年貢の積み出し港として一層発展し

た。大田庄と尾道を結ぶ南北の交通路が重要となり，近世には石州街道に発展していった。尾道
（8）

市内では多くの城館跡が確認されている。木ノ庄町域の城館跡として，士塁と堀切を有する単郭

の城と考えられる門田城跡， 3つの郭からなり士塁状の高まりをもつ家政城跡がある。金剛丸持

倉氏館跡，木梨城跡については，詳細が不明である。鷲尾山城（木ノ庄町）は本城跡の約1m北

側に位置する。標高約330mの最高所の郭を中心にそこから延びる3つの尾根に郭を配している。

石垣・土塁・堀切・築山などの遺構が残る。
（9）

北部になるが，牛の皮城跡（御調町大町）は16世紀の山城で，北郭群と南郭群からなり，両郭

群とも大規模な畝状竪堀群を配している。本事業に伴い，北郭群の土塁を伴う郭や竪堀，郭群を

とりまく畝状竪堀群などの調査を実施した。建物跡は検出されなかったが，陶磁器や士師質土器
せぢか （ 10）

などの土器類，石製品，金属製品などが出土した。末近城跡（御調町植野）は15世紀後半まで築

かれたと推定される小規模城跡である。郭・1間×1問の掘立柱建物跡・堀切などを検出したが，

在地領主の拠点と考えられる遺構や遺物が出土していないことなどから， 「村の城」と考えられて

いる。

城館跡以外の遺跡としては, 7,545枚という大量の古銭が出土した木梨遺跡['(木ﾉ庄町木梨）

がある｡尾道遺跡2)(尾道市中心部一帯)は1975年から発掘調査が実施されている中世遺跡である。
中世尾道が港町として繁栄したことを示す陶磁器類などの遺物や遺構が多数見つかっている。先

述の曽川1号遺跡からも中世の掘立柱建物跡や土器類などの遺物が出土している。

註

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

広島県教育委員会『広島県文化財調査報告第9集』 1971年

尾道市文化財協会『満越遺跡』 1984年

天満原遺跡発掘調査団『天満原遺跡』 1986年

広島県教育委員会『堂垣内遺跡発掘調査報告』 1977年

広島県教育委員会『広島県文化財調査報告第17集』 1991年

御調町教育委員会『本郷平廃寺』 1986･ 1989年
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（7）財団法人広島県教育事業団『曽川1号遺跡一大町地区防火水槽設置事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

一』 2005年

財団法人広島県教育事業団『曽川1号遺跡(A～D地区)｣ 2006年

財団法人広島県教育事業団『曽川1号遺跡(G～J地区)｣ 2008年

財団法人広島県教育事業団『曽川1号遺跡(K地区)｣ 2008年

財団法人広島県教育事業団『曽川1号遺跡(L・M地区)｣ 2010年

財団法人広島県教育事業団『牛の皮城跡・曽川2号遺跡』 2005年

（8）広島県教育委員会『広島県中世城館遺跡総合調査報告書第3集』 1995年

（9）財団法人広島県教育事業団『牛の皮城跡・曽川2号適跡』 2005年

財団法人広島県教育事業団『城根遺跡・曽川1号遺跡(E地区） ・牛の皮城跡（第4次)｣ 2008年

(10)財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『末近城跡』 2002年

(11)尾道市教育委員会『尾道市木ノ庄町木梨発掘古銭調査報告』 1964年

(12）広島県草戸千軒町遺跡調査研究所編『尾道中世泄跡発掘調査概報一尾道市土堂一丁目所在一』 1977年

広島県草戸千軒町遺跡調査研究所編『尾道中世遺跡発掘調査報告一尾道市土堂二丁目所在一』 1980年

広島県草戸千軒町遺跡調査研究所編『尾道一市街地発掘調査概要-1977～1980｣ 1978～1981年

尾道市教育委員会『尾道一市街地発掘調査概要-1981｣ 1982年

尾道市教育委員会『尾道遺跡一市街地発掘調査-1983. 1984｣ 1984.1986年

尾道市教育委員会『尾道遺跡一市街地発掘調査概要-1986. 1988～1991｣ 1988･ 1990～1993年など

参考文献

・平凡社『日本歴史地名大系第35巻広島県の地名』 1982年

・角川書店『角川日本地名大辞典34広島県』 1987年

・広島県教育委員会『広島県遺跡地図Ⅵ（三原市・尾道市・因島市・竹原市・豊田郡)』 1999年
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l家ノ城跡2鷲尾山城跡3金剛丸持倉氏館跡4木梨遺跡5木梨城跡6門田城跡7家政城跡8西畑遺跡

9大越古脚洋 10天神山古墳11山方遺跡12菖蒲山古墳13実角古墳14中111城跡15小見山城跡16古引l11占墳

17平廓Ⅱf塚古墳18平原雄塚古墳19久制暁遺跡20久都原第1号古墳21久淵源第2号古墳22野々内遺跡

23野々内第1号古墓24野々内第2号古墓25矢原山遺跡26摩訶術寺遺跡27蛭子城跡28安藤古墳29小原銅山跡

30宇戸古墳31花伝寺遺跡32堂垣内西遡跡33堂垣内遺跡34殿山古墳35古城山城跡36本郷古墳37大寺古墳

38猪子迫第1号古墳39猪子迫第2号古墳4Oこくぞう111城跡41塚迫古墳42大迫山城跡43小刀遺跡

44池田山古墳45大想田山古墳46長者原土居屋敷跡47柳井古墳48大町山城跡49兵庫城跡50山王山城跡

51今宮古墳52平山古墳53大峰山遺跡54天満原遺跡55松尾山鯛跡56側歴城跡57熟崎山古墳58大元山古墳
59阿草城跡

第2図家ノ城跡周辺遺跡分布図(1 :50,000) (O･●は中世辿跡，▲はその他の遺跡）

（広島県教育委員会『広島県遺跡地図Ⅵ（三原巾・尾道市・因島市・竹原'iT・豊田郡)｣ 1999年による）
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Ⅲ調査の概要

家ノ城跡が所在する尾道市木ノ庄町木梨は,旧尾道市北部にあたる｡北は尾道市御調町である。

全体的に山がちの地形で,松永湾に流入する藤井川の支流木梨川沿いに平坦地が形成されている。

中世には木梨庄という荘園があり，杉原氏が地頭職として支配をしていた。その本拠が木ノ庄町

木梨である。西側の木ノ庄町市原には旧石州街道が通っており，交通の要衝でもあった。

遺跡は，木梨川西岸の独立丘陵上の北部に立地する。城跡は北から南に延びる尾根上に郭を並

べている（第3図)。中心となる郭は，北端の標高126～130mの最高所平坦面（以下「1郭」 と

いう｡）及び1郭から南に延びる尾根上の2つの郭である。 1郭は長さ約60m,幅約45mの広い

平坦面である。 1郭と周囲の宅地･水田との標高差は東側で38m,西側で68mである。 1郭との

間に浅い2条の堀切を挟んだ南の平坦面（以下「2郭」 という｡）は，標高115～119mにあり，

長さ約60m,幅約45mの広い平坦面をもつ。 さらにその南の標高110～112mにも長さ約55m,

幅約30mの広い平坦面（以下「3郭」 という｡）がある。表面観察で, 2郭と3郭の周囲には小

郭が認められ， 2郭の南東下には竪堀群が配されている。なお， 2． 3郭がある南側郭は路線か

らははずれており，今回の発掘調査の対象にはなっていない，

発掘調査は5次にわたり， 1郭とその周辺の尾根に広がる小郭群の調査を実施した（第4図)。

1郭のうち，南西部は路線外となるため，調査を実施していない。第1 ． 2次発掘調査は1郭か

ら南東に延びる支尾根(南東尾根）を対象に調査を行った。 1郭との比高は約30mである。第3．

4次発掘調査は1郭東半部， 1郭東側切岸， 1郭北側の東西2つの支尾根部（北東尾根・北尾根）

を中心に，第5次発掘調査は1郭西半部及び北西支尾根を中心に実施した。第3次発掘調査は，

1郭及び周辺の尾根部の状況を確認するためのトレンチ調査で， トレンチの配置は第5図のとお

りである。 1郭にトレンチ1～3 （長さ21～26m,幅約3m), 1郭北側の尾根部にトレンチA・

B(長さ22～28m,幅3～7m)を設定した。また，第4次調査において切岸の調査を行ったが，

急斜面であるため，全面発掘ではなく， トレンチ調査にとどめた箇所もある。

調査面積は第1次調査が900㎡,第2次調査が450㎡,第3次調査が400㎡,第4次調査が3，518

㎡，第5次調査が1,052㎡で，合計6，320㎡である。遺跡の現状は尾根部が山林または荒地， 1

郭が荒地であった。 1郭及び尾根部の平坦面は近年までブドウ畑など畑地として利用されていた

部分も多い。発掘調査は，試掘調査の状況を基に，重機を使用して表士の除去作業を行った。そ

の後，人力による遺構検出作業と遺構の掘り下げを行った。 1郭の遺構面までは基本的に2層あ

るいは3層である。 2層の場合は表土（黒褐色士） と遺構面の間に明褐色土が入り， 3層の場合

は明褐色士と遺構面の間に黄褐色士が入る。 1郭は緩やかな斜面の高所側の地山を削って平坦面

を造り出しているため，遺構面は高所側が地山，低所側が造成士になっている。ブドウ畑など畑

地として利用されていたことから削平されたり，溝や穴などが掘られて破壊された部分も多い。

発掘調査においては，基本的に10mグリッドに分割し（第6図),グリッド毎に遺物の取り上げ

を行った。
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第3～5次調査を実施した1郭は，尾根頂部の岩盤を削平して平坦面を形成している。東半部

を中心に，建物跡5棟(SB1～5),柱穴列1,溝状遺構17条，士坑37基，焼土4か所，その

他の遺構12基，多数のピットなどを検出した。 SB1は2間×4間の掘立柱建物跡で，両側に並

行するビット列があり，庇を伴うものと思われる。段状遺構SX2を伴うSB2は2間×3間の

掘立柱建物跡で，南東側に並行するビット列があり，庇を伴う可能性がある。 SB3は3間×3

間の掘立柱と礎石を併用した建物跡, SB4は2間×6間の掘立柱建物跡で，いずれも総柱の建

物である。段状遺構SX1に伴うSB5は, 1間×3間の礎石建物跡である。 SB1･3では根

石を伴う柱穴が多くみられた。建物跡の周辺に散在する長方形士坑8基のうち5基は，底面や壁

面に灰白色粘土を丁寧に塗っており，水溜めの機能が考えられる。また，北端部で3基並んだ円

形士坑(SK10． 13． 14)を検出したが，底面に備前焼喪が据えられたものがあり，貯蔵施設と

して使用されたものと思われる。 1郭西半部ではピットのほか，北部で不整形の士坑を9基検出

した。ほとんどの土坑が性格不明であるが、そのうちの1基(SK35)からは，銅製懸仏と銅銭

6枚などが出土しており，墓塘である可能性も考えられる。

東側切岸では平坦面を2，通路を1，士坑を1検出した。北東尾根では平坦面を3，その他の

遺構を1検出した。北・北西尾根では堀切を2，平坦面を6，通路を1，溝状遺構を1，その他

の遺構を1確認した。いずれも岩盤を切り込んでいる。堀切1は，幅6～8m,最深部で深さ約

2mであるが，全体を掘り切るのではなく， 中央部は土橋状に高く残して通路として使用してい

たことが判明した。

第1 ．2次調査を実施した南東尾根（標高104m)では，幅19m,長さ63mの尾根頂部と西側

斜面を中心に調査を実施した。近年まで畑地として利用されており，遺構面までは基本的には2

層である。厚さ3～5cmの表土があり，その下に暗黄褐色土が堆積している。暗黄褐色土の下が

岩盤を含む地山で， この面が遺構面である。尾根頂部中央には南北10m,東西7.6m,高さ1.5

mの小山を残し，その周囲で平坦面を5面確認した。その他，土坑や溝状遺構・焼土面などを検

出した。士坑は平面が長方形で，底面に白色粘土を貼っている。

遺物は， 1郭を中心に出土した。土器類は，土師質士器（皿・杯・椀・鍋）が多く，瓦質土器

（鍋・播鉢)，東播系須恵器（喪・播鉢)，亀山焼（甕)，備前焼（喪・播鉢)，常滑焼（喪)，瀬戸

焼（入子・卸皿)，青磁（碗)， 白磁（皿・四耳壺・水性？)，青白磁（梅瓶）などがある。その他，

石製品（滑石製石鍋・温石・砥石・サイコロ・碁石など)，鉄製品（鉄釘・鑑・兜片・金具など)，

銅製品（銅製懸仏・金具・古銭など)，鉄津，炉壁などが出土した。土器類は14世紀代のものが

中心である。
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第3図調査前地形図(1 :1,500)
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個第1次調査区,圃第2次調査区口第3．4次洲査区,園第5次訓杏区）第4図調査国立置図（1 ：2,500）
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Ⅳ遺構と遺物（1郭周辺）

1 1郭

1郭は城跡最高所の郭で,長さ約60m,幅約45mの広い平坦面をもつ｡後世の耕作などにより，

地形が大きく改変されているため不明瞭な部分もあるが，全体を平坦にするのではなく， 2～3

の段があったものと思われる。中央には長さ約19m,幅約7mの削り残し部分が見られる。その

削り残し部分の南部には一辺3.5m,高さ2.5mの三角形の高まりがあり，この部分が本郭の最高

所である。後世の耕作等により，地形の改変を受けているとしても，郭の中央部を削り残して高

台を作っていたのは間違いない。南東側に長さ26m以上，幅約15mの平坦面を造り出している。

1郭内で建物跡5，柱穴列1，溝状遺構17，士坑37，焼土溜り4，その他の遺構12を検出した

が，その大部分は南東平坦面に存在する。

なお，以下の記述では遺物の土器類は遺構毎に，その他の遺物は最後にまとめて記述した。

（1）建物跡

①SB1

検出遺構（第10図，図版6－a ．b, 9-a)

SB1は, 1郭東部中央に位置する建物跡である。 2間×4間で，両側に庇を伴う。主軸は北

東-南西方向で，主軸方位はN43｡Eである。 SB4と重複し，主軸方向の違いなどからSB1の

方が古いと思われる。ピットの中に平らな石が入っているものが多いが，石が底にあるものは少

なく， ピットは比較的深く，底から浮いた状態で検出されたものが多い。 このことから， ピット

内の石は礎石ではなく，根石と判断した。

桁行方向の規模は7.75m,梁行方向の規模は両側の庇部分を含めると5.75m,庇部分を除くと

3.2mである。桁行方向の柱間距離は南側のP4-P16間が2.3m, P16-P17間が2．Om, P17-

P18間がl.65m, P18-P9間が1.8mであり，北側のP11-P19間がl.85m, P19-P20間が

l.7m, P20-P21間が2.0m, P21-P2間が2.2mである。平均l.94mであるが，最短1.65m,

最長2.3mとはらつきがある。梁行方向の柱間距離は東側のP2-P3間が1.3m,P3-P4間が

1．9mであり，西側のP9-P10間がl.5m,P10-P11間が1.7mである。平均1.60mであるが，

桁行方向の柱間距離より短くなっている。なお，南東側の庇部分の柱問は4間で，庇の出はl.5

mである。北西側の庇部分の柱間は4間，庇の出はl.05mで，南東側よりも狭い。庇部分の柱間

距離は南東側のP5-P6間が1.9m, P6-P7間が2.3m, P7-P8間が2.0mであり，南端

の柱穴は検出できなかった。北西側のP12-P13間が1.9m, P13-P14間がl.65m, P14-P15

間が1.9m,P15-P1間が2.3mである。庇部分の柱間距離は平均1.99mであるが,最短1.7m,

最長2.3mとばらつきがある。柱穴の平面形は一定ではなく，大きさも様々である。各柱穴の規

模は, P2が長径0.83m×短径0.53m,深さ0.86mで， ピット上に焼士4がある。建物廃絶後

に鍛冶が行われた可能性が高い。 P3は長径0.35m×短径0.31m,深さ0.18mで，内部に0.14
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m×0.1mの根石がある。P4はSK15によって一部削られており，現状で長径0.57m×短径0.45

rn,深さ0. 18mで，内部に0.34m×0.3mの根石がある。 P9～1lはSD4と重複しているが，

新旧は不明である。 P9は長径0.68m×短径0.63m,深さ0．41mで，底面に長径0．25m×短径

0.22mの小ピットがあり，柱痕跡の可能性がある。 P10は現状で長径0.72m×短径0.75m,深

さ0.38mで，内部に0.27m×0.26m, 0.14m×0.1mの2個の根石がある。Pllは長径1.33mx

短径0.75m,深さ0.49mの大きな柱穴で，内部に0.38m×0.22mの根石がある。P16は径0.47

Inp深さ0.19mで，内部に0.36m×0.33mの根石がある。P17は長径0.69m×短径0.53m,深

さ0.3m, P18は長径0.50m×短径0.39m,深さ0.18mである。 P19はいくつかのピットが重

なっているものと思われ,現状で長径1.01m×短径0.52m,深さ0.35mで,内部に0.36m×0.28

mの根石がある。P20もいくつかのピットが重なっているものと思われ,現状で長径1.02m×短

径0.44m,深さ0.39mである。 P21は不整形の柱穴で，長径1.47m×短径1.13m,深さ0.53

mで，内部に0.36m×0.34mの根石がある。

庇部分の柱穴は，北西側が大きく，南東側が小さい傾向にある。P1はSD9・10の交点付近

にあり， これらの溝によって一部削られている。現状で長径約0.6m×短径0.33m,深さ0.3m

である。P5は長径0.57m×短径0.29m,深さ0.07mで，内部に0.27m×0. 18mの根石がある。

P6は長径0.63m×短径0.42m,深さ0. 19mである。底面には径0．18mの小ピットがあり，柱

痕跡の可能性が考えられる。 P7は長径0.33m×短径0.24m,深さ0.18m, P8は長径0.28m

×短径0.21m,深さ0．05mである。P12は別のピットと重複しており，現状で長径0.5m×短径

0.4m,深さ0.07mで，内部に0.27m×0. 18mの根石がある。 P13は長径0.67m×短径0.5m,

深さ0.4mで，内部に0.27m×0.22mの根石がある。P14は長径0.87m×短径0．53m,深さ0.39

mで，内部に0.41m×0.32mの根石がある。P15はSD9によって一部削られており，現状で長

径約0.93m×短径0.88m,深さ0.79mで，内部に0.33m×0.24mの根石がある。

出土遺物（第57図，図版41)

柱穴Pllから用途不明銅製品(292)のほか，銅製品片1点，鉄釘4点が出士している。その

他，柱穴から土師質土器，備前焼が出土しているが，細片のため図示できなかった。

②SB2

検出遺構（第11図，図版6-c)

1郭中央東寄り位置する掘立柱建物である。緩やかな斜面を削って作り出した方形の平坦面s

X2に建てられている。 2間×3間の建物跡で，南東側に庇がつく。 SB3と重複するが, SB

3はSX2を埋めた後に建てた建物跡である。

主軸は北東一南西方向で，主軸方位はN49｡Eである。 SB3とは主軸方向が異なる。桁行方

向の規模は8.0m,梁行方向の規模は庇部分を含めると4.75m,庇部分を除くと3.65mである。

桁行方向の柱間距離は南側のP3-P15間が2.65m, P15-P16間が2.65m, P16-P10間が2.7

mであり，北側のP12-P13間が2.7m, P13-P14間が2.75m, P14-P1間が2.55mで，平均

2.67mである｡梁行方向の柱間距離は東側のP1-P2間が1．9m,P2-P3間が1.75mであり，
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西側のP10-Pll間がl.6m, P11-P12間が2.05mで，平均l.83mであるが，北西側が長くな

っている。梁行方向に比べ,桁行方向の柱間距離が長い。なお，南東側の庇部分の柱間は5間で，

庇の出はl. lmである。庇部分の柱間距離はP4-P5間が2.0m, P5-P6間がl.6m, P6

-P7間が1．3m, P7-P8間がl.55m, P8-P9間が1.55mで，平均l.60mであるが，最短

l.3m,最長2.0mとはらつきがある。

柱穴は地山を掘り込んでおり，径0．4～0.5mの円形のものが多い。各柱穴の規模は, P1が長

径0.48m×短径0.37m,深さ0.54m, P2が径0.39m,深さ0.33m, P3が長径0.71m×短径

0.64m,深さ0.54m, P10が径0.39m,深さ0.34mである。 P11はSK5に切られており，現

状で長径0.28m×短径0. 15m,深さ0.21mである。P12が長径0．44m×短径0.42m,深さ0.35

m, P13が長径0.37m×短径0.32m,深さ0.44m, P14が径0.62m,深さ0.6mである。 P15

は別のピットと重複しており，現状で長径0．47m×短径0.38m,深さ0.40mである。 P16が長

径0.47m×短径0.44m,深さ0.53mである。

庇部分の各柱穴の規模は, P4が長径0.52m×短径0.34m,深さ0.31m, P5が長径0.5mX

短径0.43m,深さ0.34m, P6が長径0.38m×短径0.33m,深さ0.29m, P7が径0．39m,深

さ0.45mである。 P8はSD4によって一部削られており，現状で長径0.33m×短径0.27m,

深さ0．3mである。

建物跡周辺で焼土を検出している。中央部で焼土1を検出した。焼土1の平面形は方形で, S

X2埋士を除去した床面で検出したことから, SB2に伴う可能性が高い。北隅付近で焼土3を

検出した。炭化物層が広がり，それを取り除いた床面で検出した。上層に炭化物層から遺物が比

較的多く出土した。建物の端に近く，炭化物層がかなり厚く堆積していることから, SB2廃絶

後に形成された可能性が高い。なお，南西隅のP12付近で焼土2を検出した。建物内ではなく，

建物外にあたる。小範囲の焼土である。なお，焼土の詳細については，別項（27ページの（2）

焼土）に記載している。

出土遺物（第12．49．56．58．59図，図版23．36．41．42)

柱穴P8から青白磁の梅瓶(1), P3から土錘(191), Plから板状鉄製品(281)と古銭(294･

332）が出土した。

SB2 SB4

；
三1 1

鯵=ノ伽

一
０

第12図 SB2．4出土土器類実測図(1 :3)
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1はP8から出土した青白磁の梅瓶の底部である。高台を削り出し，外面底部及び高台端部を

除いて，淡青白色の釉がかかる。素地は灰白色である。内面底部に粘土が付着している。 SDll

出土の梅瓶（第34図96） と同一個体の可能性がある。

その他，土師質土器（皿など)，瓦質土器，亀山焼の甕，青磁，滑石製の石鍋片が出土したが，

細片のため図示できなかった。

板状鉄製品（281）は，重量19.33gである。柱穴から鉄釘8点，不明鉄製品1点が出土した。

柱穴から出土した鉄製品以外に鉄津2点(68.73g)が出土している。

③SB3

検出遺構（第13図，図版8-a･b)

SB3は1郭中央南寄りに位置する3間×3間の南北方向の総柱建物である。主軸方位はN

4．Wであり, SX2に伴うSB2とは建物の主軸方向が異なっている。 SX2を埋めて整地し

た後に建てられている。柱穴と礎石を併用した建物跡である。整地部分については地盤が軟らか

いこともあり，礎石立ちとしているが，それ以外の部分については，地山に柱穴を掘り込んでお

り，基本的には掘立柱建物跡である。南東部の礎石あるいは柱穴が2か所検出できなかったが，

SX2内にあることから礎石を使用していたと考えられ，後世にその礎石が失われた可能性が高

い。 SK5と重複しており, SK5の上面にSB3の礎石P7． 13があることからSB3本遺構

の方が新しい。

桁行方向（南北方向）の規模は6.1m,梁行方向（東西方向）の規模は6.0mで，ほぼ正方形の

建物跡である。桁行方向の柱間距離は西側のP1-P10間が2.0m, P10-P9間がl.95m, P9

-P8間が2.15mであり， 中央西寄りのP2-P11間が1.95m, P11-P14間が2.0m, P14-P

7間が2. 15mである。中央東寄りのP3-P12間が2.0m, P12-P13間が2.0m, P13-P6"

が2.1mであり，東側のP4-P5間が2.0mで，平均2.03mである。

梁行方向の柱間距離は北側のP1-P2間が1.8m, P2-P3間が2. 1m, P3-P4間が2.1

mであり，中央北寄りのP10-P11間が1.95m, P11-P12間が1.95m, P12-P5間が2． lmで

ある。中央南寄りのP9-P14間がl.85m, P14-P13間が2. lmであり，南側のP8-P7間が

1.85m, P7-P6間が2.1mで平均1.99mである。

礎石を使用しているのはP4．5．7． 12～14の6箇所で, P6は礎石の抜き取り穴と考えら

れる。その他は掘立柱建物の柱穴である。礎石の規模は, P4が0.31m×0.29m, P5が0.27

m×0.24m, P7が0.34m×0.27m, P12が0.35m×0.28m, P13が0.41m×0.26m, P14

が0.44m×0.28mである。礎石の抜き取り穴と考えられるP6は，径0.42m,深さ0. 12mの浅

いピットである。

柱穴は地山を掘り込んでおり，楕円形の大きいものもあるが，径0．3～0.4mの小型円形のもの

も見られる。各柱穴の規模は, P1が長径0.61m×短径0.37m,深さ0.39m, P2が長径0.56

m×短径0.49m,深さ0.53m, P3が長径0.42m×短径0.39m,深さ0.42m, P8が長径0.32

m×短径0.29m,深さ0.3m, P9が長径0.37m×短径0.28m,深さ0.46mである。 P10は他
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の建物の柱穴が重複しているものと思われ,現状で長径0.8m×短径0.55m,深さ0.45mである。

P11が長径0.32m×短径0.3m,深さ0.4mである。

出土遺物

柱穴から土師質土器が出土しているが，細片のため図示できなかった。

④SB4

検出遺構（第14図，図版8－c)

1郭中央北東寄りに位置する南北方向の細長い掘立柱建物跡である。 2間×6間の総柱建物跡

で，建物方位はN5｡Wである。 SB1 ． 5と重複している。主軸方向の違いなどからSB1よ

りSB4の方が新しいと思われる。また, SB4の柱穴P18の上にSB5の礎石P5があること

から, SB5よりSB4の方が古い。なお, SB4中央部では明確な柱穴を検出することができ

なかった。

桁行方向の規模はll.85m,梁行方向の規模は3.95mである。桁行方向の柱間距離は，東側の

P3-P4間が2.0m, P4-P5間が1.95m, P5-P6間がl.95m, P6-P7間が1．95m, P

7-P8間が2.05m, P8-P9間がl.95m,西側のP11-P12間がl.95m, P12-P13間が2.05

m, P13-P14間が1．95m, P14-P15間がl.95m, P15-P16間が1.95m, P16-Pl間が2.0

mで， 中央のP2-P17間が2．05m, P17-P18間が1．9m, P19-P20間が2. 1m, P20-P10

間が1.9mで，平均l.98mである。梁行方向の柱間距離は，北からP1-P2間が2.2m, P2-

P3間が1.75m, P16-P17間が2.1m, P17-P4間がl.85m, P15-P18間が2．05m, P18-

P5間がl.85m, P13-P19間が2.0m, P19-P7間がl.95m, P12-P20間が2.0m, P20-

P8間が1．95m, P11-P10間が2.0m, P10-P9間がl.95mで，平均1．98mである。桁行方

向と梁行方向の柱間距離の平均はともにl.98mである。

桁行方向のP13-P19-P7の東側の延長線上にP21 ･22がある。 P7-P21の柱間距離は2.05

m, P21-P22の柱間距離l.95mである。桁行方向の延長線上にあり, SB4の柱間距離とほぼ

同じであることから, SB4と関連することは間違いない。ただ, P21．22の南北方向にはこれ

に対応する柱穴がないことから，柵や塀などSB4に付随する構造物があったと考えられる。

柱穴は，大部分が円形で，径0．4～0.45mのものが多い。 P1は長径0.42m×短径0.38m,深

さ0.46m, P2は長径0.53m×短径0.45m,深さ0.43m, P3はSK25に一部削られており現

状で長径0．32m×短径0.16m,深さ0. 16mである。P4は長径0.41m×短径0.38m,深さ0.28

mで，内部に根石と思われる0.24m×0.18mの石が入っている。 P5は長径0.44m×短径0.39

rn,深さ0.31m, P6は長径0.52m×短径0.37m,深さ0.25m, P7は長径0．56m×短径0.45

In,深さ0.54m, P8は長径0.47m×短径0.31m,深さ0.4m, P9は長径0.6m×短径0．32

rn,深さ0.33mで，内部に根石と思われる0.23m×0.19mの石が入っている。P10は径0.38m,

深さ0.2mで，内部に根石と思われる0.29m×0. 19mの石が入っている。Pllは長径0.41m×短

径0.35m,深さ0．25m, P12は径0.39m,深さ0．35m, P13は長径0.43m×短径0.41m,深

さ0.4m, P14は長径0.45m×短径0.31m,深さ0.44mで，北西端に長径0. 1m×短径0.7mの
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焼土塊があった。P15は長径0.44m×短径0.39m,深さ0.47m,P16は長径0.49m×短径0．46

In,深さ0.5mである。P17は径0.41m,深さ0.3mである。P17の上に0.41m×0.24mの平ら

な石が置かれており，礎石と思われる。 SB4以後にSB5以外の礎石建物があった可能性が考

えられる。P18は径0.33m,深さ0.31mである。P18の上に0.39m×0.27mの平らな石が置か

れているが, SB5の礎石である。P19は長径0.46m×短径0.43m,深さ0.32m, P20は溝状

遺構SD7～9に一部削られており，現状で径0．23m,深さ0.25mである。

SB4に付随するP21は別のピットが重なっている可能性があり，現状で長径0.68m×短径

0.43m,深さ0.25mで，内部に根石と思われる0.31m×0.28mの石が入っている。 P22は長径

0.43m×短径0.38m,深さ0.15mで,内部に根石と思われる0.21m×0. 18mの石が入っている。

出土遺物（第12図，図版23）

柱穴から土師質土器の皿（2） ・杯（3） ・椀（4）が出土した。

2は土師質士器の皿である。口径6．0～6.2cm,器高l.5cmと小型で，体部は内湾して立ち上が

る。底部の切り離しは，回転糸切りと思われる。

3は土師質士器の杯である。復元口径11.8cm,器高3．0cmで，体部は斜めにまっすぐ立ち上が

る。底部の切り離しは，回転へラ切りである。板目痕が残る。

4は土師質土器の椀である。復元口径9.7cm,器高3.05cmで，体部は内湾ぎみに立ち上がり，

口縁部はやや外反する。 口縁端部にススが付着する。

その他，備前焼の蕊，鉄釘1点が出土した。いずれも細片のため図示できなかった。

⑤SB5

検出遺構（第15図，図版9-c)

1郭中央北東寄りに位置する1間×3間の礎石建物である。緩やかな斜面の高所側である西側

の地山を掘削することにより造り出した方形の平坦面である段状遺構SX1に伴う。主軸は北東一

南西方向で，建物方位はN26｡Eである。 SB4と重複しているが, SB4-P18の上にSB5

の礎石P5があることから,SB5の方が新しい｡また,SX1とSK25ではSX1の方が古い。

東側及び南側の礎石は失われているが，礎石が伴っていたと思われるピットから建物を復元す

ることができる。桁行方向の規模は5．6m,梁行方向の規模は2.35mである。桁行方向の柱間距

離はP2-P3間が1.9m,P4-P5間が2.0m,P5-P6間が1.8m,P6-P1間が1.8mで，

平均1.88mである。梁行方向のP3-P4間にピット (P3からの距離1.25m, P4からの距離

1.1m)があるが，長径37cm×短径24cm,深さ36cmと深いため，礎石の抜き取り穴あるいは掘

方とは考えにくく, SB5に伴うものではないと思われる。

礎石の規模は, P1が0.58m×0.28m, P5が0.39m×0.27m, P6が0.4m×0.28mである。

礎石が伴っていたと思われるピットは，楕円形で浅い。P2が長径0．67m×短径0.43m,深さ

0.2m, P3が長径0.49m×短径0.34m,深さ0.19m, P4は他のピットに切られており現状で

長径0.44m×短径0.33m,深さ0.12mである。

出土遺物
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遺物は出士していない。

（2）焼土

①焼土1 （第16図，図版7-a)

SB2内中央部で検出した焼土塊である。焼土1の平面形は方形で，長さ0.60m,幅0.32m,

厚さ0.07mで，周囲に炭化物が広がっている。 SX2埋士を除去した床面で検出したことから，

建物に伴う可能性が高い。

②焼土2 （図版7-c)

SX2内で検出した焼土塊である。SB2の南西外側にあたる。平面形は方形で，一辺0. 17m

の小範囲の焼土である。

③焼土3 （第16図）

SB2内北隅付近で検出した焼土塊である。 SB2内北隅付近には炭化物層が広がり，それを

取り除いた床面で検出した。炭化物層（炭・焼士層）から遺物が比較的多く出土しており, SX

2出土遺物として取り上げを行った。焼土の規模は径0.24m,厚さ0.05mで，焼士の下に炭化物

を多く含む黒色土が長径1.54m×短径095mの範囲に堆積している。建物の端に近く，炭化物層

がかなり厚く堆積していることから, SB2廃絶後に形成された可能性が高い。

④焼土4 （第16図,図版9－a ．b)
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SB1P2上面から検出した焼土である。

長さ0.74m,幅0.55mの範囲に厚さ0.04

mの焼土が広がっている。SD9･10によ

って｢．｣字形に形成された空間に存在し，

東側のSK15とい

う細長い士坑も関連する可能性がある。 S

B1廃絶後に形成されたものと思われ，焼

土下の灰黄褐色士が炭化物を含むことから，

鍛冶炉の可能性が考えられる。

些
SD16
一

C O c
-130.4伽

0 4m

トーーーーーー倍一一=－－

（3）柱穴列
第17図SA1実測図(1 :80)

①SA1

検出遺構（第17図図版10-a)

1郭中央西寄りに位置する北北東一南南西方向の柱穴列である。主軸方位はN18｡Eで, 1郭

高所部の裾にあたり，柱穴が3基並び, 0.6m東にはほぼ同じ方向に延びるSD16がある。柱間

距離はP1-P2間が2.0m, P2-P3間が1.9mで，平均1.95mである。柱穴は, P1は楕円

形で長径0.37m×短径0.28m,深さ0.09m, P2は不整楕円形で長径0.46m×短径0.23m,深

さ0. 13m, P3は円形で径0.33m×0.29m,深さ0.06mである。いずれの柱穴も浅い。埋士は

いずれも単層で, P1が淡黒褐色士, P2．3が褐色士である。 SA1周辺は削平を受けている

こともあり，東西方向に対応する柱穴が見られないことから柱穴列とした。なお, SD16の東側

には, SA1やSD16とほぼ同じ方向に約2m間隔で並ぶ径0.4～0.7mの穴が20個弱あるが，

これは城に伴うものではなく,現代にブトウ畑として使用された際に掘られた支柱用の穴である。

出土遺物

遺物は出土していない。

（4）その他の遺構

建物跡と関連が深いものもあるので， ここで記述することにする。その他の遺構は， ’郭で12

基確認した。 SX4～10については，ほぼ同規模の長方形の遺構で, 2.7～2.9m間隔で平行して

いる。また，新しいブドウ畑に伴う溝に直交していることから，ブドウ畑に伴う新しいものであ

る可能性もあるが,断定できないため,遺構として取り扱った。なお, SX3については， 「3北

東尾根」の項に記載した。

①SX1

検出遺構（第15図，図版9-c)

1郭中央北東寄りに位置する遺構である。緩やかな斜面の地山を削って, SB5を建てるため

に造り出した方形の平坦面である，主軸は北東一南西方向で，北端はSK25によって一部削られ
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ている。西半部が約2.5m幅で掘り下げられており，浅い土坑状になっている。東側は次第に浅

くなり，東端は不明瞭である。現状で長さ6.72m,幅2.58m以上，深さ0.22mである。本来は

SB5の東端までの幅（約4m)はあったものと思われる。 SB4廃絶後に本遺構が掘られ, S

B5が建てられたものと考えられる。埋土は灰黄褐色砂質土の単層である。

出土遺物（第18．52．55．57．58．59図，図版23．24．37．40．41 ．42)

土師質土器の皿（5～10） ・杯(11) ・椀(12～32),瓦質土器の鍋(33),常滑焼の喪(34),鉄

釘（210～212)，鉄製兜片（277)，銅製リング（288)，古銭（305.330）が出土した。

5～10は土師質土器の皿である。 5～9は口径5．5～6.7cm,器高0.75～1.65cmである。 10

は口径・器高は不明であるが底径が6.4cmあり，他より大きいものである。体部は5･9が内湾

気味， 6が直線的, 10が外反気味である。底部の切り離しは, 7．8． 10が回転糸切り, 9が回

転へラ切りである。 7． 8は内面底部が盛り上がり，深さがないため，容器としては非実用的で

ある。

1lは土師質士器の杯である。 口径8.8cm,器高2.3cmで，杯としては小型のものである。体部

は内湾気味に立ち上がる。底部の切り離しは不明であるが，外部底面はやや窪んでいる。

12～32は土師質土器の椀である。体部はいずれも内湾して立ち上がる。このうち12～29の口

径は8.0～9.7cmで，器高は1.95～2.7cmである。器高2．2～2.4cmのものが多い。外面底部をわ

ずかに窪ませるものもある。 30は口径8．6～8.9cm,器高2.9cmで， 口径の割には器高があるタ

イプである。 31 ･32は口径9．6～9.7cm,器高3.4～3.5cmの深い椀である。 32は底部が小さく，

外面底部を窪ませている。

33は瓦質土器の鍋である。体部はやや内湾気味に立ち上がり，外面に断面三角形の突帯を貼り

付けている。 口縁端部は平坦である。

34は常滑焼の甕である。肩部が大きく張り，外面肩部に銭のスタンプ文が廻る。内面及び内面

にススが付着しているが，割れた後に付着したものである。 SX1から常滑焼喪片は6点出土し

ているが，同一個体と思われる。

その他，備前焼の甕，青磁が出土したが，細片のため図示できなかった。

277の鉄製兜片は重量25.65gである。また, 210～212を含め鉄釘9点が出土した。

②SX2

検出遺構（第11．23図，図版6-c, 7)

1郭中央南寄りに位置する遺構である。 SB2を建てるために，緩やかな斜面を削って作り出

した方形の平坦面である。長さ約10m,深さ0.64mである。東に向かうにつれ次第に浅くなって

いるため，幅は不明瞭であるが，幅4．6～5.4mのところで段差ができて士坑状になっている。

SX2が埋められた後, SB3が建てられている。埋士は基本的には3層で，中層の明黄褐色砂

質士で一旦整地が行われたようである。

出土遺物（第19．52．54．58．59図，図版24．25．37．38．39．42）

土師質土器の皿（35） ・杯（36)，瓦質土器の鍋（37～40)，東播系須恵器の播鉢（41．42)，亀
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山焼の甕（43．44)，備前焼の喪（45．46)，青磁の皿（47） ・碗（48)，鉄釘（213～229)，鉄製掛

金（265)，古銭（295．296．300．301 ．303．306～312．314．319．321．325～329．331．333･

334．336） 24枚が出土した。 SX2の北側の炭・焼土層（灰黄褐色砂質土）から多くの遺物が出

土した。

35は土師質土器の皿である。復元口径6．2cm,器高l.25cmで，体部は外反気味に立ち上がる。

底部切り離しは，回転へラ切りである。内面に炭化物が付着している。

36は土師質土器の杯である。復元口径13.0cm,器高3．0cmで，体部は直線的に立ち上がる。

底部の切り離し方法は，不明である。

37～40は瓦質土器の鍋である。いずれも口縁端部は平坦に近く，外面に突帯を貼り付けている。
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外面体部に指頭圧痕が残る。37．38は体部がやや内湾気味に立ち上がる。39．40は体部が直線

的に立ち上がり，内面体部の調整はナデである。37～39の突帯の断面は三角形で， 40は方形であ

る。 37．39．40の外面体部にはススが付着している。 37はH13区盛土出土破片と接合し, 39･

40はそれぞれG12区包含層出土破片と接合した。

41．42は東播系須恵器の播鉢である。 ともに体部は直線的に立ち上がり，短く直立し端部を尖

り気味に納める玉縁状の口縁部がつく。内面に摺り目はない。42は片口がつき，片口部に粘土が

付着している。 42とG13区包含層出土の破片が接合した。

43．44は亀山焼の甕の胴部片である。いずれも外面に格子目タタキを施し，格子の単位は3m

x3mmである。

45．46は備前焼の喪である。45は胴部下半片である。底部から斜め上方にやや内湾気味に立ち

上がる。 46は口縁部片である。 口縁部は外反し，端部を折り曲げて玉縁を形成している。

47は青磁の鍔皿の口縁部片である。内湾する体部に，水平に折り曲げた鍔状の口縁部がつく。

端部はわずかに立ち上がる。 口縁端部を除き，淡緑色の釉がかかる。外面の文様は蓮弁と思われ

る。二次焼成を受けている。

48は青磁の碗の体部片で，体部は内湾し，内面に印花文がある。全体に淡緑色の釉がかかる。

その他，須恵器系土器（喪など)，青白磁、滑石製の石鍋の体部から底部にかけての破片2点が

出土しているが，細片のため図示できなかった。

鉄製品は， 213～229を含め鉄釘58点， 265の掛金1点が出土した他に鉄津28点(568.4g)が

出土した。

③SX4

検出遺構（第9図）

1郭西部中央に位置する方形の遺構である。主軸は南東一北西方向で, 2.7m北東に同様の遺構

SX5がある｡北西端はブドウ畑に伴う新しい溝によって切られているが,現存長2.94m,幅0．86

~1.08m,深さ0.04～0. 13mである。埋士は淡暗褐色士の単層である。

出土遺物

遺物は出土していない。

④SX5

検出遺構（第9図）

1郭西部中央に位置する方形の遺構である。 SX4の2.7m北東にあり, 2.8m北東には同様の

遺構SX6がある。主軸は南東一北西方向であり，北西端はブドウ畑に伴う新しい溝によって切

られている。現存長2.61m,幅0.88～l.06m,深さ0.04～0.16mである。埋士は淡暗褐色土の

単層である。

出土遺物

瓦質土器が出土したが，細片のため図示できなかった。

⑤SX6
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検出遺構（第9図）

1郭西部中央寄りに位置する方形の遺構である。 SX5の2.8m北東にあり, 2.7m北東にSX

7がある。主軸は南東一北西方向であり，北西端は次第に不明瞭になる。長さ2.22m,幅0.80

~0.91m,深さ0.11mである。埋士は淡暗褐色士の単層である。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑥SX7

検出遺構（第9図）

1郭西部北寄りに位置する遺構である。SX6の2.7m北東にあり,2.9m北東にSX8がある。

北西側でSK33．34と重複しているが, SX7の方が新しい。現状で長さ1.02m,幅0.88m,

深さ0. 13mである。埋士は暗褐色士の単層である。本来はSX6．8などと同様に南東一北西方

向の主軸で，同程度の形態・規模であったものと思われる。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑦SX8

検出遺構（第9図）

1郭西部北寄りに位置する方形の遺構である。 SX7の2.9m北東にあり, 2.8m北東に同様の

遺構SX9がある。主軸は東南東一西北西方向であり，西北西端はブドウ畑に伴う新しい溝によ

って切られている。現存長2.63m,幅0.91～1.03m,深さ0.05～0. 14mである。埋士は淡暗褐

色士の単層である。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑧SX9

検出遺構（第9図）

1郭北西部に位置する方形の遺構である。 SX8の2.8m北東にあり, 2．9m北東に同様の遺構

SX10がある。南西には同方向の溝状遺構SD17が隣接している。主軸は東南東一西北西方向で

あり，西北西端はブドウ畑に伴う新しい溝によって切られている。西北西部はSK35と切り合い

関係にあり，本遺構の方が新しい。現存長2.87m,幅0.81～1.07m,深さ0.07～0.11mである。

埋士は底部に一部淡褐色土があるが，大部分は暗褐色土である。 SD17と隣接して平行し，埋土

も同じことから同時期の遺構の可能性が高い。

出土遺物

士師質土器が出土したが，細片のため図示できなかった。

⑨SX10

検出遺構（第9図）

1郭北西部に位置する方形の遺構である。 SX9の2.9m南西にある。主軸は南東一北西方向
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であり，北西端はブドウ畑に伴う新しい溝によって切られている。 SK40と重複しているが, S

X10本遺構の方が新しい。現存長2.76m,幅0.87～0.98m,深さ0.04～0. 14mである。埋土は

明褐色士の単層である。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑩SX11

検出遺構（第9図）

1郭北西端付近に位置する方形の遺構である。 SK39の北東0.4m, SX10の北西1.2mにあ

る。SX4～10とは主軸の方向が違い，北東一南西方向である。また,SX4～10に比べ,深い。

北西端はブドウ畑に伴う新しい溝によって切られている。現存長l.17m,幅1.34m,深さ0.3m

である。

出土遺物（第53．59図，図版37．42）

鉄釘（230～235)，古銭（335）が出士した。鉄製品は， 230～235を含め鉄釘7点(78.77g),

不明鉄製品1点が出土した他に古銭片，鉄津1点(10.72g)が出土している。

その他，土師質士器（皿など)，瓦質土器の鍋・すり鉢，備前焼の甕が出土したが，細片のため

図示できなかった。

⑪SX12

検出遺構（第20図，図版16-a)

1郭中央北寄りに位置する遺構である。 SA1の北東にあり, P1との距離はl.8mである。

北部でSX13と接する。平面形は不整形で，長円形の北東部が張り出したような形態である。底

面は平らではなく，いくつかの段やピット状の窪みが見られる。規模は長さ4.53m,幅2.97m,

深さ1.31mである。南側を深く掘り込んでおり，北側は浅くなっている。北部に焼土が集中する

部分が見られ，その範囲はl.27m×0.83mである。焼土の内に0.05～0.2mの礫が3個認められ

た。

出土遺物（第39図，図版32）

瓦質土器の鍋（138）が出土した。体部は斜めに直線的に立ち上がり，外面に断面三角形の突帯

を貼り付ける。 口縁端部は平坦である。

その他，土師質士器が出土したが，細片のため図示できなかった。

⑫SX13

検出遺構（第20図，図版16-b)

1郭中央北寄りに位置する遺構である。南部でSX12と接する。平面形は楕円形で，長径1．48

m×短径0.83m,深さ0.28mである。西側が深く，東側に向かうにつれ次第に浅くなる。ほぼ全

体に焼土が入っている。また，内部の0． 1～0.2mの礫が2個認められた。

出土遺物（第21．52図，図版26．38)

土師器の椀（49)，瓦質土器の播鉢（50)， 白磁の碗（51)，鉄釘（236）が出土した。
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49は土師器の椀である。高台がつく大型の椀で，体部は内湾しながら立ち上がる。底部の器壁

が1．3～1.7cⅢと厚く，口縁部に向かって次第に薄くなる。高台は貼り付けではなく，粘土から挽

きだしたものと思われる。復元口径16.9cm,推定高台径10.4cm,推定器高6 35cmである。

50は瓦質土器の播鉢である。体部は斜めにまっすぐ立ち上がり， 口縁端部は平坦で中央がやや

窪んでおり，内側にやや肥厚させている。内面に斜め方向の粗い祷り目があり，瘤り目が交差し

ている。揺り目の単位は6条と思われる。

51は白磁の碗である。体部は斜め上方に直線的に立ち上がり， 口縁部はわずかに外反する。器

壁は薄く， 口縁端部を除き，淡青灰色の釉がかかる。皿の可能性もある。
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その他，土師質土器,瓦質土器の鍋備前焼の喪が出土したが，細片のため図示できなかった。

鉄製品は236を含め鉄釘2点の出土のみである。その他に鉄津1点(545.919)が出土した。

（5） 土坑

士坑は37基検出した。SK42まで遺構番号を付けているが，調査段階で士坑としていたSK6 ･

7．18．20については，整理を進める過程で,士坑ではなく,礎石掘方あるいは柱穴の可能性が高

いと判断した。このため,本報告書では欠番となっている。なお,SK19については, ｢2 1郭

東側切岸」の項に記載している。

①SK1

検出遺構（第9図）

調査区南部に位置する円形の土坑である。南東側は調査区外に続いている。規模は現状で長径

l.54m×短径0.50m,深さ0.06mである。埋士は暗褐色土の単層である。

出土遺物

土師質土器（皿など）が出士しているが，細片のため図示できなかった。

②SK2

検出遺構（第22図，図版10-b)

調査区南部に位置する士坑である。 SB3の南にあり, P8からの距離は1.3mである。底部

から側面にかけて灰白色粘土を約0.2mの厚みで貼り付けている。埋士は黄榿色砂質士である。

内部から礫は検出されなかった。平面形は方形で，長さ2.38m,幅l.43m,深さ0.65mである。

主軸の方向は南北方向で，方位はN4｡Eである。

出土遺物（第26図，図版26）

土師質土器の皿が出土した。52は灰白色粘土直上から出土した底径6.8cmの大型皿の底部であ

る。外面底部は摩滅しているが，回転糸切りの痕跡がかすかに残る。

その他，瓦質土器の鍋が出土したが，細片のため図示できなかった。

③SK3

検出遺構（第9図）
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第21図 SX13出土土器類実測図(1 :3)
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1郭南部に位置する土坑である。 SB2．3の南東にある。平面形は長円形で，長径0.73mX

短径0.58m,深さ0.24mである。

出土遺物

遺物は出士していない。

④SK4

検出遺構（第9図）

1郭南東部に位置する不整円形の士坑である。SB2の南東にある。SD5と重複しているが，

新旧は不明である。現状で長径2． 17m,短径1.72m,深さ0. 11mである。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑤SK5

検出遺構（第23図，図版7-a)

1郭南部, SX2内に位置する方形の士坑である。平面形は長円形で，長径4.26m,短径l.90

In,深さ0.63mである。 SB2． 3, SD3．4と重複している。主軸はSB2やSX2と同じ

北東一南西方向であり，方位はN49｡Eである。 SX2が埋められた後に掘られた土坑で, SB

2の柱穴Pllを一部壊していることからSK5の方が新しい。 SK5の上面にSB3の礎石P

7．13があることから, SB3よりSK5の方が古い。 SD4を一部壊していることからSK5

の方が新しい。 SD3との新旧関係は不明である。埋土は榿色砂質土の単層である。

出土遺物（第26．52．56図，図版26．38．41）

土師質土器の椀（53)，瓦質土器の鍋（54．55)，東播系須恵器の蕊（56)，鉄釘（237)，板状鉄

製品（282）が出土した。全体的に土器の出士量は少ない。

53は土師質土器の椀である｡体部は内湾して立ち上がる｡底部を欠損するが,復元口径9.8cm,

現存器高3．8cmの深い椀である。

54．55は瓦質士器の鍋である。いずれも口縁端部は平坦に近く，外面に三角形の突帯を貼り付

けている。 55は体部がやや外反気味に立ち上がり，外面体部に指頭圧痕が残る。

56は東播系須恵器の喪の胴部片である。外面に横方向の平行タタキを施す。内面はハケ目の部

分と指頭圧痕が残る部分が見られる。壺の可能性もある。

その他，亀山焼の甕，備前焼の甕・播鉢，青磁が出土したが，細片のため図示できなかった。

鉄製品は， 237を含め鉄釘9点， 282の板状鉄製品1点が出土した他に鉄津7点(387.81g)が出

土した。

⑥SK8

検出遺構（第24図，図版10-c)

1郭中央東寄りに位置する土坑である。 SKllと重複するがSK8の方が新しい。平面形は長

方形，主軸方向は東西で，方位はN81｡Eである。底面に0.05～0.08mの厚みで灰白色粘土を貼

っている。規模は長さ2.48m,幅l.52m,床面粘土までの深さ0.60mである。中央の粘土直上
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で炭化物が集中する部分が見られた。埋土上層は榿色砂質土である。埋士中に角礫が数個見られ

た。底面の粘土除去後， 0．1～0.35mの角礫が数個出土したが，本遺構に伴うものではなくSK11

に伴うものである。

出土遺物

上層の榿色砂質士から土師質土器（皿など)，備前焼の甕が，粘士直上から土師質土器の皿が出

土した。いずれも細片のため図示できなかった。備前焼の甕片はSKll出土の57と接合した。
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⑦SK9

検出遺構（第24図，図版11-c)

1郭中央東寄りに位置する士坑である。SKllと重複するがSK9の方が新しい。平面形は長

方形，主軸方向は南北で，方位はN2｡Wである。底面に青灰色粘土を約0.2mの厚みで貼って

いる。規模は長さ3.02m,幅2. 14m,床面粘土までの深さ0.75mである。埋士は榿色砂質士で，

粘土上全面で0．05～0.45mの角礫が2～3層重なる状態で出土した。積み重ねた状態ではないの

で，士坑が本来の機能を終えた後に廃棄されたものと考えられる。

出土遺物（第51図，図版37)

遺物はすべて埋士である榿色砂質土からの出土である｡滑石製の石鍋体部を加工した温石(207）

が出土した。

その他，土師質土器（皿など)，備前焼の甕，陶器片が出土したが，細片のため図示できなかっ

た。また，鉄釘2点，鉄津1点(102.159)が出土した。

⑧SK10

検出遺構（第25図，図版11-b)

1郭北部中央に位置し，北東から南西方向に3基並んで検出した円形土坑の1つで, SK10は

南西のものである。 3基の土坑は，完全に一直線に並ぶのではなく，ややずれている。0.5m北東

にSK14がある。南側に新しいピットが重なっている。また，北東部にピット状の窪みがある。

径0.81m,深さ0.41mであるが，北東一南北方向が長くなる可能性がある。埋士は榿色砂質士の

単層で, SK13． 14と同一である。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑨SK11

検出遺構（第24図，図版12-a)

1郭中央東寄りに位置する大型の土坑である。 SK8．9と重複しているが, SK11の方が古

い。平面形は長方形，主軸方向は北東一南西で，方位はN33｡Eである。底面全体に青灰色粘土

が約0.3mの厚みで堆積している。埋土は榿色砂質土である。規模は,長さ4．10m,"2.46m,

深さ0.78mである。北東端で5～35cmの角礫が比較的多く出土した。

出土遺物（第26図，図版26）

亀山焼の甕（58)，備前焼の播鉢（57） ・喪（59）が出土した。亀山焼は榿色砂質士からの出土

であるが，大部分の遺物は粘士直上からの出土である。

57は備前焼の播鉢の底部から体部にかけての破片である。体部は内湾気味に立ち上がり，内面

体部上部に淡黄褐色の自然釉がかかる。内面に揺り目があり，単位は11条である。SX8出土の

破片と接合した。 137と同一個体の可能性が高い。

58は亀山焼の喪の胴部片である。外面に格子目タタキを施す｡格子の単位は3mm×3mである。

59は備前焼の甕である。底部から胴部下半にかけて残存し，胴部は内湾気味に斜め上方に立ち上
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がる。復元底径34.8cmである。 SK8から同一個体と思われる破片が出土している。

その他，土師質土器須恵器系土器が出土したがいずれも細片のため，図示できなかった。

⑩SK12

検出遺構（第22図図版12-b)

1郭中央に位置する士坑である。 SB4の西, SB5 ・SX1の南西にあたる。 SB5-P14か

らの距離は0.5mである。本遺構の西側は1郭の中で一段高くなっているが, SK12はその法面

を一部削って造られている。平面形は方形で，長さ2.38m,幅1.52m,深さ0.49mである。主

軸は南北方向で,N10｡Eである。底面に青灰色粘土が0.05～0.2mの厚みで堆積している。埋

土は2層で，上層が榿色砂質土，下層が灰黄褐色砂質土である。北半部粘土上に0． 1～0.5mの礫

が集中して見られるが，遺構に伴うかどうかは不明である。

出土遺物（第26図，図版26）

灰黄榿色士から土師質土器の椀（60）が出土した。体部は内湾気味に立ち上がり，底部はやや

窪んでいる。 口径9.0cm,器高2．55cmである。

その他，備前焼の甕が出土したが，細片のため図示できなかった。

⑪SK13

検出遺構（第25図，図版11-b)

1郭北部中央に位置し，北東から南西方向に3基並んで検出した円形土坑の1つで，北東のも

のである。0.3m南西にSK14がある。長径0.84m×短径0.76m,深さ0.44mである。埋土は榿

色砂質土の単層で, SK10． 14と同一である。

出土遺物

士師質土器，鉄釘3点が出土したが，いずれも細片のため図示できなかった。また，古銭片が

出士した。

⑫SK14

検出遺構（第25図，図版11-b。 c)

1郭北部中央に位置し，北東から南西方向に3基並んで検出した円形士坑の1つで， 中央のも

のである。 SK10の0．5m北東, SK13の0.3m南西にある。長径0.92m×短径0.78m,深さ

0.36mである。底面に据え置かれた備前焼の蕊が出士した。胴部下位から底部にかけての部分が

残存しており， 口縁部から胴部中位にかけての破片は出土していない。埋士は榿色砂質土の単層

で, SK10･ 13と同一である。

出土遺物（第26図，図版27）

備前焼の喪(61)は，土坑の底面に据え置かれたものである。底部から胴部下半にかけて残存

し，胴部は内湾気味に斜め上方に立ち上がる。復元底径44.3cmである。

その他，土師質土器（皿など)，不明鉄製品1点が出土したが，細片のため図示できなかった。

⑬SK15

検出遺構（第22図）
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1郭東部中央に位置する士坑である。SK16と重複しているが, SK15の方が新しい。平面形

は長円形で，主軸方向はN48｡Eである。長径3.24m,短径0.92m,深さ0．33～0.44mである。

埋士は黄褐色砂質士の単層である。 SB1と重なっており，主軸方向はSB1とほぼ同じである

が，同時期に存在したとは考え難い。

出土遺物

備前焼の蕊が出土したが，細片のため図示できなかった。

⑭SK16

検出遺構（第22図）

1郭東部中央に位置する長円形の土坑である。SB1と重なっている。SK15と重複している
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が, SK16の方が古い。現状で長径0.90m×短径0.84m,深さ0.45mである。埋士は灰黄榿色

士の単層である。

出土遺物

士師質士器が出土したが，細片のため図示できなかった。その他に鉄津1点(11.48g)が出土

した。

⑮SK17

検出遺構（第9図）

1郭南東端から東側切岸にかけて位置する土坑である。平面形は長円形で，長径1.65m,短径

l.29mである。近現代の肥溜と判断し，深さ0． lmしか掘り下げていない。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑯SK21

検出遺構（第27図，図版12-c)

1郭南西部に位置する土坑である。 SB3の西にあり,P10からの距離はl.6mである。第4次

調査区と第5次調査区の境にあたり，第4次調査時には肥溜と考えていた。平面形は隅丸方形で，

規模はl.26m×1.23m,深さ1.08mである。南東部は上部が削平され,浅くなっている。断面図に

は図示していないが,壁面及び底面全体に白色の粘土を薄く貼っている｡内部は何層にも士が堆積

していた。出土遺物から城に伴うものではなく，新しい遺構と考えられる。

出土遺物（第30図，図版27）

陶器の摺鉢（62）が出土した。体部はやや内湾ぎみに立ち上がり， 口縁部は著しく肥厚する。

内面には9条単位の揺り目を施す。備前焼系の陶器で，時期は17世紀以降のものである。

⑰SK22

検出遺構（第9図）

1郭東部中央に位置する士坑である。SK15・16の1．9m北東にある。平面形は不整長円形で，

長径l.07m×短径0.89m,深さ0.45mである。埋土は灰黄褐色砂質土の単層である。

出土遺物

土師質土器，備前焼の喪，青磁，鉄釘1点が出土したが，いずれも細片のため図示できなかっ

た。

⑱SK23

検出遺構（第9図）

1郭北端中央東寄りに位置する不整形の土坑である。東側にSK27が隣接する。北東端でピッ

トと切り合い関係にあるが，新旧は不明である。長さ約2.1m, igO.38～0.77m,深さ0． 13mで

ある。細長い士坑で，北東部が狭くなる。底面は南西部にピット状の窪みがあり，土坑上面から

の深さ0.22mである。

出土遺物
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遺物は出土していない。

⑲SK24

検出遺構（第27図）

1郭中央北寄りに位置する士坑である。SB4の北側にあり,P2からの距離は0.6mである。

西側にSK28が隣接する。検出時は1基の大型土坑と考えていたが，掘り進める過程で2基であ

ることが判明した。SK28との新旧関係は不明である。平面形は不整円形で，長径1.52m×短径

1.41m,深さ0.65mである。埋土は黄褐色砂質土の単層である。北部で0.15～0.2mの石を2個

検出したが，壁から浮いていることから, SK24に伴うものではなく，埋没する過程で入り込ん

だものと思われる。

出土遺物

遺物は出士していない。

⑳SK25

検出遺構（第28図，図版13-a)

1郭北東部に位置する土坑である。 SB4の北東隅にあり, P3と重複しており, P3を削っ

ていることからSK25の方が新しい。また, SX1とも重複しており, SK25の方が新しい。南

東部はピットと重複しているが，新|日関係は不明である。平面形は長方形，主軸は東西方向で，

方位はN72｡Wである。長さ2.60m,幅1.25m,深さ0.51mである。 0.8～0.34mの川原石が約

15個検出されたが，底面から約10cm浮いており，また，その配置に規則性もないことから, S

K25に伴うものではなく，廃棄されたものと思われる。底面の一部に灰白色粘土が見られるが，

埋土の大部分は黄榿色砂質士である。

出土遺物（第30図，図版27）

黄榿色砂質士から備前焼の摺鉢（63）が出士した。 口縁部から体部にかけての破片である。体

部は内湾気味に立ち上がり， 口縁端部はやや強く外傾させて面を作る。内面に縦方向の揺り目が

あるが，単位は不明である。 I -11区盛土出土破片と接合した。

その他，土師質土器（皿など)，亀山焼，備前焼の喪，常滑焼の甕，不明鉄製品2点が出土した

が，いずれも細片のため図示できなかった。常滑焼の謹片は， 1郭東側切岸出土のものと接合し

た。

⑪SK26

検出遺構（第27図）

1郭北東部に位置する不整円形の士坑である。 SK25の3.5m北にある。 SK29と重複してお

り，土層断面を見るとSK26の方が新しい。現状で長径1.62m×短径1.52m,深さ0.75mであ

るが，長径は本来もっと長かったと思われる。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑫SK27
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検出遺構（第9図）

1郭北端中央東寄りに位置する土坑である。 SK23の東側に隣接する。北端はピットと重複し

ているが，新旧は不明である。平面形は長円形で，長径約3.0m×短径l.34m,深さ0.06mで，

北半部にピット状の窪みが幾つか見られ，土坑上面からの深さ0.30mである。埋士は灰黄褐色士

の単層である。

出土遺物（第30図，図版27）

土師質土器の椀（64)，備前焼の甕（65）が出土した。

64は土師質土器の椀である。体部は内湾気味に立ち上がり， 口縁部はやや外反する。 口径9．2

cmp器高2．45cmである。

65は備前焼の喪の口縁部片である。 口縁部は外反し，端部を折り曲げて玉縁を形成している。

その他，土師質土器の皿が出土しているが，細片のため図示できなかった。

⑳SK28

検出遺構（第27図）

1郭中央北寄りに位置する士坑である。SB4の北側にあり,P1からの距離はl.4mである。

SK24が東側に隣接する。検出時は1基の大型土坑と考えていたが，掘り進める過程で2基であ

ることが判明した。 SK24との新旧関係は不明である。平面形は長円形で，長径l.78m,短径

l.22m,深さ0.35mである。底面に2つのピット状の窪みがあり，士坑上面からの深さは0.47

mである。埋土は黄褐色砂質士の単層である。南部で0.05～0.17mの石を3個検出したが，底か

ら約0. 1m浮いていることから, SK28に伴うものではなく，埋没する過程で混入したものと思

われる。

出土遺物（第30図，図版27）

備前焼の甕（66）が出土した。口縁部から胴部上半が残存し，復元口径26.lcmである。口縁部

は外反し,端部を折り曲げて玉縁を形成している。H-11区包含層から出土した破片と接合した。

その他，土師質土器の皿，須恵器系土器が出土したが，いずれも細片のため，図示できなかっ

た。その他に鉄津1点(171.99g)が出土した。

⑳SK29

検出遺構（第27図）

1郭北東部に位置する土坑である。 SK25の北東l.8mにある。 SK26と重複しており，士層

断面によるとSK29の方が古い。平面形は正三角形に近い形をしており，一辺約2.50m,深さ

l.01mである。底面は西側に寄っており，南西部はオーバーハングしている。埋土は上層が灰黄

褐色砂質士，下層が榿色砂質士である。士取り穴の可能性も考えられる。

出土遺物

遺物は出士していない。

⑮SK30

検出遺構（第27図）
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1郭東部中央に位置する土坑である。 SB1の北東, SB4の東。 SD13と重複しているが，

新旧は不明である。平面形は長円形で，底面は二段になっている。現状で長径2.76m×短径l.95

In,深さは東側が0.46m,西側が0.73mである。南西部は一部オーバーハングしている。埋士は

灰黄褐色砂質土の単層である。

出土遺物（第30．50．53図図版27．36．38）

土師質土器の椀（67)， 白磁の壷？ （68)，丸瓦（196)，鉄釘（238）が出土した。

67は土師質土器の椀である。体部は内湾気味に立ち上がり， 口縁部はやや外反する。底部がや

や窪んでいる。復元口径10.3cm,器高2.25cmである。

68は白磁の壺？の胴部片である。素地は淡灰色で，外面には全体に淡青灰色の釉が掛るが，内

面は釉が掛らない部分もある。

その他，土師質土器の皿，瓦質士器の播鉢，亀山焼の喪，須恵器系土器，備前焼の甕・播鉢が

出土しているが，細片のため図示できなかった。また， 238を含め鉄釘5点，不明鉄製品1点が

出土している。

⑳SK31

検出遺構（第11図）

1郭中央南寄りに位置する土坑である。 SB2の内部北端付近にある。東側には焼土3が隣接

する。平面形は円形で，長径0.81m×短径0.68m,深さ0.41mである。 SB2の内部にあるこ

とから，同時期の遺構ではないと思われるが，新旧は不明である。埋土は暗灰褐色砂質士の単層

である。

出土遺物

土師質土器鉄釘2点，不明鉄製品2点が出土したが，細片のため図示できなかった。

⑰SK32

検出遺構（第28図，図版13-b)

1郭西部中央付近に位置する土坑である。西側は調査区外となるため，正確な形態・規模は不

明であるが，平面形は長円形と思われ，底面は平坦ではなく幾つかの段を有する。長径2.28m,

短径は現状で0.66m,深さは最深部で0.58mである。埋士は淡褐色土の単層である。

出土遺物

土師質土器が出土したが，細片のため図示できなかった。

⑳SK33

検出遺構（第28図，図版13-c, 14-a)

1郭西部北寄りに位置する士坑である。北側にSK34がある。SK34との新旧関係は不明であ

るが，埋土に大きな違いが認められないことから同時期に存在した可能性もある。 SX7と重複

しており, SK33の方が古い。平面形は長円形で, 2～3の段を有する。長径1．66m×短径1.16

In,深さ0.60mである。埋土は上層が淡暗褐色土，中層が明褐色土，下層が淡暗褐色士十黄褐色

士である。中層から0. 1～0.2mの礫が数個出土した。
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出土遺物（第30．53図，図版27．38）

土師質土器の皿（69） ・杯(70･71) ・椀(72),鉄釘(239)が出土した。

69は土師質士器の皿である。体部は内湾気味の部分と外反気味の部分があり，また，器高も一

定していない。全体的に雑な作りで，底部の切り離し方法は不明である。口径5.6cm,器高1.05

cmである。

70．71は土師質士器の杯である。体部は直線的に立ち上がり， 口縁部はわずかに外反する。底

部の切り離しは回転へラ切りである。 70は形が歪んでおり， 口径10.0～10.6cm,器高3.3cmで

ある。 71は口径10.7cm,器高3.35cmである。

72は士師質土器の椀である。体部は内湾気味に立ち上がり， 口縁部はさらに内湾を強める。底

部の狭い器形で， 口径8．7～9.2cm,器高2.8cmである。

その他，備前焼の喪が出土したが，細片のため図示できなかった。また，鉄製品は239の鉄釘1

点のみである。

⑳SK34

検出遺構（第28図，図版14-a)

1郭西部北寄りに位置する土坑である。南側にSK33がある。SK33との新旧関係は不明であ

るが，埋士に大きな違いが認められないことから同時期に存在した可能性もある。 SX7と重複

しており, SK34の方が古い。平面形は長円形で，北部と東部の底面は二段になっている。長径

1.46m×短径1,25m,深さ0.68mである。埋土は下層が淡暗褐色土十黄褐色士，上層が淡暗褐色

土である。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑳SK35

検出遺構（第29図，図版14-b)

1郭北西部に位置する士坑である。西側にSK36がある。 SX9・SD17と重複しており, S

K35の方が古い。また，西端はブドウ畑に伴う新しい溝によって削られ，下半しか残存していな

い。平面形は不整円形で，西側が狭くなっている。長径2.64m×短径2.54m,深さ0.72mであ

る。埋土は明褐色土であるが,暗褐色士の含有量によって,上中下の3層に分けることができる。

出土遺物（第30．53～59図，図版27．38．41 ．42）

陶器の小壺（73)，鉄釘（240～242)，板状鉄製品（283)，銅製懸仏（287)，古銭（297．313･

315．317．322°324） 6枚が出土した。銅製懸仏は中層から出土した。

73は陶器の小壺である。外面胴部上半に3．4条の沈線がある。胎土は淡灰色で，外面に淡黄

褐色の自然釉がかかる。内面は淡褐色であるが，釉ではなく焼成によるものと思われる。内面に

は暗茶色の物質が付着している。常滑焼の可能性がある。

その他，土師質土器（皿など)，亀山焼の喪，須恵器系士器，備前焼，石鍋の可能性がある滑石

の小片が2点出土したが，細片のため図示できなかった。
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鉄製品は,240～242を含め鉄釘6点,283の板状鉄製品1点,不明鉄製品1点が出土した他に，

鉄津が1点(61.60g)出土した。なお，古銭片が出土しているが, 322．324いずれかの破片と

思われる。

⑪SK36
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(1 :40)第28図SK25．32～34．38実測図
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検出遺構（第29図，図版14-c, 15-a)

1郭北西部に位置する土坑である。北東1.8mにはSK39がある。 SK37と重複しており, S

K36の方が古い。東側はSK35と接する。平面形は不整長円形で，現状の規模は長径3.26mX

短径2．03m,深さ0.91mである。埋土は基本的には4層である。断面図でみると，本土坑は本来

もっと大規模で，長径4.4m,短径2.75m程度の規模で，北側及び西側に段を有していたようで

ある。

出土遺物（第30．53～56図，図版28．38．39～41)

土師質士器の皿（74～78)，瓦質土器の鍋（79)，亀山焼の喪（80)，備前焼の喪(81), 白磁の

水性？（82)，鉄釘（243～248)，鉄製金具（266.267)，刀状鉄製品（275)，用途不明鉄製品（268.

278.279)，板状鉄製品（284.285)，漆紙（339.340）が出土した。士師質士器は上層及び中層

からの出土が多く，瓦質土器は上層中心，亀山焼は上層備前焼は上層から下層， 白磁は上層か

らの出士である。なお, SK39出土土師質士器の鍋(95)の一部がSK36から出土している。

74～78は土師質土器の皿である。74～77は小型の皿で， 口径5．9～6.5cm,器高0.9～l.2cmで

ある。74は体部が内湾気味に立ち上がるが,75～77は外反気味に立ち上がる。78は底径5．3～5.8

cmの皿で，体部は内湾気味に立ち上がる。底部切り離しは, 74．77が回転へラ切りで，板目痕が

残る。 75．78は回転へラ切りと思われるが， 76は不明である。

79は瓦質土器の鍋である。体部はやや内湾気味に立ち上がり，外面体部に断面三角形の突帯を

貼り付ける。 口縁端部は平坦である。

80は亀山焼の喪の口縁部と胴部である。復元口径34.5cmである。頸部は直立気味に立ち上が

り，鋭く屈曲しながら口縁部を外反させている。外面頚部は格子目タタキをナデ消している。接

合はしないが,同一個体の胴部と思われる破片が出土している｡格子の単位は4m×4mである。

81は備前焼の喪の口縁部から胴部上半にかけての破片である。口縁部は外反し，端部を折り曲

げて玉縁を形成している。 SK37．39, F9区表土から出士した破片と接合した。

82は白磁の水性？である。削り出しの高台を有し，高台径は4.8cmである。外面体部及び内面

に透明釉がかかる。素地は灰白色である。底部の器壁は1.4cmあり，かなり厚い。底部を粘士で

接いでいることから碗ではなく，袋物である可能性が高く，水性の可能性がある。

その他，瓦質土器の播鉢，亀山焼の播鉢，青磁が出士したが，細片のため図示できなかった。

鉄製品類は上層から下層にかけて出士している。 243～248を含め鉄釘36点， 266．267の金具

2点， 275の刀状鉄製品1点， 268．278．279を含め用途不明鉄製品7点， 284．285の板状鉄製

品2点が出土している。また，古銭片と鉄津1点(133.219)が出土した。

⑫SK37

検出遺構（第29図図版15-a)

1郭北部西端に位置する土坑である。SK36と重複しており, SK37の方が新しい。平面形は

不整円形で，長径2.38m×短径1.95m,深さ1.05mである。南西部にいくつかの段を有し，底

面は北西側が深くなっている。埋士は4層である。
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出土遺物（第33．53．56図，図版28．39．40）

瓦質士器の火鉢（83)，東播系須恵器の播鉢（84)，鉄釘（249)，用途不明鉄製品（280）が出土

した。

83は下層から出土した瓦質土器の火鉢の体部片である。体部は内湾気味に立ち上がり，外面に

2条の突帯と連続する円形浮文を貼り付ける。

84は東播系須恵器の播鉢である。体部は直線的に立ち上がり，短く直立し端部を尖り気味に納

める玉縁状の口縁部がつく。内面に揺り目はない。

その他，土師質土器（皿など)，瓦質土器の鍋，備前焼の喪が上層から下層にかけて出土し，亀

山焼の喪が上層から中層にかけて，須恵器系土器が上層から， 白磁が中層から出土した。いずれ

も細片のため，図示できなかった。

鉄製品は上層から下層にかけて出土した。249を含め鉄釘4点,280の用途不明鉄製品1点であ

る。また， 中層から古銭片と鉄津3点(24. 19g)が出土した。

⑬SK38

検出遺構（第28図，図版15-b)

1郭北部西寄りに位置する土坑である｡平面形は長円形で,南部は二段になっている｡長径1．24

m×短径0.64m,深さ0.49mである。埋士は3層からなる。

出土遺物（第33．53図，図版28．39）

瓦質土器の鍋（85)，鉄釘（250）が出土した。

85は瓦質土器の鍋で，中層から出土した。体部は内湾気味に立ち上がり，外面に断面三角形の

突帯を貼り付ける。 口縁端部は平坦に近い。

その他，土師質土器（皿など）が上層及び中層で出士した。細片のため図示できなかった。鉄

製品は250の鉄釘1点のみで，他に鉄津2点(18.01g)が出土した。

⑭SK39

検出遺構（第31図，図版15-c)

1郭北西端付近に位置する士坑である。 SK36の1.8m北東にあり, 1.5m東にはSK40があ

る。平面形は不整形で，北部は二段で，西部は幾つかの段が見られる。長径2.76m×短径2.60

In,深さ0.95mである。断面図を見ると1基の士坑ではなく，数基の土坑が重複している可能性

もある。

出土遺物（第33．50．51．54図，図版29．36．37．39)

土師質土器の皿（86．87） ・杯（88．89） ・小鉢（90)，瓦質土器の鍋（91） ・摺鉢（92)，古瀬戸

の卸皿（93)，亀山焼の蕊（94)，軒丸瓦(195) ,石鍋加工品(206),鉄釘(251～255)が出土し

た。土師質土器は中層からも出土しているが，下層からの出土が多い。瓦質土器は上・中層から，

亀山焼は中層から，軒丸瓦は下層から，鉄製品は上層から下層にかけて出土した。86．87は土師

質土器の皿である。 86は体部が内湾気味に立ち上がり，底部切り離しは回転糸切りと思われる。

口径6.3cm,器高l.75cmである。87は体部が内湾気味に立ち上がるが， 口縁部はやや外反する。
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底部切り離しは回転へラ切りと思

われる。推定口径7.0cm,推定器

高l.9cmで,86に比べ底部の器壁

が厚い。

88．89は土師質士器の杯である。

体部は直線的に立ち上がる。88は

復元口径10.8cm,器高3.55cmで，

底部の切り離し方法は不明である。

89は復元口径10.2cm,器高3. 1

cmで，底部の切り離しは回転糸切

りである。

90は土師質土器の鉢である。口

縁部片と体部から底部にかけての

破片があるが，2片に接点はない。

体部は内湾しながら立ち上がるが，

口縁部は強く外反する。推定口径

13.5cmである。内面

全体に暗褐色の漆が0.5～2mmの

厚さで付着している。

91は瓦質土器の鍋である。体部

はやや内湾気味に立ち上がり，外

面に断面三角形の突帯を貼り付け

る。 口縁端部は平坦に近い。

92は瓦質土器の檮鉢である。体

部は斜めにまっすぐ立ち上がり， ’部は斜めにまっすぐ立ち上がり， 口

－128．6m －

淡褐色土（小礫を含む） 5淡褐色士（淡黄褐色土を含む）

淡黄褐色士（小礫を多く含む） 6淡黄褐色土

淡褐色士（淡黄褐色土をブロック状に含む） 7茶褐色士

淡褐色土
0 2m

－

第31図 SK39実測図(1 :40)

１
２
３
４

縁端部は平坦に近く，内側にやや肥厚させている。内面に粗

い揺り目があり， 6条単位と思われる。

93は古瀬戸の卸皿である。体部はやや内湾気味に立ち上がり， 口縁端部は内側にわずかに引き出

し，外傾する平坦な面をもっている。内面底部全体に格子状の卸目が鋭く刻まれている。底部切

り離しは回転糸切りで，外面底部の一部を除き淡緑黄色の釉が薄く施されている。器高は2.8cm

であるが， 口径は17cm前後と推定される。

94は亀山焼の甕の胴部片である｡外面に格子目タタキを施す｡格子の単位は4mm×4mである。

その他，備前焼甕が出士したが，細片のため図示できなかった。

鉄製品は， 251～255を含め鉄釘14点，用途不明鉄製品1点が出土した。

⑮SK40

検出遺構（第32図，図版16-a)
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1郭北西部に位置する土坑である。 SK39の東l.5mにある。 SX10と重複しており, SK40

の方が古い。平面形は長円形で，北東部は2段，南西部は3段になっている。長径2.59m×短径

0.92m,深さ0.80mである。埋士は基本的に3層である。

出土遺物（第33．54図，図版29．39）

静I
。

○

ご’

◎A1

◎

一

｣r〆
ｇ
マ
爲
一
’
○

‐

1 淡褐色土（黄褐色土を含

む。炭化物を少し含む）
2淡褐色土（黄褐色土を少

し含む。炭化物を含む）

3黄褐色士（淡褐色土を多

く含む。 3～5cmの礫を

含む）

4淡褐色土（黄褐色土を含

む）

5淡褐色土（黄褐色土， 5

～10cmの礫を多く含む）

6黄褐色土（淡褐色土を多

く含む。 3～5cmの礫を

含む）

7淡褐色土（黄褐色土を少

し含む）

8黄褐色土（淡褐色土を含

む。 5～10cmの礫を少し

含む）

9淡褐色士（黄褐色土をわ

A’
一一128.8伽

B’
一

B
-128.8m

1 暗褐色土 含む）

2淡褐色士（暗褐色土を多く含む） 9淡褐色士（黄褐色土をわ
3淡褐色土（暗褐色土を含む） ずかに含む）
4淡褐色土（淡黄褐色士を含む) 10淡褐色土
5黄褐色士 11 淡褐色土（黄褐色土を多

く含む）
0 - 2m
一一一一一

3 SK40～42実測図(1 :40)第32図

57



士師質土器の鍋（95)，鉄釘（256～258）が出土した。

95は士師質土器の鍋である。体部は内湾気味に立ち上がり， 口縁部は強く外反する。口縁端部

は平坦に納め，内面頸部に稜をもつ。形が歪んだ部分もあり， 口径32．2～33.5cm,器高14.9cm

である。外面は底部を除き，ススが付着している。破片がSK36からも出士している。

その他，土師質士器(皿など）が下層を中心に出土しているが，細片のため図示できなかった。
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鉄製品は， 256～258を含め鉄釘4点が出士した。

⑯SK41

検出遺構（第32図，図版16-b)

1郭北西端付近に位置する士坑である。 SK40の北東1.0mにある。 SK42と重複しており，

SK41の方が古い。平面形は長円形で，底面は3段からなり，中央北西寄りが高くなり，それを

境に北西側と南東側が円形に窪んでいる。長径2.47m×短径1．62m,深さ0.78mである。埋士

は基本的に4層である。

出土遺物（第54図，図版38．39）

鉄釘（259.260）が出土した。

その他，士師質土器（皿など)，瓦質土器の鍋・播鉢，亀山焼の甕，磁器が出士したが，細片の

ため図示できなかった。

鉄製品は中層などから， 259．260を含め鉄釘7点，不明鉄製品2点が出土している。

⑰SK42

検出遺構（第32図，図版16-a)

1郭北西端付近に位置する士坑である。 SK40の北東に隣接する。 SK41と重複しており, S

K42の方が新しい｡平面形は長円形で,現状で長径1.31m×短径0.95m,深さ0.94mであるが，

本来はさらに北方向に拡がり，長径2.3m×短径l.3m以上の規模になると推定される。

出土遺物

遺物は出士していない。

（6）溝状遺構

①SD1

検出遺構（第9図）

1郭南部東寄りに位置する東西方向の溝状遺構である。北西0.4mにSK1が，北東2.4mにS

D2がある。 SD1の西側は調査区外に延びている。現状で，長さl.28m,幅0.18～0.54m,深

さ0．03～0.09mで，西に向かうに従い次第に広くなる。底面はほぼ平坦で，東に向かって下って

いる。

出土遺物

遺物は出土していない。

②SD2

検出遺構（第9図）

1郭南部東寄りに位置する南北方向の溝状遺構である。 SD1の北東2.4mにある。長さ1.52

Inp幅0.21～0.23m,深さ0.09～0.15mの小規模な遺構である。底面は平坦ではなく，ピット状

に深くなる部分も見られ，東に向かって下っている。埋士は灰黄褐色士の単層である。

出土遺物
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土師質土器が出土したが,細片のため図示できなかった｡他に鉄津2点(14.689)が出土した。

③SD3

検出遺構（第11． 13図）

1郭南部中央, SX2内に位置する北西一南東方向の溝状遺構である。 SK5と重複している

が，新旧関係は不明である。現状で，長さ1.03m,幅0.25～0.31m,深さ0.03～0. 12mである。

底面は平坦である。

出土遺物

遺物は出土していない。

④SD4

検出遺構（第9． 11 ･ 13図）

1郭南部中央, SX2内に位置する北西一南東方向の溝状遺構である。 SK5と重複している

が, SK5によって削られていることから, SD4の方が古い。長さ6.92m,幅0.24～0.43m,

深さ0.07～0.14mである。南東に向かって次第に広くなる。底面はほぼ平坦であるが，中央部が

やや高くなっており，両端が深くなる。埋士は灰黄褐色土の単層である。

出土遺物

土師質土器（皿など)，瓦質土器が出土したが，細片のため図示できなかった。

⑤SD5

検出遺構（第9図）

1郭南東部に位置する北東一南西方向の溝状遺構である。 SK4と重複しているが，新旧は不

明である。現状で，長さ3.42m,幅0.13～0.64m,深さ0.01～0.07mである。北東側が広くな

り，北東部と南西部にそれぞれ25～30cm程度の石がある。底面はほぼ平坦である。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑥SD6

検出遺構（第10図）

1郭中央東寄り, SB1内の南西部に位置する溝状遺構である。北西一南東方向に延び，長さ

1.56m,幅0.16～0.22m,深さ0.03～0.07mである。底面はほぼ平坦である。SB1と同時存在

したとは考え難い。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑦SD7

検出遺構（第10． 14図）

1郭中央東寄りに位置する溝状遺構である。北東一南西方向に延びるが, SD8．9． 12とは

方向がずれている。南東端でSD8･9と重複しているが，いずれも同一の埋土で新旧は不明で

ある。また，南西側はSKl1と重複しているが，南西端の形状が不明瞭となり，新旧は不明であ
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る。現状で，長さl.63m,幅0.08～0.16m,深さ0．06～0.12mである。底面はほぼ平坦で，南

西方向に向かって下っている。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑧SD8

検出遺構（第14図）

1郭中央東寄りに位置する溝状遺構である。北西一南東方向に延び，北東にあるSD12と0.3

m間隔で平行し,SD9・10とも平行または直交する｡南東端でSD9と切り合い関係にあるが，

いずれも同一の埋士で新旧は不明である。 SD9を越えて南東部に延びていないため，同時期で

ある可能性が高い。また，北西端はピットと重複している。現状で，長さl.87m,幅0. 18～0.28

rn,深さ0.12～0.14mである。底面はほぼ平坦で，南東に向かって下っており, SD9に流れ込

む溝と思われる。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑨SD9

検出遺構（第10． 14図，図版6-a)

1郭中央東寄りに位置する「L」字形の溝状遺構である。北東一南西方向に延び，途中で直角

に折れ曲がり，北西一南東方向になる。全長約6．8mで，北東一南西方向の長さ4.62m,幅0.25

～0.69m,深さ0.07～0. 14m,北西一南東方向の長さ2.20m,幅0.13～0.23m,深さ0.04～0.07

mである。北東一南西方向の南西部で幅が広くなっている。底面はほぼ平坦である。北東端はS

B1-P1と重複しているが，新旧は不明である。本来は北東端で北西一南東方向の延びるSD

10とつながっており， 「．」字状の溝であった可能性がある。また, SD7．8． 12とも重複し

ているが，いずれも同一の埋土で新旧は不明である。 SD8． 12とは平行または直交しており，

関連があるものと思われる。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑩SD10

検出遺構（第10． 14図，図版6-a)

1郭中央東寄りに位置する溝状遺構である｡南東一北西方向に延び,長さ2.33m,幅0. 14～0.19

In,深さ0.06～0.09mである。北西端はSB1-P1と重複しているが，新旧は不明である。底

面はほぼ平坦で，南東方向に向かって下っている。 SD9と直交または平行しており，本来は北

西端で「L」字形のSD9とつながり， 「．」字形の溝であった可能性が高い。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑪SD11
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検出遺構（第14図）
SD11 SD12

1郭東寄り, SB4内に位置

ご宣直フ
I" ”I ”

する溝状遺構である。北東一南

西方向に延び，長さ2. 14m,幅

霧
0.13～1.23m,深さ0.02～0.06

mである。南西方向に向かって 0 10Cm
ロ ， ， ロ ：

徐々に広くなっている。底面は 第34図SDl1 ･ 12出土土器類実測図(1 :3)

ほぼ平坦である。南西端はSD

12と重複しているが, SD12を超えて南西には延びない。新旧は不明である。また, SB4-P

19とも重複している。埋土は灰黄褐色土の単層である。

出土遺物（第34図，図版29）

青白磁の梅瓶（96）が出土した。外面に渦巻文を陰刻している。同一個体と思われる破片がS

X2から出土している。また, SB2出土の底部（第12図1) と同一個体である可能性が高い。

その他，滑石製の石鍋の体部片が1点出士しているが，細片のため図示できなかった。

⑫SD12

検出遺構（第14図）

1郭中央東寄りに位置する溝状遺構である。北西一南東方向に延び, SD8と0.3m間隔で平

行し, SD9 ・ 10とも平行または直交する。長さ4.32m,幅0. 13～0.52m,深さ0.03～0. 11m

である。南東端でSD9と重複しているが，埋土はいずれも同一の灰黄褐色土で新旧は不明であ

る。SD9を越えて南東部に延びていないため，同時期である可能性が高い｡底面はほぼ平坦で，

南東方向に向かって下っており, SD9に流れ込む溝と思われる。

出土遺物（第34．51図，図版29．37）

古瀬戸の入子（97)，碁石（201）が出土した。

97は古瀬戸の入子である。体部は内湾気味に立ち上がり， 口縁部は輪花になるよう仕上げてい

る。底部の切り離しは回転糸切りで，復元器高7.6cm,器高2.5cmである。内面は使用時に擦っ

たと思われる痕跡が残る。

その他，土師質土器片（皿など)，亀山焼の甕，青磁が出土しているが，細片のため図示できな

かった。他に鉄津1点(123.069)が出土した。

⑬SD13

検出遺構（第9図）

1郭東部中央に位置する溝状遺構である。SB1の北東, SB4の東にある。 SK30と重複し

ているが，新旧は不明である。北西一南東方向に延び，現状で長さ4.80m,幅0.60～1.57m,深

さ0.24～0.34mである。幅は一定ではなく，広い部分や狭い部分が見られる。底部は南東方向に

向かって下っている。埋土は灰黄褐色土の単層である。

出土遺物
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土師質土器（皿など)，備前焼の蕊が出士したが，細片のため図示できなかった。他に鉄津1点

(8.07g)が出土した。

⑭SD14

検出遺構（第10図）

1郭中央東寄り, SB1の南端に位置する溝状遺構である。北西一南東方向に延び, SB1の

方向とはわずかにずれているが，南端の柱穴列(P9～11)と重なる。北西端はP11と重複して

おり，現状で長さ4.74m,幅0. 18～0.62m,深さ0.03～0.08mである。底面は南東に向かって

下っている。

出土遺物

遺物は出土していない

⑮SD15

検出遺構（第11図）

1郭中央南寄り, SX2内の北端に位置する溝状遺構である。北東一南西方向に延び, SX2

及びSB2の方向と一致することから， これらの遺構に伴う可能性がある。長さl.70m,幅0.22

～0.48m,深さ0.14mである。底面はほぼ平坦である。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑯SD16

検出遺構（第9．17図，図版10-a)

1郭中央西寄りに位置する北北東一南南西方向の溝状遺構である。 1郭高所部の西裾付近にあ

たり，西側0.6mにはSD16と平行するようにSA1が存在する。長さ8． 74m,幅0.14～0.34

rn,深さ0.03～0.23mである。南南西方向に向かって下っている。

出土遺物

遺物は出士していない。

⑰SD17

検出遺構（第29図）

1郭北西部に位置する東南東一西北西方向の溝状遺構である。北東には同方向のSX9が隣接

する。西北西端はブドウ畑に伴う新しい溝によって切られている。西北西部はSK35と重複して

おり, SD17の方が新しい。現存長2.55m,幅0.26～0.52m,深さ0.04～0.15mである。底面

はほぼ平坦で，西北西方向に向かって下っている。埋士は上層が暗褐色土，下層が淡暗褐色土で

ある。 SX9と隣接して平行し，埋士も同じことから同時期の遺構の可能性が高い。

出土遺物

遺物は出士していない。

（7） 1郭出土遺物
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①1郭ピット （第35図，図版30）

ここでは土器類のみ記載し，それ以外の1郭ピット出土遺物については，それぞれグリッド毎

に記載する。 1郭ピットから土師質土器の皿（98．99） ・椀（100. 101)，瓦質土器の鍋（102）が

出土した。

98．99は士師質土器の皿である。 98はH11区ピット, 99はH9区ピットから出士した。体部

は内湾気味に立ち上がる。98は底部の切り離しが回転へラ切りで，板目痕が残る。全体的に丁寧

な作りである。口径6.lcm,器高1.35cmである。99の底部切り離し方法は不明で，復元口径6.4

cm,器高l.2cmである。

100． 101は土師質土器の椀である。 100はH9区ピットから, 101はG12区ピットから出士し

た。体部は内湾気味に立ち上がり， 口縁部はやや外反する。底をわずかに窪ませている。 100は

口径8.2cm,器高2.3cmである。 101は形が歪んでおり， 口径8.4～9.lcm,器高2.5cmである。

102はF10区ピットから出土した瓦質士器の鍋である。体部はやや内湾気味に立ち上がり，外

面に断面三角形の突帯を貼り付ける。突帯の幅は0.7cmで，他の鍋に比べ，幅がある。 口縁端部

は平坦に近く，復元口径29.0cmである。二次焼成を受けている。

②トレンチ1 （第36．51 ．55図，図版30．37．40）

弥生土器の喪（103.104)，土師質士器の椀(105),柱状高台土師器(106),石製サイコロ(199)

用途不明石製品（200)，鉄鑛（273)，刀状鉄製品（274）が出土した。

103． 104は弥生士器の蕊である。 103は複合口縁で， 口縁端部の立ち上がりが内傾する。外面

口縁部に3条の浅い凹線を有している｡胴部は最大径がやや上位にあり,緩やかに湾曲している。

104は平底で，底径3．3～3.5cmである。外面にヘラミガキの痕跡がかすかに残る。 103と同一個

体である可能性が大きい。

105は土師質土器の椀である。体部はやや内湾気味に立ち上がり，底を窪ませている。復元口

径9.5cm,器高2.9cmで，内外面に漆と思われるものが付着している。

106は柱状高台士師器である。椀形の器形に径6.5cm,高さ約1．5cmの柱状高台がつく。上部を

狭めており，柱状というよりは，椀に台を取り付けたような器形である。
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第36図 1郭トレンチ1出土土器類実測図（1 ：3）

色士から，瓦質土器・備

前焼は黄褐色土及び明褐色から出土した。

鉄鎌（273）は黄褐色士からの出土で重量45.289,刀状鉄製品(274)は暗褐色土からの出土

で重量10.89gである。また，黄褐色士を中心に鉄釘8点，板状鉄製品1点，用途不明鉄製品4

点が出土しており，他に鉄津10点(395.889)が出土した。

③トレンチ2 （第37図，図版30）

土師質土器の皿（107.108)，瓦質土器の擢鉢（109） ・火鉢（110)，東播系須恵器の播鉢（111)，

古瀬戸の卸皿(112),備前焼の甕(113), 白磁の四耳壺(114)が出土した。

107．108は土師質士器の皿である。 107は明褐色土から出土した。体部は内湾気味に立ち上が

り， 口縁部でやや外反する。底部切り離しは回転へラ切りと思われる。口径6.9cm,器高1.3cm

である。 108は黄褐色土から出士した。体部は内湾気味に立ち上がり，底部切り離しは回転へラ

切りで，板目痕が残る。口径6.7cm,器高1.0cmで， 口径の割には浅い器形である。

109は瓦質土器の擢鉢である。体部はやや内湾気味に立ち上がり， 口縁端部は平坦で，中央が

わずかに窪んでいる。内面は摩滅しているが，粗い揺り目があり，単位は4条と思われる。復元

－

＝ヲ7,0フ

ll j 〃〃
ノ

9
P

八

豆二二一108

三ーーブ二三
／

=で=壽
0 10cm

I

10cm
8

0
8

第37図 1郭トレンチ2出土土器類実測図(1 :3, 113は1 : 6)

65



口径29.7cmである。

110は瓦質土器の火鉢である。体部は内湾気味に立ち上がり，外面体部に菊花文のスタンプを

施す。

111は東播系須恵器の播鉢である。体部は直線的に立ち上がり，短く直立し端部を尖り気味に

納める玉縁状の口縁部がつく。全体的に器壁が薄い。内面に揺り目はない。

112は古瀬戸の卸皿の口縁部から体部にかけての破片である。体部は直線的に立ち上がり， 口

縁端部で肥厚させ，水平の面を作り出している。内側がやや突出している。体部下半を除き，淡

黄緑色の釉がかかる。

113は備前焼の喪の口縁部片である。口縁部は外反し,端部を折り曲げて玉縁を形成している。

114は白磁の四耳壺の肩部片である。肩部に耳を貼り付けている。素地は淡灰色で，全体に透明

釉を施す。

その他，瓦質土器の鍋が黄褐色土から，亀山焼の喪が明褐色士及び黄褐色士から，須恵器系土

器が明褐色土から，軒平瓦と思われる瓦片が暗褐色土から出土した。いずれも細片のため，図示

できなかった。

また，鉄釘34点，鉄津1点(12.29g)が明褐色士・黄褐色土から出土した。

④トレンチ3 （第38．49．51 ．54．55．58図，図版31．36．37･39･40)

士師質土器の皿（115～119） ・杯(120･ 121) ・椀(122～127),東播系須恵器の播鉢(128),備

前焼の甕(129),青磁の碗(130． 131),士錘(192),碁石(202.203),棒状鉄製品(263),鉄

製兜片（276)，古銭（299）が出士した。土師質土器は黄褐色土及び黒灰色土から，備前焼は黄褐

色土及び明褐色士から，青磁は明褐色士から出土した。

115～119は土師質士器の皿である。 115は体部が直線的に立ち上がり，底部切り離しは糸切り

と思われる。 口径5.2cm,器高0.8cmである。内面底部が高くなっており，浅く非実用的な皿で

ある。 116．117は口径5．8～6.0cm,器高l.1～l.4cmである。底部切り離しは回転へラ切りと思

われる。

117は口縁部がわずかに外反する。 118． 119は底部の切り離しが回転へラ切りである。 118は

口径6.5cm,器高1.35cm, 119は口径7.Ocm,器高l.4cmである。 119は口縁部がわずかに外反

する。

120． 121は土師質土器の杯である。体部は直線的に立ち上がり，底部の切り離しは回転へラ切

りである。 121は口径10．4～11.0cm,器高3．5cmである。

122～127は土師質土器の椀である。 122･123は口径9.3～10．0cm,器高2.4～2.6cmであり，

器高が低い。 124は口径9．6～9.8cm,器高3.3cm, 125は底部を欠損するが，復元口径10.7cmで

器高は高い。 125は口縁部が内湾気味で，外面底部を窪ませていた可能性もある。 126．127は口

径8．7～9.3cm,器高2.95～3.0cmで，底部が窪んでいる。 127の内面にはススが付着している。

128は東播系須恵器の播鉢である。体部は直線的に立ち上がり，短く直立し端部を尖り気味に

納める玉縁状の口縁部がつく。内面に揺り目はない。復元口径22.8cmである。二次焼成を受けて
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いる。

129は備前焼の甕の口縁部片である。口縁部は外反し,端部を折り曲げて玉縁を形成している。

130．131は青磁の碗である。 130は高台部分を欠損するが，復元口径172cmで，全体に淡緑色

の釉がかかる。体部外面に片刃彫りによる蓮弁文を配す龍泉窯系の碗である。 131は体部片であ

るが，淡緑色の釉がかかり，釉の厚さは約0．5mである。内外両面に文様を配し，外面はラマ式

蓮弁文である。

その他，弥生土器が黒灰色士から，瓦質土器が明褐色土から，亀山焼の甕が黒灰色土及び明褐

色士から,須恵器系土器が明褐色士から，常滑焼が黄褐色土から,備前焼の檮鉢が明褐色士から，

平瓦片3点が明褐色土などから出土し，滑石製の石鍋加工品と思われる破片も出土している。

いずれも細片のため図示できなかった。

鉄製品は，棒状鉄製品（263)，鉄製兜片（276）がある。黄褐色土・明褐色士を中心に鉄釘21

点，用途不明鉄製品1点が出土しており，他に鉄津2点(89.49)が出土している。

⑤F9区（第56･59図，図版41･42)

板状鉄製品（286)，古銭（320）が出土した。
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その他，士師質土器，瓦質土器の鍋，亀山焼の甕，備前焼の甕，磁器が表士を中心に，須恵器

系土器（甕など）が表土から出士した。ピットから平瓦が出土している。いずれも細片のため図

示できなかった。

鉄製品類は表土及びブドウ畑に伴う新しい溝から出土した｡鉄釘10点,286の板状鉄製品1点，

用途不明鉄製品4点が出土しており，他に鉄津3点(90.739)が出士した。

⑥F10区（第54図，図版39)

鉄製金具（269）が出土した。

その他，土師質土器（皿など)，瓦質土器の鍋，亀山焼の喪，備前焼の喪，磁器，滑石製の石鍋

の体部片が表土を中心に出土した。いずれも細片のため図示できなかった。

鉄製品は表土及びブドウ畑に伴う新しい溝から出土した。鉄釘4点， 269の金具1点，不明鉄

製品3点が出土している。

⑦F11区（第39．58図，図版31 ．42)

土師質士器の皿(132),古銭(298)が出土した。古銭はピットからの出士である。

132は表士から出土した士師質土器の皿である。体部は内湾気味に立ち上がり，底部の切り離

し方法は不明であるが，切り離し後ナデと思われる。全体的に丁寧な作りである。 口径5.5cm,

器高0.95cmである。

その他瓦質土器が出土したが，細片のため図示できなかった。また，表土から鉄釘2点が出

土している。

⑧F12区（第51 ．57図，図版37．41)

ピットから砥石（209)，表土から鉛玉（289）が出土した。

その他，土師質土器が表土を中心に出土したが，細片のため図示できなかった。

⑨G8区（第39･59図，図版31 ．32．42)

土師質土器の椀(133),瓦質土器の鍋(134),古銭(318)が出土した。土器は1郭北端表土か

ら出土した。

133は土師質土器の椀である。底部を欠損するが，体部は内湾気味に立ち上がる。口径9.4cm,

推定器高3. 1cmである。

134は瓦質土器の鍋である。体部はやや内湾気味に立ち上がり，外面に断面三角形の突帯を貼

り付ける。 口縁端部は平坦に近い。

その他，表土から平瓦片3点，北端表土から鉄釘2点が出土した。

⑩G9区（第39．51 ．58図，図版32．37．42)

土師質土器の鍋（135)，瓦質土器の摺鉢(136),備前焼の播鉢(137),砥石(208),古銭(316)
が出土した。

135は土師質土器の鍋である｡体部はやや内湾気味に立ち上がり，口縁部はわずかに外反する。

調整は口縁部が回転ナデ，外面体部がハケ目と思われる。

136は瓦質土器の播鉢である。体部は斜めに内湾気味に立ち上がり， 口縁端部は面をなす。本
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破片には内面に摺り目がない。

137は備前焼の摺鉢である。口縁部から体部にかけての破片である。体部は内湾気味に立ち上

がり，口縁端部はやや強く外傾させて面を作る。口縁端部及び内面に淡黄褐色の自然釉がかかる。

内面に縦方向の揺り目があり，単位は11条である。SK11出土の57と同一個体の可能性が高い。

その他，土師質士器の皿・鍋，瓦質士器の鍋亀山焼の喪，須恵器系土器，備前焼の喪， 白磁

が表土を中心に出土しているが，細片のため図示できなかった。

鉄製品が表土及びブドウ畑に伴う新しい溝から出土している。鉄釘3点，鉄板1点，不明鉄製

品3点が出土している。

⑪G11区（第39図，図版32)

遺物はすべて包含層からの出土である。土師質土器の皿(139･ 140)が出土した。 139は口径

6.7～6.9cm,器高1．4cmで，底部切り離しは回転糸切りである。 140は口径7.2cm,器高l.7cm

で，底部切り離しは回転へラ切りである。

その他，士師質土器の鍋，瓦質土器が出土したが，細片のため図示できなかった。また，鉄釘

3点，鉄津1点が出土した。

⑫G12区（第39･49．54．55．57･59図，図版32．36･39．41･42)

輔の羽口 (193),鉄釘(261) ・鉄鑛(272) ・用途不明銅製品(291)がピットから出士した。遺

構外から柱状高台土師器(142),瓦質土器の鍋(143～145) ・播鉢(147),土師質土器の鍋(146),

輪の羽口 （194)，鉄製リング（264)，鉄製金具（270)，銅製金具（290)，古銭（323.338）が出

土した。古銭のうち338は包含層からの出土で，寛永通寶である。

142は柱状高台土師器である。口径10.2cm,器高4.7cmである。椀形の器形に径6.4cm,高さ

約l.5cmの柱状高台がつく。椀部と柱状高台の接合部は狭まっており，柱状というよりは，椀に

台を取り付けたような器形である。

143～145は瓦質土器の鍋で，外面体部にススが付着している。体部が斜めに直線的に立ち上が

り，外面に断面三角形の突帯を貼り付ける。 口縁端部は平坦に近い。 143はG11区出土の破片と

接合した。 145は口径33.7cm程度と思われる。

146は士師質土器の鍋である。 口縁部が緩やかに外反し， 口縁端部は平坦に近い。

147は瓦質土器の播鉢である。体部は内湾気味に立ち上がり， 口縁端部は内傾して面をなす。

内面に斜め方向の粗い摺り目があるが，単位は不明である。

その他，士師質土器の皿，亀山焼の甕，須恵器系土器（喪など)，備前焼の甕，青磁，滑石製の

石鍋片，銅製品片3点が出土しているが，いずれも細片のため図示できなかった。遺物は包含層

からの出土が多い。滑石製の石鍋片には煤が付着している。

ピットを含め本グリッドから出土した鉄製品は， 261を含め鉄釘87点， 264のリング1点， 270

の金具1点， 272の鉄鑛1点，用途不明鉄製品12点の他，鉄津14点(332.34g)が出土した。

⑬G13区（第40･55図，図版32･40)

土師質土器の椀(148),瓦質土器の播鉢(149),鉄鑛(271)が出土した。
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148は土師質土器の椀である。体部は内湾しながら立ち上がる。口径9.1cm,器高2.85cmであ

る。

149は瓦質土器の捨鉢である。体部は直線的に立ち上がり， 口縁端部は面をなす。復元口径は

36.0cmである。内面に斜め方向の粗い瘤り目があるが，摩滅のため単位は不明である。G14区出

土の破片と接合した。

その他，土師質士器の皿，瓦質土器の鍋亀山焼の甕，須恵器系土器，備前焼の蕊などが包含

層から出土しているが，細片のため図示できなかった。

鉄製品は，包含層から鉄釘8点， 271の鉄錐1点が出士しており，他に鉄津2点(32.099)が

出土した。

⑭H11区（第40．54．57図，図版32･33･39･41)

鉄釘（262)，用途不明銅製品（293）がピットから出土した。遺構外の包含層から土師質土器の

皿（141)，瓦質土器の檮鉢，常滑焼の甕， 白磁の四耳壺が出土した。

141は土師質土器の皿である。体部は直線的に立ち上がり，底部切り離しは回転へラ切りであ

る｡。復元口径12.9cm,器高2.05clnで， 口径の割に器高が低いタイプである。

150は瓦質土器の瘤鉢である。体部は斜めにまっすぐ立ち上がり， 口縁端部は面をなす。内面

に粗い揺り目があるが，単位は不明である。

151は常滑焼の甕の口縁部片である。頚部は内傾し， 口縁部は短く外反する。口縁端部を上下

に拡張している。
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152は白磁の四耳壺の体部片である。外面に透明釉，内面に淡青灰色の釉がかかる。内面に粘

土が付着している。器壁が厚く， 1．4～2.Ocmである。

その他，亀山焼の喪，瓦質土器の鍋，須恵器系土器，備前焼の蕊・播鉢，青白磁が出土したが，

細片のため図示できなかった。

ピットを含め本グリッドから出土した鉄製品は， 262を含め鉄釘39点， 293を含め用途不明鉄

製品5点の他，鉄津19点(152.94g)が出土した。

⑮H12区（第50図，図版36)

包含層から丸瓦（197)，土師質土器，鉄釘，鉄津が出土した。ピットを含め，瓦質土器の鍋

備前焼の喪，鉄釘2点，鉄津2点(5.83g)が出土している。

⑯H13区（第41図，図版33．34)

盛土から弥生土器の甕(153～159) ・高杯(160) ・鉢(161． 162),土師器の椀(163)が出土し

た。

153～159は弥生士器の蕊である。 153～157は複合口縁で，口縁端部の立ち上がりは153が外傾

し， 155が直立し，それ以外が内傾する。外面口縁部に凹線を有している。 157は胴部最大径がや

や上位にあり，胴部はかなり張っている。 158． 159は底部である。平底で, 159の外面はヘラミ

ガキである。

160は弥生士器の高杯の脚部である。脚端部を上下に拡張し，その外面に2条の浅い凹線を有

する。摩滅のため調整は不明である。脚部にいくつかの円孔が見られる。

161． 162は弥生土器の鉢である。胴部が「く」の字に屈曲し, 161は口縁部を大きく外反させ，

162は口縁部を若干拡張し， ともに口縁上端部に浅い凹線を有する。外面胴部はヘラミガキであ

る。

163は土師器の椀である。高台がつく大型の椀で，体部はやや内湾気味に立ち上がる。底部の

器壁がl.4～2.0cmと厚く， 口縁部に向かって次第に薄くなる。高台は貼り付けではなく，粘土か

ら挽きだしたものと思われる。推定口径23.lcm,復元高台径13.2cm,推定器高7.05cmである。

SX13出土の49に似るが， これよりもさらに大型である。

その他，土師質土器（皿など)，瓦質土器の播鉢，亀山焼の喪，須恵器系土器，備前焼の喪が表

土・盛土から出土しているが，細片のため図示できなかった。

鉄製品類も盛土から出土しており，鉄釘2点，鉄津1点（32. 18g)がある。

⑰I 10． 11区（第42図，図版34)

土師器の壷（164) ，土師質土器の皿(165) ・椀(166. 167),東播系須恵器の播鉢，亀山焼の蕊

が出士した。土師質土器は盛土からの出土が多く，亀山焼は表土及び盛土からの出土である。

164は古墳時代の士師器の壷の口縁部である。内面は緩やかに外反するが，外面は「く」字状

に外反する。

165は土師質土器の皿である。体部はやや外反気味に立ち上がり，底部切り離しは回転へラ切

りである。 口径6.2cm,器高l.3cmである。
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166.167は土師質士器の椀である。体部は内湾気味に立ち上がる。 166は口径9.8cm,器高3.15

cm, 167は復元口径10.5cm,器高2.8cmである。

168．169は東播系須恵器の播鉢である。ともに体部は直線的に立ち上がり，短く直立し端部を

尖り気味に納める玉縁状の口縁部がつく。揺り目はない。

170は亀山焼の蕊の胴部片である。外面に格子目タタキを施し，格子の単位は3m×4mであ

る。

その他，瓦質土器の播鉢，須恵器系土器が盛土から，備前焼の喪・瓦質土器の鍋が盛士及び第
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2層から，平瓦片2点が第2層から出士したが，いずれも細片のため図示できなかった。

鉄製品は，盛土から鉄釘3点，用途不明鉄製品1点が出土した他に，鉄津3点(29.40g)が出

土している。

⑱I 12区（第42．59図，図版35．42)

盛土から土師質士器の鍋（171）が出土した。体部は直線的に立ち上がり， 口縁部は強く外反す

る。 口縁端部は平坦に納め，内面頚部に稜をもつ。

その他，盛土から土師質土器の皿が出土したが，細片のため図示できなかった。

また，表土から古銭（337)，鉄釘1点が出土した。 337は寛永通寶である。

⑲1郭第4次調査区（第42図，図版35）

土師質土器の椀（172)，東播系須恵器の播鉢（173)， 白磁の皿(174)が出土した。

172は土師質土器の椀である。体部は内湾気味に立ち上がる。復元口径9．6cmである。

173は東播系須恵器の播鉢である。体部はやや内湾気味に立ち上がり，短く直立し端部を尖り

気味に納める玉縁状の口縁部がつく。揺り目はない。

174は白磁の皿である。底部切り離しは回転へラ切りである。 口縁端部と外面底部を除き，透

明釉がかかる。復元口径8.8cm,器高2.8cmである。

⑳その他のグリッド
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G10区から土師質土器，不明鉄製品1点が出土した。

G14区包含層・盛土から土師質土器（皿など),瓦質土器の鍋・摺鉢，須恵器系土器の甕，備

前焼の喪，鉄釘1点，鉄津11点(489.609)が出土した。

H9区の包含層から土師質土器の皿，備前焼の喪・摺鉢が出土した。

H10区の包含層から土師質土器，瓦質土器の鍋，須恵器系土器，備前焼の甕，鉄釘3点が出士

した。

19区の盛土から土師質土器（皿など),備前焼の喪が出土した。

以上の遺物は，いずれも細片のため図示できなかった。

2 1郭東側切岸

1郭東側の切岸で平坦面2，通路1，士坑1を検出した。

（1）平坦面

①平坦面10

検出遺構（第43図）

，郭東側切岸の中央部付近に位置する平坦面である。切岸が南北方向から北東一南西方向に向

きを変えるコーナー部分にあたる。 1郭東端との標高差はl.5mである。平坦面は長さ7.3m,幅

l.7mである。

出土遺物

遺物は出土していない。

②平坦面11

検出遺構（第7．43図）

，郭東側切岸の南部に位置する平坦面である。 ，郭東端との標高差は約6mである。北東一南

西方向の細長い平坦面で，南西部に向かって次第に広くなる。平坦面は長さ12.0m,幅2.0mで

ある。

出土遺物

遺物は出士していない。

（2）通路

①SC1

検出遺構（第43図）

1郭東側切岸のトレンチ調査によって確認した通路である。平坦面10．llよりも低い場所に位

置し， 1郭東端との標高差は約10mである。等高線に沿って北東一南西方向に延び，検出した部

分は，長さ20.6m,幅0.7～l.3mである。南側は1郭と南東尾根を結ぶ通路，あるいは南尾根ま

で続いていた可能性がある。北側は北東尾根の平坦面1まで続いていたものと思われる。
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出土遺物

SCl付近から士師質士器（皿など),瓦質土器の鍋・播鉢，亀山焼の甕，備前焼の蕊が出土し

たが，いずれも細片のため図示できなかった。

（3）土坑

①SK19

検出遺構（第43図）

東側切岸が角度を変えるコーナー付近に位置する土坑である。平面形は円形で直径1．4mであ

る。壁全体に黄色砂質土（漆喰）を塗っており，埋土は黄褐色砂質士である。近現代の肥溜と判

断した。

出土遺物

近現代と思われる瓦片が出土した。

（4） 1郭東側切岸出土遺物（第45．50．51 ．58図図版35～37．42）

①H14区

青磁の碗(175), 白磁の皿(176)が出土した。

175は青磁の碗である。直線的に立ち上がる外面に片刃彫りによる蓮弁を配す龍泉窯系の碗で

ある。全体に暗緑色の釉を施す。

176は白磁の皿？である。体部は内湾しながら立ち上がり，全面に透明釉を施す。小片のため

皿と断定できない。その他，土師質土器（皿など)，瓦質土器（鍋など)，備前焼，鉄釘5点が出

土したが，細片のため図示できなかった。

②J9区

盛土から士師質土器の椀（177)，滑石製石鍋（204.205)，古銭（304）が出土した。

177は土師質土器の椀で,本城跡唯一の高台貼付けの椀である。体部は内湾気味に立ち上がり，

口縁部でわずかに外反する。外面底部に断面台形の高台を貼付ける。復元口径12.0cm,高台径

5.0cm,器高3.25cmである。

その他，士師質土器の皿，瓦質土器の鍋・火鉢，亀山焼の喪，備前焼の甕が出土したが，細片

のため図示できなかった。

204は滑石製の石鍋の口縁部， 205は底部である。

205と同一個体の体部も出土したが，細片のため図示できなかった。

また，用途不明鉄製品1点が出土している。

③J10区

天目茶碗（178）が出土した。体部は内湾気味に立ち上がり， 口縁部でわずかに外反する。素地

は淡茶灰色で，全体に黒褐色の釉を施す。胎土から中国産と考えられる。

その他，亀山焼の甕が出土したが，細片のため図示できなかった。

78



④J10･ 11区

土師質土器の杯(179) ・椀(180),瓦質土器の鍋(181～183),東播系須恵器の播鉢(184.185),

備前焼の播鉢(186) ・甕(187),丸瓦(198),古銭(302)が出士した。
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179は土師質土器の杯である。体部は直線的に立ち上がり， 口縁端部を欠損するが口縁部はわ

ずかに外反するようである。底部は回転へラ切りで，板目痕が残る。復元底径7.4cm,器高は3.3

cm程度と推定される。

180は土師質土器の椀である。体部は内湾気味に立ち上がり， 口縁部はやや外反する。復元口

径10．3cm,器高3.05cmである。

181～183は瓦質土器の鍋である。いずれも体部は斜めに直線的に立ち上がり，外面に断面三角

形の突帯を貼付ける。 口縁端部は平坦に近い。

184． 185は東播系須恵器の播鉢である。いずれも体部は斜め上方に立ち上がり，短く直立し端

部を尖り気味に納める玉縁状の口縁部がつく。揺り目はない。

186は備前焼の播鉢である。 口縁部から体部にかけての破片である。体部は内湾気味に立ち上

がり， 口縁端部はやや強く外傾させて面を作る。外面体部にへう状工具による傷が残る。内面に

縦方向の摺り目があり，単位は6条である。

187は備前焼の喪である。 口縁部は外反し，端部を折り曲げて丸い玉縁を形成している。玉縁

は比較的幅広である。

その他，土師質土器の皿，瓦質土器の瘤鉢，須恵器系土器，平瓦片が出土したが，細片のため

図示できなかった。

3北東尾根（第46図，図版17)

l郭から北東方向に延びる尾根で，平坦面3，その他の遺構1を検出した。いずれの平坦面も

岩盤を削り込んで階段状に造っており，緩やかな傾斜をもっている。北東尾根は調査区外にさら

に数10m延びており，小規模な平坦面がいくつか存在する可能性がある。

（1）平坦面

①平坦面1

検出遺構（第46図，図版18-a)

北東尾根上段の平坦面で， 1郭北東端との標高差は7.5mである。長さは約17m,幅8．0mで

ある。南西の高所側に0．2～0.5mの段差があり2段になっている。南端はSC1につながり，西

端はSC2につながるものと思われる。

出土遺物

遺物は出土していない。

②平坦面2

検出遺構（第46図，図版18-b)

北東尾根中段の平坦面で， 1郭北東端との標高差はll.5m,平坦面1との標高差は2mである。

長さは16.8m,幅4.5mである。

出土遺物
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遺物は出土していない。

③平坦面3

検出遺構（第46図, 18-c)

北東尾根下段の小規模な平坦面で，西側にSX3がある。 1郭北東端との標高差は14.5m,平

坦面2との標高差は2mである。長さは4.3m,幅2.5mである。

出土遺物

付近から鉄釘1点が出土したが，細片のため図示できなかった。

（2）その他の遺構

①SX3

検出遺構（第46図）

最下段の平坦面3の西側にある遺構である。斜面を削って平坦面3を造り出した後，平坦面の

西側を尾根方向に向かって，長さ3.6m,上端幅2.0～3.2m,下端幅l.1～1.4m,深さ0.6mほ

ど掘り込んでいる。尾根方向に向かって掘り込んでいるため，堀切とは呼べず，短いながらも竪

堀に近い遺構である。西側に上端の長さ4.1m,幅0．2～l.3mの平坦面があり，士塁状になって

いる。

出土遺物

遺物は出土していない。

（3）北東尾根出土遺物

18区表土から土師質土器（皿など),瓦質土器の鍋，須恵器系土器，備前焼の甕，滑石製の石

鍋体部片1点が出土した。いずれも細片のため図示できなかった。滑石製の石鍋には煤が付着し

ている。また，鉄釘が5点，鉄津1点(14.309)が出土している。

北東尾根トレンチAの黄褐色土から土師質土器（皿など)，瓦質土器の播鉢，備前焼の喪が出士

したが，細片のため図示できなかった。

4北尾根・北西尾根（第47．48図，図版19-a 。 b, 22-a)

1郭から北及び北西に延びる尾根である。両者を明確に区別することができないので，まとめ

て記載する。ここでは堀切2，平坦面6，通路1，溝状遺構1，その他の遺構1を検出した。堀

切・平坦面などはいずれも岩盤を削り込んで造っている。平坦面は緩やかな傾斜をもっている。

（1）堀切・土橋

①堀切1

検出遺構（第47．48図，図版20-c,図版21)

1郭の北西に位置する堀切である。 1郭と小山状の平坦面4の間に位置し，北東から南西方向
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に掘り込んでいる｡北尾根との間を画する施設であるが,完全に掘り切って遮断するのではなく，

士橋を形成しており，北西尾根との間を結ぶ通路としている。堀切の深さは1～3.5m程度で，東

側の長さ12．5m,幅5.7～7.5m,西側は調査区外に続いており，現状で長さ5m以上，幅5～8

m程度である。土橋の長さ7.0m,幅は上端で0.6m,下端で4.7mである。

出土遺物（第45図，図版36）

遺物は西側表土から出土した。 188は瓦質土器の鉢である。体部は外傾して立ち上がり， 口縁

部は短く，緩やかに外反する。口縁端部は丸くおさめる。

その他，土師質土器（皿など)，亀山焼の甕，備前焼の甕が出土したが，細片のため図示できな

かった。また，鉄釘が3点出土している。

②堀切2

検出遺構（第47．48図，図版20-a 。 b)

北西尾根の平坦面6の北側に位置する堀切である。平坦面7の南半部を東西方向に，長さ4．2

～6.9m,幅2.8～3.0m,深さ0.6mの規模で掘り込んでいる｡西側は完全に掘り切っていないが，

その地形から土橋とは考えにくいので堀切とした。堀切1に比べると，防御機能は弱いものと思

われる。

出土遺物

遺物は出土していない。

（2）平坦面

①平坦面4

検出遺構（第47．48図，図版20-c)

1郭の北側にある小山状の高まりである。最高所の標高は124.2mで, 1郭北端との標高差は

4mである。規模は7.4m×6.5mで, 1郭との間には堀切1及び土橋がある。なお，東側から堀

切にかけて， ピットが並んでいるが， これはブドウ畑の支柱に伴う新しい穴である。

出土遺物

遺物は出土していない。

②平坦面5

検出遺構（第47．48図，図版19-c)

北尾根の最上段に位置する平坦面である。 1郭北端との標高差は11mである。南の高所側には

北尾根と北西尾根・北東尾根を結ぶ通路SC2が隣接する。平坦面の規模は長さ18．2m,幅4.9

mである。

出土遺物

遺物は出士していない。

③平坦面6

検出遺構（第47．48図）
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北尾根の平坦面5と7の間にある細長い平坦面である。 1郭との標高差15.5m,平坦面5との

標高差3mである。平坦面の規模は長さ7.7m,幅1．Omである。

出土遺物

遺物は出土していない。

④平坦面7

検出遺構（第47．48図，図版20-b)

北尾根の下段にある平坦面である。 1郭との標高差16.5m,平坦面6との標高差1mである。

平坦面造成後に堀切2が造られている。平坦面の規模は長さ9.2m,幅6.3mである。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑤平坦面8

検出遺構（第47．48図）

北西尾根の上段にある平坦面である。 1郭北端との標高差10m,平坦面4との標高差5mであ

る。南西側は調査区外となるため調査していないが，平坦面の規模は，現状で長さ9.7m,幅6.2

mである。平坦面の中央にSX14があり，東側には北西尾根と北尾根及び北東尾根を結ぶ通路S

C2がある。南東の高所側に長さ4.7m,幅0.4mの小さな平坦面がある。また，中央から北側に

かけて，ブドウ畑に伴う東西方向の溝が2条ある。

出土遺物

遺物は出土していない。

⑥平坦面9

検出遺構（第47．48図）

北西尾根の上段にある平坦面である。 1郭北端との標高差13m,平坦面8との標高差1mであ

る。南西側は調査区外に続いている。また，北東側には深い落込みが見られる。中央から西側に

かけて，ブドウ畑に伴う南北方向の溝が2条ある。本平坦面の規模は，現状で長さ6.9m,幅6.9

mである。南西側に向かって次第に幅が狭くなる。

出土遺物

遺物は出土していない。

（3）通路

①SC2

検出遺構（第47.48図）

北尾根平坦面5の南の高所側に隣接する通路である。 1郭北端との標高差は11mである。北西

尾根・北尾根・北東尾根という3つの尾根を結ぶ役割をもつと思われる。平坦面5との間にはわ

ずかな段差がある。検出した部分の長さ約27m,幅0．7～l.9mで，東側が広くなっている。

出土遺物
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遺物は出土していない。

（4）溝状遺構

①SD17

検出遺構（第47図）

北西尾根の平坦面8の南部に位置する溝状遺構である。東西方向に延び，西側は調査区外に続

いている。現状で長さ1.25m,幅0.3m,深さ0．15mである。

出土遺物

遺物は出土していない。

（5）その他の遺構

①SX14

検出遺構（第47図）

北西尾根の平坦面8の中央部に位置する方形の遺構である。 1郭で検出したSX4～10と似て

おり，ブドウ畑に伴う新しい溝と直交するため，近現代の遺構の可能性がある。主軸は南東一北

西方向で，北西部には方形の窪みが見られる。中央部はブドウ畑に伴う新しい溝によって切られ

ている。現状で，長さ4.1m,幅2.2m,深さ0.2mである。

出土遺物

遺物は出土していない。

（6）北尾根・北西尾根出土遺物（第45図，図版36）

北尾根から瓦質土器の盤（189）が出土した。体部が斜め上方に直線的に立ち上がり， 口縁部は

やや外反する。 口縁端部は丸く納めている。外面体部に指頭圧痕が残り，内面体部は横方向のハ

ケ目である。

北尾根トレンチBの上段から土師質土器が出土した。北尾根E6区から土師質土器の皿, F5

区から備前焼の喪, G8区から土師質土器の皿，須恵器系土器，備前焼の甕が出土している。H

8区から備前焼の喪が出土している。いずれも細片のため図示できなかった。

北西尾根から瓦質土器の鍋(190)が出土した。体部は斜めに直線的に立ち上がり，外面に断面

三角形の突帯を貼り付ける。 口縁端部は平坦に近い。その他，土師質土器（皿など）が表土から

出土したが，細片のため図示できなかった。

北西尾根D6区表土から備前焼の蕊,E7区表土から瓦質土器(鍋など),鉄釘1点が出土した。

いずれも細片のため図示できなかった。

5土器以外の遺物

（1）土製品（第49図，図版36）
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191 ． 192は土錘である。 191はSB2-P3, 192はトレンチ3から出土した。 ともに管状士

錘で，中央に径0.1cmの細い孔があり，紡錘形をしている。

193．194は輪の羽口である。 193はG12区ピットから出土した小型のものである。熱を受け，

表面が黒変している。 194はG12区包含層から出土した。熱を受け，内面が赤変している。

（2）瓦（第50図，図版36）

195は軒丸瓦である。 SK39から出土した。瓦当面の文様は巴文である。内面の調整は不明で

ある。

196～198は丸瓦である。 196はSK30, 197はH12区, 198は1区東側切岸であるJ10． 11区

から出土した。いずれも凹面に布目痕がある。凸面の調整は196が格子目タタキであるが, 197･

198は不明である。 198には玉縁部分が残る。

（3）石製品（第51図，図版37）

199はサイコロである。 トレンチ1から出土した。一辺l.5cmで， 「1の目」の面は大部分欠損

しているが，他の面は一部欠けた部分もあるが， 目を読み取ることができる。

200は用途不明石製品である。 トレンチ1から出土した。球状の石の一部を平らにし，径0．9

cm,深さ0.4cmの円形の穴を穿ったものである。

201～203は黒色の碁石と思われる。 201はSD12, 202．203はトレンチ3から出土した。いず

れも黒石で，全体を丁寧に磨き，形を丸くし，両面に平らにしている。

204.205は滑石製の石鍋である。 ともにJ9区から出土した。 304は口縁部で， 口径35cm前後

と推定される。外面全体にススが付着している。再加工が行われ，その時に使用された鋸の刃跡
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と思われる痕跡が残る。 205は底部である。底径28cm前後と推定される。一部残る外面体部にス

スが付着している。外面底部は平滑でなく，ススは付着していない。

206は滑石製の石鍋の加工品である。 SK39から出土した。石鍋の体部を再加工したものと思

われ，底径が11.5cmと推定される小型のものである。

207は温石である。 SK9から出土した。滑石製の石鍋の体部を再加工したものと思われる。

中央に径0.9cmと推定される孔が穿たれている。

208．209は砥石である。 208はG9区, 209はF12区ピットから出土した。 208は両端部は未

使用であるが，それ以外の4面を使用している。 3条の溝をもつ面があり，先端が尖ったものを

磨いたものと思われる。 209の断面は三角形に近く， 3面を使用している。

（4）鉄製品（第52～56図，図版37～41）

210～262は鉄釘である。 210～212はSX1, 213～229はSX2, 230～235はSX11, 236は

SX13, 237はSK5, 238はSK30, 239はSK33, 240～242はSK35, 243～248はSK36,

249はSK37, 250はSK38, 251～255はSK39, 256～258はSK40, 259．260はSK41, 261

はG12区ピット, 262はH11区ピットから出土した。頭部が「T」字状， 「L」字状になったも

のがあり，断面はいずれも長方形または方形で，厚さ0.5～0.8cmのものが多い。先端部が欠損し

ているものが多く，完形のものは少ないが，長さは4～6cmのものが多い。中には8cmを超える

長いものもある。

263は棒状鉄製品で， トレンチ3から出土した。幅が1.25cmと広いのに対し，厚さは頭部が

0.5cm,それ以外が0．3cmと薄いため，釘ではないと思われる。

264は鉄製リングである。G12区から出士した。厚さは0.35～0.8cmと一定ではなく，また高

さも一定ではない。全体的に端部付近が薄く， また低くなっている。両端部は密着ぜずにわずか
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な隙間があり， 「c」字状をなしている。

265～268．270は鉄製金具である。 265はF10区, 266･268．270はSK36, 267はG12区か

ら出土した。 265は一方の側面中央付近がくびれており，下面両端部中央付近にピン状のものが

つく飾り金具と考えられる。 266は方形で，下面端部が縁状に厚くなっている。中央端部付近に

ある長径1.55cm×短径1.3cmの鋲で留めていたものと思われる。267は端部を直角に近い形に曲

げている。もう一方の端部を欠損するが， 「．」字状であった可能性もある。下面に2つのピン状

の突起がついている。268は菱形で，中央に径1.5cmの鋲がある。飾り金具と思われる。 270は細

長い金具で，湾曲している。先端は細くなり，尖っている。断面は平坦ではなく， 中央が高くな

って稜線をもつ。内面端部と中央部につく2つのピン状のもので，何かに固定していたものと思

われる。
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269は鉄製掛金である。 SX2から出土した。戸の掛金部分で，先端を曲げて「L」字状にし

ている。 もう一方の端部は錆のため明確でないが，丸くなっていることから環状になっていると

思われる。

271～273は鉄鑛である。 271はG13区, 272はG12区ピット, 273はトレンチ1から出土し

た。 271は定角の鉄鑛である。三角形で，断面はラグビーボール状の身部に断面円形の茎部がつ

く。 272．273は雁股の鉄錐である。 272は身部のみで，先端部を欠損する。 273は身部の片方の

先端部を欠損するが，茎部も残っている。身部の断面は方形で，先端に向かうに従って次第に細

く鋭くなる。身部と茎部の境は断面円形で，茎部の断面は方形である。

274．275は刀状鉄製品である。 274はトレンチ1， 275はSK36から出土した。 274は厚さ3

mと薄い刃部の一部で,切先に向かって次第に細くして尖らせている｡275は切先を欠損するが，

刃部と茎部残存する。茎部は断面方形で，長さは1．6cmと短い。刃部は厚さ0.6cmで，刃は次第

に細くなるが，あまり鋭く尖っていない。

277.278は鉄製兜片である。277はトレンチ3，278はSX1から出士した。いずれも厚さ0. 15

cmの鉄板を重ね合わせ，径l.3～1.5cm,高さ0．7～1.0cmの鋲を0.2～0.5cm間隔で使用して，繋

ぎ合せたものである。 277．278は同一個体の可能性がある。

279～284は板状鉄製品である。 279はSB2ピット, 281はSK5, 282はSK35, 280．283

はSK36, 284はF9区から出土した。長さによって3．6～3.8cm, 4.6～4.7cm, 6.7～6.9cmの
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3つに分類できる。幅は2．25～3.3cmである。錆のため孔が確認されたものはないが，大きさか

らみて小札の未成品の可能性がある。

276．285．286は用途不明鉄製品である。276．285はSK36, 286はSK37から出土した。 276

は柄の部分と刃の部分に分かれ，柄の部分は細くなっている、刃部は先端と刃先がやや細くなっ

ているが，刃物のように鋭く尖ってはいない。285は「L」字状の鉄製品である。286は「H」字

状の鉄製品である。先端の2股に別れた部分の内側を尖らせて鋭くしていることから，鉄鑛など

武器の可能性も考えられる。

（5）銅製品他（第57図，図版41)

287は銅製懸仏である。 SK35から出土した。坐像であるが，顔など不明瞭な部分が残る。両

手先端を欠損しており，右手には径0.15cmの小孔がある。裏面に突起が有り，取付け用の径0.3

Cmの小孔があくが，突起の先端部は欠損している。

288は銅製リングである。 SX1から出土した。長径4.6cm×短径4.4cmの円形の薄板に，径

3.0cmの穴をあけたものである。本来は平坦であったと思われるが，現在では折れ目がつき，形

が歪んでいる。用途は不明である。

289は鉛玉である。 F12区から出土した。径l.lcmの球形であるが， きれいな球形ではなく，

表面に径約0.5cmの孔が4つあり，内面に径約0.2cmの孔が4つある。鉄砲玉と考えられる。

290は銅製金具である。G12区から出士した。厚さ0.2cmの板を加工したものであるが，周囲

はすべて欠損している。径l.0～l.2cmの鋲がついている。

291～293は用途不明銅製品である。 291はG12区ピット, 292はSB1ピット, 293はH11区
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ピットから出土した。 291は方形の薄板を曲げて，断面を「U」字状にしている。端部中央付近

に径0. 15cmの小孔がある。 292は三角形に近い薄板を曲げて加工したもので，断面は「U」字と

「V」字の中間である。 293の平面形は砲弾型で，高さは1.3cmであるが，先端部が厚く，後部

は薄くなっている。

（7）古銭（第58．59図第2表，図版42）
（ 1 ）

古銭は破片を含め， 49枚出土した（第2表)。いずれも背

では背面の写真や拓影は掲載していない。49枚のうち，寛永

め，本書

め銘不明のも

のが4枚である。古銭が出士した代表的な遺

構として, SX2 (24枚), SK35 (6枚）

をあげることができる。

294～299は開元通寶(初鋳621年)である。

294はSB2, 295･296はSX2, 297はS

K35, 298はF11区ピット, 299はトレンチ

3から出土した。

300は景徳元寶（初鋳1004年）である。 S

X2から出土した。

301 ．302は祥符通寶（初鋳1009年）であ

る。301はSX2, 302は1郭東側切岸から出

土した。

303は天聖元寶（初鋳1023年）である。書

体は蒙書で, SX2から出土した。

304は景祐元寶（初鋳1034年）である。書

体は豪書で， 1郭北東側切岸のJ9区から出

土した。

305～311は皇宋通寶（初鋳1038年）であ

る。書体は305．311が蒙書306～310は真

書である。 305はSX1, 306～311はSX2

から出士した。

312は嘉祐元寶（初鋳1056年）である。書

体は蒙書で, SX2から出土した。

313は嘉祐通寶（初鋳1056年）である。書

体は真書で, SK35から出土した。

314～317は熈寧元寶（初鋳1068年）で，

書体は314～316が真書, 317が蒙書である。
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遺構名 古銭銘 初鋳年 枚数 遺物番号
合計

枚数

SB2
開元通寶
政和通寶

621年

1111年

1

1

294

332
2

SX1
皇宋通寶
大観通寶

1038年

1107年

1

1

305

330
2

SX2

開元通寶

景徳元寶
祥符通寶
天聖元寶

皇宋通寶
嘉祐元寶
寧元費
元豊通寶
元祐通寶
紹聖元賓
元符通寶
大観通寶

政和通寶

宣和通寶
淳熈元寶

621年

1004年

1009年

1023年

1038年

1056年

1068年

1078年

1086年

1094年

1098年

1107年

1111年

1119年

1174年

2

1

1

1

6

I

1

2

2

1

2

1

1

1

1

295,296

300

301

303

306～311

312

314

319,321

325,326

327

328,329

331

333

334

336

24

SXll
宣和通寶
不明(破片）

1119年
q■■■

1

1

335

ー

2

SK13 不明(破片） 1■■■ 1
一 1

SK35

開元通寶

嘉祐通寶

寧元寶

元豊通寶
元○通寶

621年

1056年

1068年

1078年

1

1

2

1

1

297

313

315,317

322

324

6

SK36 不明(破片） 1 1

SK37 不明(破片） 1■■■ 1 ー 1

F9区 元豊通寶 1078年 1 320 1

F11区ピット 開元通寶 621年 1 298 1

G8区 熈寧元寶？ 1068f
一
一
一 1 318 1

G9区 熈寧元寶 1068f
卓
一
一 1 316 1

G12区
元豊
寛永
閨寶
菌寶

1078f
一
・
一

■■■

1

1

323

338
2

I12区 寛永 閨寶 ー 1 337 1

トレンチ3 開元 閨寶 621年 1 299 1

1郭東側切岸 祥符通寶 1009年 1 302 1

J9区(切岸） 景祐元寶 1034年 1 304 1
今
ロ

込
孝
も
四 49



314はSX2, 315．317はSK35, 316はG9から出土した。また, 318は銭文が不鮮明である

が，熈寧元寶と思われる。書体は蒙書で, G8区から出土した。

319～323は元豊通寶(初鋳1078年)である。書体は319･320が行書,321～323が蒙書である。

319．321がSX2, 322がSK35, 320がF9区, 323がG9区から出土した。また, 324は欠損

のため， 「元○通寶」 としか判読できないが，元豊通寶の可能性が高いと思われる。書体は築書で

ある。

325．326は元祐通寶（初鋳1086年）である。書体は325が行書で, 326が蒙書である。いずれ

もSX2から出土した。

327は紹聖元寶（初鋳1094年）である。 SX2から出土した。

328．329は元符通寶（初鋳1098年）である。書体は328が行書で, 329が蒙書である。いずれ

もSX2から出土した。

330．331は大観通宝（初鋳1107年）である。 330はSX1, 331はSX2から出土した。

332．333は政和通寶（初鋳1111年）である。書体は332が分槽, 333が蒙書である。 332がS

B1, 333がSX2から出土した。

334．335は宣和通寶（初鋳1119年）である。書体は334が蒙書, 335が分桔である。 334がSX

2， 335がSX11から出土した。

336は淳熈元寶（初鋳1174年）である。書体は真書で, SX2から出土した。

337．338は寛永通寶である。 338は約1／2の残存で， 「寛○○寶」 としか判読できない。 337

がI12区, 338がG12区から出土した。年代的に城に伴う遺物ではない。

各古銭の重量については第12表に記載しているが,破片については,SXll出土のものがl.15

g, SK13出士のものがl.98g, SK36出土のものが1．20g, SK37出士のものが0.38gであ

る。なお, SK35からも破片0.13gが出土しているが, 322または324の一部と思われる。

その他，出土点数には含めていないが， トレンチ3の明褐色士から大正11年発行の桐1銭青銅

貨が出土している。

（8）その他の遺物（図版41)

図示はしていないが， 339．340はSK36から出土した漆紙である。淡黒褐色の漆が付着してい

る。 339は5.8cm×6.3cm, 340は6.4cm×6.4cmの大きさである。 ともに2回以上折り畳まれ，

墨書の痕跡は認められない。

1区東側切岸J9区から巻貝の殻が出士した。アカニシと推定される。また, SX1からも貝

殻の小片が出土している。

註

（1）古銭の分類については，次の文献を参考にした。

兵庫埋蔵銭調査会『中世の出土銭一出土銭の調査と分類一』 1994年
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第58図 1郭周辺出土古銭拓影（1） （原寸）
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遺物

緋号

出土

適構
祇別・器樋 ‘}卜測航 調轆 色調 胎 I： 備考

1 SB2
宵白磁・梅瓶

(底部）

徹元庇椛： 10．5cm 外面

内面

間台挫付一ヘラケズリ，その他一回ｲ臆ナデ

不明（軸がかかる）

紬：淡青白色

素地：灰白色

輔撤 内外面とも体部に施釉。内面に粘

士付符。 96と同一閥体の可能性

2 SB4 土師質土器・皿
11繩：6．0～6.2cm

器醐： 1．5cm

外面

内面

体部一回転ナデ，庇部－1m蛎糸切り？

回転ナデ

外面

内面

淡黄褐色

淡歯灰色

砂粒を多く

含む

3 SB4 土師質土器・杯
役元11稚： 11．8cm

器商：3，0cm

外而

内面

体部一回転ナデ，底部一へラ切り

休部一回転ナデ，底部一ナデ

外面

内面

淡黄、色

淡黄褐色

細砂を含む 外面底部に板目圧痕ｲI．

4 SB4 土師衙上器・椀
衡元川稚：9.7cm

器澗：3．05cm

外面

内面

体部一回転ナデ

兇込中央一ナデ

底部一未調猿

その他一M鮭ナデ

淡黄褐色 砂粒を含む 11縁娼部にスス付着

5 SX1 土師間土器・皿
側様：6．2cm

現存器曲i ： 1.25cm

外面

内面

体部一回転ナデ．庇部一不IﾘI

休部一回転ナデ

淡赤褐色 細砂を含む

6 SX1 上師質土器・皿
n機：6．0～6. ‘1m

器醐： 1．05m

外而

内面

明
デ

●
や
今
イ
ナ

～
～
制
釧
庇
庇

９
９

－
ア
ー
プ

ー
今
サ
ブ
転
転
－
－

｜
口
元
聖

１
１
や
●
一

部
部
体
体

淡綬褐色 砂粒を街む

7 SX1 土師質土器・皿
推定I二I提：5.5cm

推定器1m：0.95cm

外面

内而

体部一回鮭ナデ，底部一回＃

底部中央一雑なナデ，その1

糸切り

一回転ナデ

淡赤褐色 砂粒を含む I【I形板を雑に加工したもの

非実用品

8 SXl 土師質土器・皿
11椎：6． 1cm

鼎商：0.75cm

外面

内面

休部一回転ナデ，服部-1,1＊

底部II1央一ナデ，その他-10

糸切り

椎ナデ

淡亦悩色 砂粒を念む 内面底部は中央が聞くなる

非災用l品

9 SXl 土師質土器・皿
'二I椎：6.7cIn

器商： 1．65cm

外面

内面

体部一回嘘ナデ

底部中央一ナデ

底部－1血1札

その他一IⅡ

ヘラ切り

転ナデ

榿柵色 砂粒を含む

10 SXl 土師質土器・皿
庇稚：6.4cm 外醐

内面

休部一回転ナデ，底部－1画I転糸切り

不明

外面

内面

淡椛褐色

柾褐色

細砂を含む

11 SX1 土師質土器・杯
1 1径：8.8cm

器間：2.3cm

外面

内面

体部一回転ナデ，底部一不IﾘI

底部中央一ナデ，その他－1mI枢ナデ

外面

内面

淡競白色

黄白色

砂粒を含む 外面底部を若干窪ませる

12 SXl 土師質土器・椀
11椎：8．0～8.3cm

器尚： 1.95c回

外面

内面

休部一回転ナデ？，底部一未到鞭

底部中央一ナデ，その他一M転ナデ？

淡黄白色 細砂を含む 焼成不良

全体的に摩滅が若しい

13 SX1 土師質土器・椀
11椎：8. 1～8.3cm

器間：2.25cm

外面

内面

不明

底部中央一ナデ， その他－1画I転ナデ

淡黄白色 細砂を含む 焼成不良

外面は摩繊が等しい

14 SX1 土師商土器・椀
1 1提：8．3～8.6m

器繩：2.4cm

而
而
外
内
体部一回転ナデ，底部一未馴轆

底部中央一ナデ，その他一11松ナデ

外面：淡黄褐色

内面：淡黄灰色

砂粒を含む

15 SX1 土師蘭土器・椀
'二I様：8．2～8,7cm

器IiH：2．35cm

曲
面
外
内
不明

底部11'央一ナデ，その他一M転ナデ

淡黄白色 細砂を含む 形が歪む

16 SXl 土師質土器・椀
1 1機：9．0～9.4cJn

器伽：2． ‘1cm

外面

内面

体部一回転ナデ，底部一未i測樅

底部中央一ナデ，その他一M椎ナデ

外面

内面

樋褐色

淡伐隅色

砂粒を含む 外lii底部を蒋干窪ませる

1-1織部にスス付蒋

17 SX1 土師質土器・椀
役元1 1椎：9．2m 外面

内面

一
プ
ー
プ

ナ
ナ
転
転
回
回

外面

内面

淡黄灰色

淡樒褐色

細砂を含む 内外而とも黒斑有

11縁部にスス付着

18 SXl 上師質土器・椀
裡元1 1椎：8.8cm

離間：2． ．1cm

外面

内面

体部一回転ナデ．底部一未捌祐

底部中央一ナデ，その他－1面I松ナデ

外面

内面

淡黄白色

淡黄灰色

細砂を含む 内I繭は丁寧な仕上げ

19 SXl 土師質土器・椀
11経

器間

ｍ
、
４
２

■
■

８
２

外面

内面

体部一回転ナデ？，底部一未調錠

底部中央一ナデ，その他－1面I椎ナデ

外面

内面

淡黄白色

淡黄灰色

細砂を含む 焼成ややｲく良

20 SXl 土師質土器・椀
11礎

器間

9.0cm

2.25cm

外面

内面

不明

底部中央一ナデ，その他－1‘'1枢ナデ

外面

内面

淡茂白色

淡黄灰色

細砂・水AA

を含む

焼成イミ良

21 SX1 土師質士器・椀
11様

器断

8.7～9.3cm

2.2cm

外而

内而

休部一回転ナデ

底部中央一ナデ

庇部一未詞轆

その他－1血1帷ナデ

淡灰褐色 細砂を含む 外面底部を窪ませる

22 SXl 土師質土器・椀
徹元1 1機：8．8cm

鼎聞：2.2cm

外面

内面

一
ア
ー
プ

ナ
ナ
椎
一
回
央
一
中

部
部
体
底

底部一米調縦

その他－1皿I枢ナデ

淡燈褐色 砂粒を含む 外面底部を若干窓ませる

外1mに照斑有

23 SXl 土師質土器・椀
紅沁11禄：9．7cm

淵1m：2. 15cm

外而

内而

体部一回転ナデ

底部中央一ナデ

底部一未側樅

その他一IiiI松ナデ

淡黄灰色 砂粒を含む 外曲i底部を窪ませる

2‘1 SX1 土師質土器・椀
樋元1.1従：8．9cm

器商：2.5cm

外面

内面

口縁部一回椎ナデ，その他一イ

底部中央一ナデ． その他－1血l常

IﾘI

ナデ

外而：淡柾褐色

内面：樋褐色

細砂を含む

25 SX1 上師質土器・椀
1 1様：8.3cm

器間：2． ‘1cm

外面

内面

不明

底部中央一ナデ，その他－1叫転ナデ

淡黄灰色 砂粒を含む 焼成やや不良

外面は摩滅が薪しい

26 SX1 土師質土器・椀
1 1徳：8．5～8.9cm

器曲：2． ‘1cm

外面

内曲i

一
プ
ー
プ

ナ
ナ
転
一
回
央
一
中

部
部
体
底

庇郁一未調鍍

その他一Iul転ナデ

淡黄灰色 砂粒を含む

27 SX1 土師質土器・椀
11機：8．7c画

鵠JIi ：2． ‘1cm

外面

内面

体部一回転ナデ

底部中央一ナデ

底部一未闘轆

その他一M松ナデ

外面

内面

淡髄灰色

淡伐白色

細砂を含む 内面は丁寧な仕上げ

外面底部を若干窪ませる

28 SX1 土師質土器・椀
l】樵：9． 1～9.3cm

器伽i ： 2．7cm

外面

内面

不明

底部中央一ナデ？，その他一回報ナデ？

外面

内面

淡茂白色

淡黄灰色

細砂を含む 外聞底部を若干窪ませる

全体的に摩滅が著しい

29 SX1 士師面土器・椀
11縄：8．9～9.2cm

器IWi ：2．7cm

外面

内面

不明

体部一回転ナデ，庇部一ナデ

淡戯白色 細砂を多く

含む

外仙i底部を窪ませる

外面は摩滅が藩しい

30 SXl 上師質土器・椀
11機：8．6～8.9cm

器商：2．9cm

外面

内面

体部一回転ナデ

体部一回椎ナデ

庇部一未糾縦

底部一ナデ

淡蛍白色 細砂を多く

含む

外面底部を若干報ませる

31 SX1 土師質土器・椀
11椎：9．6cm

器商：3．5噸

外面

内面

体部一回11

体部一回《

一
ア
ー
プ

一
一
す
う
底部一米剥縦

底部一ナデ

淡黄白色 細砂を含む 外面底部を若干瀧ませる

内面に照斑有。外面は摩滅する

32 SXl 土師質土器・椀
'二I托：9.45～9.7cm

器I鮒： 3． ‘1cm

外面

内面

体部一回ポ

体部一回ポ

ナデ？，底部一未副轆

ナデ，底部一ナデ

外面：淡黄白色

内面：淡黄灰色

籾砂を含む 外而底部を擢ませる

33 SX1 瓦賃土器・鍋
外面

内面

体部一不明，その他一ヨコナデ

ヨコナデ

淡鼎灰色。外面

･部は灰褐色

砂粒を含む 外面に突補を貼り付ける

34 SXl 常滑暁・礎
外面

内面

ヨコナデ？

ユビオサエ後ナデ

外面：淡褐色

内面：淡茶色

砂粒を含む 刷部に銭のスタンプ文

内面及び断面にスス付務

35 SX2 土師質土器。Ⅲ1
彼元11樵：6．2cm

底機： 1．25cm

外面

内面

休部一回転ナデ，底部－1‘11樋へラ切り

底部中央一ナデ？，その他一M椎ナデ

暗褐色 細砂を含む 内面に炭化物付若

36 SX2 土師質土器・杯
徳元1-1椎： 13.0cm

器I断：3．0cm

外面

内面

体部一回転ナデ，服部一イミIﾘI

回転ナデ

外面

内面

淡赤褐色

淡M1褐色

細砂を多く

含む

37 SX2 瓦質土器・鍋
外面

内面

体部一指珈圧戒， 11紬部一ヨコナデ

不明

外面

内而

淡飢悩色

灰褐色

砂粒を含む 外間に突帯を貼り付ける

外面休部に芯rスス付粁

38 SX2 瓦質上器・鍋
外面

内面

体部一指頭圧疵， 11紬部一ヨコナデ

体部一不明． lI緑部一ヨコナデ

外面

内面

淡灰色

淡鼎灰色

砂粒を含む 外而に突帯を貼り付ける

断面は淡黒褐色
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辿物

勝り．

lH上

過桝
祁別・器靴 0叶測値 調盤 色刷 胎上 備吟

39 SXZ 瓦蘭土器・鍋 川
１
噸
定
桁
不

郁
部
体
体

一
テ
ー
プ

ナ
ナ
コ
コ
ヨ
ヨ

部
部
絨
紘

面
面
外
内

痕

向のナデ

外面

内面

蹄灰禍色

淡M1褐色

砂粒を念む 外面に突冊fを貼りｲ､Iける

外而休部にスス付締

40 SX2 瓦質土器・鍋
外面： 1 1絃部一ヨコナデ，体部一桁卿I

内而： 11織部一ヨコナデ．体部一ヨコブ

瓶

デlII心

外面

内而

略灰色

淡灰色

砂粒を含む 外面に突僻を貼り付ける

外面休部に牌l啓スス付椅

41 SX2
東播系須忠器。

拙鉢

外山i ： 1,1椎ナデ

内而： 1,1松ナデ

灰色 細砂を含む 橘りlj無

42 SX2
来播系須恵器。

拙鉢

外面： IuI松ナデ

内面：川秘ナデ

淡肖灰色 棚砂を含む ﾊｰ｢Iが付く。ハ･ '1付近に粘土付粉

捕り「I無

43 SX2
心山焼・狸

(胴部）

外面：怖『･ ' 1タタキ

内面：ナデ？

外面

内面

暗灰色

灰色

細砂を含む 格子のりi位は3mm×3画

‘洲 SX2
地山焼・翌

(胴部）

外面：賂fl lタタキ

内Ihi ：ヨコナデを【''心としたナデ

外面

内面

淡灰色

灰色

細砂を含む 格子のIIi位は3唖×3画

‘15 SX2
備前焼・喪

(胴部F半）

外Ihi ：胴部一縦の雑なナデ・指頭圧疲，庇部一ナデ

内面： ヨコナデ，斜め方向のナデも捉じる

淡紫褐色 棚粒を含む 内面に粘土接合疵が残る

46 SX2
燗IiiI焼・喪

(側縁部）

外面： I'州

内面： '''1札

一
プ
ー
プ

《
●
ず
寸

外面：淡紫柵色

内面：淡梱色

砂粒を含む 11線部及び休部l:而に自然紬

,17 SX2 ﾒf磁・鍔皿
外面：不IﾘI （袖力

内面：不IﾘI （紬力

かかる）

かかる）

軸：淡緑色

薬地：淡灰I‘1色

鮒繊 口縁端部を除き施釉。外面に蓮井
と思われる文概。二次焼成

‘18 SX2 青磁・碗
外面：不IﾘI （袖力

内1節：イくIﾘI （袖力

かかる）

かかる）

紬：淡絲色

素地：淡灰lgI色

怖撤 全面に袖がかかる

内而に印花文

‘19 SX13 土師器・椀
樋元11徳： 16．9cm

推定滞聞：6.35cm

外曲i ：休部－1面1転ナデ，底部一不lりI

内面一不明

外面

内面

淡赤褐色

略伐灰色

砂粒を含む 高台がつく火1判の椀

内外miとも黙斑ｲi，内面摩滅

50 SX13 瓦質土器・拙鉢
外面：休部一ｲ《明， 1 1縁部一回転ナデ

内而：細かいハケ11

外而

内而

淡灰ll1色

淡灰柵色

砂粒を含む 焼成やや不良

内面に6条？の柵り1 1

51 SXl3 IfI磁・碗
外1m：イく明（杣がかかる）

内面：イ<明（紬がかかる）

紬：淡背灰色

素地：淡灰、色

柵微 11粒蝋部を除き紬がかかる

器駿が岬い° 1111の可能性有

52 SK2 上師衝土器・皿
庇繩：6．8cm 外面：休部－1‘'1松ナデ，底部一回椎糸切り

内面：休部－1脚1椎ナデ，底部一不IﾘI

灰白色 砂粒を含む 焼成不良

53 SK5 土師質土器・椀
槻沁11篠：9.8cm

現存器研：3.8cm

一
ア
ー
プ

ナ
ナ
維
維
回
何

一
皿
一
剛

外
内

易&必哩。 『】肌』』

部と断面は淡肌
乳l錨

細砂を含む 全体的に1.寧な作り

外面底部を縦主せた椀と思われる

54 SK5 瓦質土器・鍋
外面：ヨコナデ

内而： 1 1織部一ヨコナデ，休部一不IﾘI

淡灰褐色，断Inj

は淡黒褐色
砂粒を含む 外而に突僻を貼り付ける

焼成ややｲ<良

55 SK5 瓦面土器・鍋
外Iii ：休部一桁噸圧痕， 1 1練部一ヨコナデ

内面：イミIﾘI

灰褐色 砂粒を含む 外面に突併を貼り付ける

56 SK5
東播系須恵器。

狸（胴部）

外面：平↑『クタキ

内面： 12部一ハケ、， ド部一指頭圧痕

外面

内面

淡肌灰色

淡灰色

fil砂を含む 壷の可能性ｲ1．

57 SKll 備前焼・描鉢
外面：休部－1‘'1転ナデ，底部一雑なナデ

内I力i ：体部ド部一ヨコナデ，体部上部一(.l然紬

面
面
外
内
淡1M灰色

淡悩色

砂粒を含む 内面に棚りIIo SK8出土破片と

接合。 137と''1 ‐個体の可能性ｲ『

58 SK11
屯山焼・翌

(胴部）

外面：桁i･ ' 1タタキ

内而：ナデ？

今
も
Ⅱ
ｇ
ｑ
も
Ⅱ
り

っ
Ⅲ
や
Ⅲ

外
内
灰色

H〃灰色
細砂を含む

格子の叩位は3m×3画

59 SK11
備前焼・喪

(底部～胴部）

彼元庇椛：34．8cm 外面：胴部一ハケ11,ナデ，底部一ケズリ後ナデ

内面：服部一Wlいハケ11,底部一ナデ？

淡紫褐色

内面一部償灰色

帆砂を含む SK8からM・個体と思われる破

片が川土

60 SKl2 上師蘭土器・椀
11繩：9．0cm

淵1曲：2．55cm

外Ihi ：不明

内面：底部‘11央一ナデ，その他－1画lｲﾚ:ナデ

淡黄褐色 砂粒を多く

含む

外面底庇を杵1%繩ませる

焼成やや不良。外而摩餓

61 SK14
備前焼・喪

(底部）

彼沁庇傑：4‘1.3cm

現ｲf器I舟： 12.5cm

外而：胴部一ヘラケズリ，ナデ，庇部一ナデ

内Iii ：服部一ナデ，底部一回転ナデ

淡灰色 籾粒を含む

62 SK21 陶器・拙鉢
外面： I閲I魚

内面： In1櫛

｝
ア
ー
ア

ナ
ナ

赤褐色 細砂・小礫

を含む

備曲焼系。内閲に9条1M位の揺り

目。 17枇紀以降

63 SK25 傭仙焼・拙鉢
外面： I‘jl櫛

内面： 1回1棚

一
プ
ー
プ

ナ
ナ

暗褐色

断面は略赤褐色

砂粒を含む 内面に縦方向の陥り11．

不良。 1 11Ⅸ川士破片と

焼成やや

接合

64 SK27 _l櫛間土器・椀
1 1様：9．2cm

器間：2．45cm

外面：休部－1両l転ナデ，底部一未調轆

内面：兇込111央一ナデ，その他－1，1松ナデ

淡赤褐色 砂粒を含む

65 SK27
側削焼・喪

(口縁部）

外iii ：ド'1判

内醐：M勅

｝
プ
ー
ア

ナ
ナ

外面：淡紫栂色

内面：淡柵色

砂粒を含む

66 SK28 備前焼.喪 ｜徽元1 1椎:26. 1cm
(l』縁部～斥I部）

外而： Iul犠ナデ

内面：胴部一ヨコナデ，頚部・ '1緯部－1"1転ナデ

暗灰色。 I』締部

は淡亦灰色

砂粒を含む 外【鮒及びI

然釉。 111

緑甥部に淡緑褐色の自

I灘川士破片と接合

67 SK30 1:師質土器・椀
幽元1 1経： 10．3cm

器I舟：2．25cm

外面：体部－1画l転ナデ，底部一未測鍍

内面：兇込'11央一ナデ，その他一回椎ナデ

外面言淡尚褐色

内面皇啼出灰色

細砂を含む 底部を猫I

内面底部力

縦ませる

ら休部にかけ蝿斑有

68 SK30 白磁・蛍？
外面：イミIﾘI （柚がかかる）

内面： I‘'1秘ナデ

紬：淡iW灰色

素地：淡灰色

柚撤 外面全体に紬がかかる。内面は軸

がかからない部分がある

69 SK33 上師質土器・皿
1 1椎

柵I噺

5.6cm

1.05cm

外而：不Iﾘl

内Iii ：イミIﾘI

淡亦渦色 細砂を含む 焼成やや不良。 I蕊滅が箸しい

全体的に雑な作り

70 SK33 土師質土器・杯
1 1椎

器尚

10．0～10．6m

3.3cm

外面：体部－1‘11櫛

内面：休部-1,1櫛

ナデ，底部一回椎へラ切り後ナデ

ナデ，底部一不明

外而：淡樋栂色

内而：椛隅色

砂粒を含む 形が歪んでいる

71 SK33 土師質土器・杯
1 1椎

器間
麺
麺

今
〃
０
戸
・
『
》

●
如
く
》

八
叩
》
●

。
■
ａ
へ
、
》

外面：体部一M転ナデ，底部一回転へラ切り

内面：休部－1‘11転ナデ，底部一ナデ

栂褐色 砂粒を含む

72 SK33 l獅質土器・椀
1 1椎

器間

8．7～9.2cm

2.8cm

外仙i ：イ<Iﾘl

内Iii ：イミlﾘI

外面

内而

淡黄灰色

蛍灰色

籾砂を多く

含む

全体的にI喉城している

焼成不良

73 SK35 陶器・小壺
一
ア
ー
ア

ナ
ナ
転
コ

ーⅧ
ヨ

■

ｉ

Ｈ

Ｄ
■
■
■
■

而
而
外
内

外而

内1m

淡蛍褐色

淡偶色

細砂を含む
rlB刈り〃G牙。 〃rl肌10－0J ＝玲不Uノ【ル

線。胎土は淡灰色で，外而に自然
郡I

74 SK36 上師質土器・皿
I I椛

器1曲

6.0cm

1． 15cm

外而：体部一M蝋

内面：底部11'央一

ナデ，底部－1回1#険へラ切り

ナデ，その他－1型l椎ナデ

樋褐色 砂粒・小礫

を含む

外而底部に板1 1痕ｲI

75 SK36 t師質土器・皿
I I経

器曲
ｍ
ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｑ
ジ
リ
』

ａ
Ｌ

外面：体郎－1閲l転ナデ，底部一回転へラ切り？

内面：flﾘI

柾褐色 棚砂を含む 晩成ややｲ<良

勾面は摩滅している

76 SK36 土師間土器・皿
1 1推

器商
ｍ
ｍ
ｃ
Ｃ
２
９

Ｐ
①

６
０

外耐：不Iﾘl

内面：イくlりI

外面：淡茂禍色

内面：樒柵色

砂粒を含む焼成ややイミ典

全体的に摩滅が符しい
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遺物
番号．

出土

遺構
穂別・器禰 計測値 調轆 色訓 胎土 燗考

77 SK36 土師閲上器・皿
'二I経

器高
ｍ
ｍ
ｃ
ｃ
５
２

ｃ
■

６
１

外､i ：休部一回能ナデ，底部一回維へラ切り

内面：底部中央一ナデ，その他一回椎ナデ

淡椛柵色 砂粒を含む 外面底部に板Ⅱ疵がかすかに残る

全体的に丁寧な作り

78 SK36 土師閥土器・皿
庇採：5．3～5.8cm 外面：体部一回転ナデ，庇郁一回転へラ切り？

内而：底部110央一ナデ，その他一回紙ナデ

樋褐色 砂粒を含む

79 SK36 瓦闘士器・鍋
リ
リ
不
不
一
一
部
部
体
体

一
ア
ー
プ

ナ
ナ
コ
コ
ヨ
ヨ
ー
ー
部
部
縁
総

面
面
外
内

灰白色 細砂を含む 外面に突僻を貼り付ける

80 SK36
地山焼・艶

(11緑部・胴部）

彼元口径：34.5cm 外面：絡子目タタキ

内而：服部一ナデ？， 凹縁部一ヨコナデ

淡M1灰色。服部

内面は淡灰141色

砂粒を含む 焼成やや不良

終了のlii位は4皿×4mm

81 SK36
側前焼・艶

('二1織部～刑部）

外面： '二I緑部一回転ナデ， ルf部一不明

内獅： 1 1縁部一回転ナデ， 『1部一ヨコナデ

外面：蹄灰色

内而：灰色

粗砂を含む SK37．39， F9lx川上の破片と

接合

82 SK37 白磁・水性？
醐台径：4.8cm 外航：間台一へラによる削り川し，休部一紬かかる

内1m：不明（紬がかかる）

紬：透明

素地：灰白色

梢撤 商台及び外面底部は露胎

底を粘土で接ぐ

83 SK37 瓦質土器・火鉢
外而：不明

内而：不Iり1

淡黄灰色 粒粒を含む 外面に2条の突僻と連続する円形

文を貼り付ける．焼成不良

84 SK37
東播系緬忠器。

拙鉢

外面：体部一不明， 口縁部－1面I松ナデ

内mi ：体部一指頭圧痕状搬み， 11緯部一回転ナデ

外面：淡黄灰色

内面：淡灰側色

砂粒を含む 揺り間無

85 SK38 瓦質土器・鍋
外mi ：休部一不明， lI縁部一ヨコナデ

内而：休部一不明， L1縁部一ヨコナデ

暗灰褐色 砂粒を多く

含む

外面に突｛Wを貼り付ける

焼成やや不良

86 SK39 土師蘭土脇。Ⅲ1
'二I径：6．3cm

器弼： 1.75cm

外面：休部一回枢ナデ，底部一回1瞳糸切り？

内而：不明

外而：淡樒側色

内面：淡灰白色

砂粒を含む 内面は摩滅している

87 SK39 土師質土器・皿
推定Il径

推定器高
ｍ
ｍ
ｃ
ｃ
Ｏ
９

◆
◆

７
１

外而：休部一不明，底部一回転へラ切り？

内面一不明

淡栂褐色 砂粒・小礫

を含む

内面は摩滅している

88 SK39 土師質土器・杯
復元口径： 10.8cm

器簡i ：3．55cm

外面

内而

不明

不明

淡黒褐色 砂粒を含む 焼成やや不良

全体的に摩滅している

89 SK39 土師質土器・杯
復元11径： 10．2cm

器商：3． 1cm

外耐

内面

休部一回転ナデ，底部一回転糸切り

兄込一底部，体部一回犠ナデ

淡髄褐色

一部灰白色

砂粒を含む 焼成不良

90 SK39 土師碗1名器・鉢
推定口径： 13．5cm 外而

内面

休部一･部指噸圧痕， 1 1緑部一ヨコナデ

略褐色の漆が全面に付耕しているため不明

淡赤褐色 細砂を含む 凹縁部片と休部片に接点がないた

め，器醐不IﾘI

91 SK39 瓦質I:器・鍋
外面

内im

体部一不明， u織部一ヨコナデ

体部一不明， 側縁部一ヨコナデ

暗茶灰色

断面は鼎色

砂粒を含む 外面に突併を貼り付ける

92 SK39 瓦質土器・柵鉢
外而

内面

休部一不明， 【1縁部一ヨコナデ

体部一不明， I冨I縁部一ヨコナデ

外面：啼灰褐色

内面：啼黄灰色

砂粒を含む 内面に柵り11ｲﾘ。 6条皿位？

焼成やや不良

93 SK39 古瀬戸・師皿
器崩：2．8cm 外面

内面

体部一回転ナデ，底部－1画l転糸切り

体部一回転ナデ

淡黄灰色 砂粒を含む 底部一部を除き淡緑黄色の紬かか

る。内面底部の橘子状の卸目

94 SK39
地111焼・蝿

(胴部）

外面

内面

絡子目タタキ

不Iyl

外面

内面

灰白色

淡灰111色

砂粒を含む 焼成ややイ

格子のWi

良

は4皿×4mm

95 SK40 土師礎I:淵・錨
凹径：32．2～33.5m

器商： 14．9cm

而
醐
外
内
体部一ハケ目，底部一不明， 1入I線部一回転ナ

休部一ハケ目，底部一不明， lI緑部一回転ナ

外面

内而

略栂褐色

柾褐色

砂粒を含む SK36出土破ﾊ･と接合。外面にス

ス付埼．底部に照斑有。形が歪む

96 SDll 汁白磁・椛瓶
外耐

内面

不明（軸がかかる）

横方向のケズリ。釉無

軸：淡背灰色

素地：灰白色
納敏

外面に湖巻文を険刻

1と同．個体の可能性

97 SDl2 古瀬)i ・人子
彼元口径：7．6cm

器高：2．5cm

外而

内面

体部一回転ナデ，底部一回転糸切り

回転ナデ

淡灰色 細砂を含む I1緑部に輸花。内面底部に使用時

の内面底部に使川時の捺痕

98
H11区

ピット
土師衝土器・皿

'二I径

器研

6． 1m

1.35cm

外面

内面

体部一回転ナデ，底部一回転へラ切り後ナデ

底部中央一ナデ，その他－1画I転ナデ

外面

内面

檀褐色

淡赤褐色

撤密 全体的に丁寧な作り

底部外而に板11痕有

99
H9区

ピット
土師質土器・皿

復元【l径：6．4cm

器商： 1.2Cm

外面

内而

休部一回転ナデ

底部KII央一ナデ

底部一不IﾘI

その他一I引転ナデ

外面

内面

淡椛褐色

淡赤柵色

繊密

100
I-I9区

ピット
土師質土器・椀

11径：8．2cm

器商：2．3cm

外面

内面

体部一回転ナデ，庇部一未剛粧

底部中央一ナデ？，その他－1画I転ナデ

外面

内面

黄白色

淡黄白色

細砂を含む 底部外面をわずかに縦ませる

101
G12区

ピット
土師質1:器・椀

口径：8．4～9. 1cm

器商：2．5cm

外im

内面

休部一回転ナデ，底部一米副稚

底部中央一ナデ，その他一回転ナデ

外面

内面 色

黄白色

淡黄白

細砂を含む 形が歪んでいる

102
FlO区

ピット
瓦質上器・鍋

彼元'二】径：29．0cm 外mi

内師

体部上部一指頭圧疲， 1．1織部一ヨコナデ

体部一不明， II縁部一ヨコナデ

外而

内面

赤糊色

淡赤褐色

砂粒を含む 外面に突締を貼り付ける

焼成不良。二次焼成

103
トレン

チ1
弥ﾉki:器・翌

面
面
外
内
胴部一ハケ目，頚部一ヨコナデ，

胴部一ヘラケズリ，頸部・ ’ 1縫部一ヨコナデ

淡亦褐色 砂粒を含む 外面側織部に3条の凹線

104と岡･佃体の『‘I能性有

104
トレン

チ1

弥生_t器・蝿

(底部）

底径：3．5cm 外而

内面

胴部一ヘラミガキ，底部一不IﾘI

柄頭圧痕

淡赤褐色 砂粒を含む 外面に肥斑ｲI．

103と同．個体の可能性有

105
トレン

チ1
土師薊土器・椀

彼元口径：9．5m

器商：2.9cm

而
而
外
内
体部一回転ナデ，底部一未澗轆

回転ナデ

外面

内面

椛褐色

淡悩色

砂粒を含む 内外而に漆状のものが付着

底部を紐ませる

106
トレン

チ1
柱状聞台t師器

台部径：6．5cm 外面

内面

休部一回転ナデ，底部一回転糸切り後ナデ

休部一回転ナデ，底部一ナデ

外面

内面

淡出侶色

淡椛隅色

細砂を含む

107
トレン

チ2
土師質上器・皿

'二1径

器間

、
、
９
３
６
Ｌ

外面

内面

体部一回転ナデ，底部一回転へラ切り？

底部中央一ナデ，その他一回鮭ナデ

燈褐色 机砂を含む

108
トレン

チ2
土師質士器・皿

口径

器商

函
、

6.7

1.0

外面

内面

体部一回転ナデ？，底部一回椎へラ切り

底部II1央一ナデ？，体部一回椎ナデ？

暗樋褐色 砂粒を含む 外面底部に板11痕ｲ『

焼成やや不良

109
トレン

チ2
瓦質土器・捌鉢

彼元口径：29．7cm 外面

内而

体部一指頭圧痕， 1-1縁部一ヨコナデ

ヨコナデ

外面：灰白色

内面：淡灰褐色

砂粒を含む 内面に4条111位の柵り目

110
トレン

チ2

瓦礎l:勝・火鉢

(服部）

師
伽

ｉ

ｌ

外
内
不明，菊花文のスタンプ

ヨコナデ？

淡栂褐色。外面

一部略椛褐色

細砂を含む 焼成やや不良

111
トレン

チ2

東播系釧忠器。

拙鉢

外im

内面

一
プ
ー
プ

ナ
ナ
転
維
回
回

外而：淡灰141色

内面：淡灰色

砂粒を含む 焼成不良

112
トレン

チ2
古瀬戸・卸皿

外面

内面

回転ナデ

回転ナデ

淡灰色

紬は淡黄紘色

敏密 外面体部の．部を除き軸がかかる

113
トレン

チ2

備前焼・喪

(口繊部）

外面

内面

一
ア
ー
プ

ナ
ナ
転
転
回
回

外面：淡紫褐色

内面：側色

籾粒を含む

114
トレン

チ2

白磁・凹耳蝋

(周部）

外面

内而

一
プ
ー
プ

ナ
ナ
転
転
回
回

軸：透明

素地：淡灰色
輔綴

全面に釉がかかる

肩部に耳を貼り付ける
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遺物

綴り。

出土

適構
祁別・淵椰 計．測値 測縦 色調 胎士 側堵

115
トレン

チ3
土師質土器・皿

11径

器高
、
函
２
８

５
０

外lhi

内面

体部一回転ナデ，底部一回転糸切り？

回転ナデ

外面：樋褐色

内面：淡柾褐色
細砂を含む

浅く非実用的な1m

116
トレン

チ3
土師質土器・皿

11径

器研
画
、
０
１

６
１

外的i

内師

体部一回転ナデ．底部一回転へラ切り？

底部中央一ナデ，その他一回転ナデ

淡柾褐色 砂粒を含む 外面底部に板I1痕ｲ『

117
トレン

チ3
土師質土器・ IⅢ

推定'二】径：5.8cm

推定器高： 1.4cm

外面

内而

体部一回転ナデ，底部一へラ切り

底部中央一ナデ，その他一回転ナデ

淡赤褐色 砂粒を含む

118
トレン

チ3
土師質土器・ '111

11機：6．5cm

現存器高： 1．35cm

外1m

内而

体部一回椎ナデ？，庇部－1回1転へラ切り

底部中央一不Iﾘ1，その他一回転ナデ？

淡椛褐色 細砂を合む 外面底部に板川浪ｲI．

焼成やや不良

119
トレン

チ3
土師質土器・ml

lj徳：7．0cm

器高： 1．4cm

外面

内面

休部一回転ナデ， I戊部一回転へラ切り後ナデ

底部中央一ナデ，その他一回転ナデ

啼樒褐色 砂粒を多く

含む

外面底部に板I}疵ｲ『

120
トレン

チ3
土師質上鯉・杯

微元底径：7．2cm 面
面
外
内
体部一回椎ナデ，底部一回転へラ切り

回転ナデ

外面：淡柾褐色

内面：淡赤褐色

砂粒を含む

121
}、レン

チ3
土師質土器・杯

'二1摂

器刑

10．4～11．0cm

3．5cm

外而

内而

休部－1且1幟ナデ，底部－1面l転へラ切り

底部一ナデ，休部－1画I継ナデ

淡赤褐色 砂粒・小磯

を含む

122
トレン

チ3
土師蘭土器・椀

1 1径

器断
ｍ
ｍ
Ｃ
Ｃ
３
４

ｐ
■

９
２

而
面
外
内
体部一回転ナデ，底部一未調稚

底部中央一ナデ，その他一回枢ナデ

外面：黄白色

内而：淡茂灰色

砂粒を含む

123
トレン

チ3
土師質土郷・椀

復元I』篠： 10．0cm

器商：2．6cm

外面

内師

休部一回転ナデ？，底部一未調盤

底部中央一ナデ，その他一回転ナデ

淡黄褐色。内面

･部淡柾褐色

砂粒を含む 全体的に摩餓が脚しい

124
トレン

チ3
土師質土器・椀

11径

器間

9．6～9.8cm

3．3cm

外面

内面

体部一回転ナデ．庇部一未調整

底部中央一ナデ，その他一回転ナデ

外面：淡灰白色

内面：淡黄白色

柿良

125
トレン

チ3
土師質土器・椀

徽元口径： 10．7cm 外面

内面

一
プ
ー
プ

ナ
ナ
転
転
回
回

淡椛褐色 砂粒を含む 外面に黒斑ｲI

126
トレン

チ3
土師質土器・椀

1 1筏

器聞

8．7～9． 1cm

2．95cm

外而

内1m

体部一回転ナデ，庇部一未澗整

庇部中央一ナデ，その他－1回I転ナデ

外I耐：淡黄灰色

内而：淡黄白色

砂粒を含む 形がかなり額む

外面底部を縦ませる

127
トレン

チ3
土師質土器・椀

11搾

器係

函
、
３
０

■
●

９
３

外面

内面

休部一回転ナデ？，底部一未調蜷

兄込中央一ナデ，その他一回転ナデ？

硴黄灰色

･部淡黄褐色

細砂を含む 外面底部を縦ませる

内面にスス付柵

128
トレン

チ3

東播系須忠器。

播鉢

遡元口径：22.8“ 外面

内面

回転ナデ，体部に桁噸圧痕が残る

体部一不明， 11織部一M転ナデ

淡赤褐色， 11粒

部は淡灰色

砂粒を含む 焼成不良。二次焼j皮

揺り目無

129
トレン

チ3

備前焼・艶

(1 1緯部）

外面

内面

一
プ
ー
プ

ナ
ナ
転
転
回
回

外面：淡黒褐色

内而：淡灰褐色

砂粒を含む

130
トレン

チ3
脊磁・碗

彼元u径： 17.2cm 外1m

内mi

不明（軸がかかる）

不明（紬がかかる）

紬：淡緑色

衆地：淡灰色

柚繊 全体に紬がかかる

外面体部に迦弁文。賀人ｲ1．

131
トレン

チ3
青磁・碗

外面

内而

不明（紬がかかる）

不明（軸がかかる）

軸：淡緑色

糸地：淡灰白色

袖撤 全体に厚さ0.5”の紬がかかる。

内外面に文概。外､iはラマ式蓮弁文

132 Fll区 土師質土器・皿
1 1経

器商

5.5cm

0.95cm

外面

内面

体部一回転ナデ，底部一切り階し後ナデか？

底部111央一ナデ，その他一回転ナデ

淡赤褐色 細砂を含む 全体的に1.寧な作り

133 G8区 土師質土器・椀
側径：9.4cm

推定器高：3． 1cm

外面

内閲

一
ア
ー
プ

ナ
ナ
転
転
回
回

外面

内面

淡燈褐色

栂褐色

砂粒を含む

134 G8区 瓦質土器・鍋
一
伽
深
川

外
内
体部一指頭圧疵， 1 1織部一回転ナデ

体部一不明， 1 1繊部一M帷ナデ

外1m

内面

黄灰色

暗禍色

砂粒を含む 外而に突僻を貼り付ける

135 G9区 土師質-1全器・鍋
外Ihi

内面

体部一ハケ日？’ 1 I絃部一回転ナデ

休部一不明， 11織部一回転ナデ

淡黄褐色 細砂を含む

136 G9区 瓦質土器・拙鉢
外而

内面

体部一不明， 1 1織部一ヨコナデ

体部一不明， 8 1織部一ヨコナデ

外而

内面

淡黄灰色

淡黒褐色

砂粒を含む 焼成やや不良

内面に播り目無

137 G9区 備前焼・拙鉢
外面

内面

一
ナ
ー
プ

ナ
ナ
転
転
回
回

外面

内【耐

淡無灰色

淡褐色

砂粒を含む 岡縁部・内面に淡歯褐色の向然紬

内面に11条iii位の陥り11

138 SX2 瓦質土器・鍋 而
伽
外
内
休部一指頭圧疲， 11絃部一ヨコナデ

体部一不明， 11織部一ヨコナデ

外mj

内面

黄灰色

淡黄灰色

砂粒を含む 外面に突緋を貼りI．'･ける

外面にスス付析。焼成やや不良

139 G1 土師閲土器・皿
1ｺ径

器間

6.7～6.9cm

1．4cm

外面

内面

休部一回転ナデ，庇部一回転糸切り

底部一ナデ，休部-1,1転ナデ

淡伐灰色 細砂を念む

140 GII区 土師質土器・皿
11揺

器間
函
函
２
７

●
●

７
１

外面

内面

体部一回転ナデ，庇部一回転へラ切り

底部中央一ナデ．その他一回転ナデ

淡批白色 砂粒を含む

141 IIll区 土師間土器・皿
復元口径： 12.9cm

器商：2.05cm

外面

内面

体部一回転ナデ

体部一回転ナデ

底部一回枢へラ切り

庇部一ナデ

淡栂褐色 細砂を含む 外面底部に級11痕ｲI．

142 Gl2区 柱状商台｣:師器
'二1径

器間

10．2cm

4.7cm

外而

内而

休部一回松ナデ

体部一回栃ナデ

庇部一回継糸切り後ナデ？

庇部一ナデ

外面

内Iki

淡黄灰色

淡黄掛色

細砂を含む 庇径6.4cmの台がつく

1.寧な作り

143 Gl2区 瓦質士器・鍋
外mi

内面

休部一不明， 1 1紘部一ヨコナデ

体部一不明， 11妹部一ヨコナデ

外面

内面

淡黒褐色

茶灰色

砂粒を多く

含む

外面

外面

こ突帯を貼り付ける

本部にスス付粁。焼成不良

144 Gl2区 瓦質土器・鍋
外面

内面

休部一指頭11

体部一ハケ『

縦， 1 1絃部一ヨコナデ

11粒部一ヨコナデ

外而

内Ihi

暗灰褐色

淡灰褐色

砂粒を含む 外面

外面

こ突粥を貼り付ける

本部にスス付粉

145 Gl2区 瓦質土器・鍋
外面

内I力i

体部一指噸I｜

体部一ハケI

膜， 【I織部一ヨコナデ

I I総部一ヨコナデ

外面

内面

暗灰褐色

淡灰褐色

砂粒を含む 外価

部の
こ突排を貼り付ける。外面体

スス付補。 1 1機33.7cm程度？

146 Gl2区 土師質土器・鍋
外面

内mi

休部一不明， 口靴部一ヨコナデ

ヨコナデ

外面

内Ihi

淡茶灰色

淡茶褐色

細砂を含む 外而

外面

ニスス付朴

こ突僻がつかない

147 Gl2区 瓦質土器・揃鉢
外面

内1m

休部一不明， 1 1紬部-1,1転ナデ

体部一不り1， 11絨部一回椎ナデ

淡灰褐色 細砂を多く
含む

内面に播り、ｲI．

焼成やや不良

M8 Gl3 土師質土器・椀
岡径：9. 1cm

器閲：2.85m

外面

内而

口縁部一回転ナデ，その他一不明

兇込一ナデ，休部－1曲l転ナデ

淡黄灰色 砂粒を含む

149 Gl3区 瓦質土器・拙鉢 ｍ
ｍ
ｐ
ｊ
６
０
３
１

径
間
口
器
元
作
位
現

外而

内I耐

体部一桁頭圧痕， 1 1織部一ヨコナデ

体部一不明， 1 1粒部一ヨコナデ

淡M1灰色

一部灰褐色

砂粒を含む内面に織り目イ

Gl4区出土破ノ

焼成ｲ<良

と接合

150 111 瓦質土器・拙鉢
外Ihi

内而

体部一不明， I

休部一不明，

I絃部一ヨコナデ

織部一ヨコナデ

外面：灰褐色

内而：淡灰褐色

砂粒を多く

含む

内面

焼成

こ儲り11ｲﾘ

やや不良

151 IIll区
常滑焼・喪

(11縁部）

外1m

内Ihi

不明（自然軸がかかる）

ヨコナデ

紬：緑褐色

内面：黒褐色

砂粒を含む 外而

断面

こ緑褐色の軸がかかる

ま暗灰褐色

152 Hl2陳
白磁・囚』雛！

(休部）

外面

内而

回転ナデ，透lﾘ1紬がかかる

何転ナデ，淡断灰色袖がかかる

紬：透明

無地：淡灰白色

柵敏 全面

内面

こ紬がかかる

こ粘土付糊
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遺物

播号

川土

遺構
叡別・器細 計測値 調盤 色調 胎土 備汚

153 Hl3区 弥生土器・蝿
外伽：胴部一不明，頚部一ヨコナデ

内面：胴部一ヘラケズリ？， 1 1粒部一ヨコナデ

外而：淡亦褐色

内面：淡蛍褐色
砂粒を含む

口縁部 こ1条の浅いIul線

154 IIl3区 弥生上器・蝿
復元I I径： 12．9cm 一

ア
ー
プ

ナ
ナ
コ
コ
ヨ
ヨ

而
伽
外
内

淡亦褐色 砂粒を含む 口織部 こ1条の洩い凹線

155 Hl3区 弥生土器・蝿
復元口径： 14．2cm 外mi ： ヨコナデ

内面：胴部一ヘラケズリ，頚部・’1絃部一ヨコナデ

淡亦褐色 砂粒・小磯

を含む

口緑部 こ1条の筏いIMI線

156 Hl3IX 弥生上鮒・蝿
徽元側径： 14.7,m 外而：胴部一不明，頚部一ヨコナデ

内1m：胴部一ヘラケズリ？， 1 1線部一ヨコナデ

外【耐

内面

淡出渦色

淡亦出色

砂粒を含む 口織部 こ3条の没い凹線

157 1113区 弥生土器・兜
復元口径： 15．9cm 外面：休部一不明，頚部一ヨコナデ

内Ihi ：胴部一ヘラケズリ，頚部・ I』縁部一ヨコナデ

外面

内面

淡茂褐色

淡栂柵色

砂粒を含む 口鍬部に2条の洩いI川線

胴部が大きく限る

158 1113区
弥生上器・喪

(底部）

底径：3．7cm 外面：不Iﾘリ

内仙i ：ヘラケズリ？

外面

内面

赤褐色

淡赤褐色

砂粒を含む 外面にスス付粁？

159 H13区
弥生上器・奥

(底部）

復元底径25．9cm 外面：胴郎一へラケズリ，底部一不明

内面：ヘラケズリ？

外面

内面

淡世

淡沸

褐色

掛色

細砂を含む 外面に肌斑ｲﾘ

160 IIl3区
弥生土器・例i杯

(脚部）

外而：不明

内mi ：不明

外面

内面

淡亦拙色

斑褐色

籾砂を含む 脚娼部に2条の浅い凹線

脚部に11孔ｲi・焼成やや不良

161 H13区 弥生士鼎・鉢
復元口径： 18．7cm 外面：休部一ヘラミガキ，頭部・側線部一ヨコナデ

内面：ヨコナデ？

淡亦禍色。外而

一部淡伐褐色

細砂を含む 口縁部に3条の没い凹線

162 1113区 弥生土器・鉢
彼元1 1経： 17．5cm 外Ⅲi ：休部一ヘラミガキ，頚部・ ' 1縁部一ヨコナデ

内Im－ヨコナデ？

淡赤褐色 砂粒を含む 11縁部に2条の浅い凹線

163 Hl3区 土卿i器・椀
推定ロ径：23． 1cm

推定器高：7.05cm

外面：不明

内而：イミ明

外面：淡樋褐色

内面：賄茶灰色

砂粒を含む 大型の間台付碗。全体に摩滅が箸

しい。焼成ややｲ<良

164
1110．

11区

土師器・蝋

('二I絃部）

つ
．
②
。

一
プ
｝
プ

ナ
ナ
コ
コ
ヨ
ヨ

ｉ
ｎ
外
内

赤褐色。内而。

部淡肌褐色

砂粒を含む 全体的にI索減している

165
HlO。

11区
土師質'二器・皿

I]径

器径

、
、
２
３

■
●

６
１

外1m：休部一回椎ナデ，底部－1両l松へラ切り

内1m：兇込中央一ナデ，その他－1可(砿ナデ

淡侭褐色 棚砂を多く

含む

166
H10．

11区
土師質t淵・椀

1 1縄

器断

9．8cm

3． 15cm

外1m：休郁一回転ナデ

内耐：休部一回帳ナデ

庇部一未刷轆

底部一ナデ

外面：淡椛柵色

内伽：略灰褐色

砂粒を多く

含む

167
1110・

11区
土間i蘭上勝・椀

復元口径： 10．5cm

器商：2.8cm

一
プ
ー
プ

ナ
ナ
転
一
回
央
一
中

部
部
体
庇

師
耐
外
内

底部一未剥縦

その他一J､寧なナデ

淡蛍白色 細砂を含む

168
1110．

11煙

東播系瓠忠器。

描鉢

外Ihi ： 1匹l帷ナデ

内Ihi ：似転ナデ

外面：淡灰色

内面：略灰禍色

砂粒を含む 回縁部は略灰褐色

揺り間無

169
HlO．

11区

東播系釧忠認。

描鉢

一
ア
ー
ア

ナ
ナ
転
転

助

而

匹

伽
而
外
内

灰色。 1 1総部は

淡蝿褐色

砂粒を含む 描り11

170
IIlO。

11区

地山焼・現

(胴部）

外mi ：絡子11のタタキ

内Iii ：ナデ

灰色

外面一部略灰色

細砂を含む 外面数か所に淡批褐色の付着物有

格子の11t位は3”×4m

171 1 12 土nIj間｣:鼎・鍋
外1m：休部一ｲく明， I I縁部一ヨコナデ

内1m：休部一不明， 口縁部一ヨコナデ

外而

内而

戯渦色

淡蛍褐色

砂粒を含む 外面体部にススイ･I糊

断而は淡M1柵色

172 1郡 七師質上柵・椀
復元口径：9．6cm 外面：不Iﾘ1

内lhi ：不IﾘI

外面

内面

出灰色

淡伐灰色

砂粒を含む 全体に摩滅が淵:しい

焼j皮不良

173 1郭
東播系瓠忠器．

描鉢

外1ii ：回転ナデ

内1m：休部一ナデ， u縁部一回転ナデ

淡灰色 細砂を含む 揺り目無

焼成ｲ<良

174 1郭 白磁・皿？
徹元口径：8．8cm

器研：2.8cm

外耐：休部一回転ナデ，底部－1両1転へラ切り

内仙i ：不明（軸がかかる）

紬：透明

紫地：白色

糀織 口縁堵部・外Ihi底部除き紬かかる

175
東切岸

Hl4区
苛磁・碗

外師：不明（紬がかかる）

内面：不明（軸がかかる）

軸g暗紳色

楽地：淡灰rI色

糀撤 外面に蓮井文

全体に軸がかかる

176
東切岸

lll4区
白磁・皿

外mi ：不りI （軸がかかる）

内､i ：不IﾘI （紬がかかる）

紬：透Iﾘ1

素地：淡10f灰色

梢徽 全体に軸がかかる

177
東切岸

J9区

土師閥上器・椀

(貼付伽台）

復元口径： 12．0cm

器商：3.25cm

外仙i ：不明

内伽：不明

淡赤褐色 砂粒を多く

含む

篠5.0cmのi嚇台を貼り付ける

焼成不良。全体的に摩滅

178
束切岸

J10
陶器・天11茶碗

外価：不明（紬がかかる）

内而：不明（軸がかかる）

紬：鼎禍色

素地：淡茶灰色

繊密 全体に紬が力

中I到産と椎ii

かる

される

179
JlO。
11区
土師間士勝・杯

衡元底径：7．4” 外面：体部一回転ナデ，底部一回催へラ切り

内醐：底部中央一不明，その他－1図1椎ナデ

淡樒褐色 砂粒を多く

含む

外面底部に扱例痕ｲｨ

焼成やや不良

180
JlO。

11区
土師簡士器・椀

復元II径： 10．3cm

器伽：3.05cm

外面：体部一不明， 口縁部一回転ナデ

内而：休部一回転ナデ，底部一ナデ

外面

内面

淡灰糊色

灰褐色

砂粒を含む

181
JlO。

11区
瓦蘭上船・鍋

外面：休部一橘頭圧痕， 1J練部一ヨコナデ

内而：休部一不明， I弓I縁部一ヨコナデ

外面

内面

淡1M褐色

略蛍灰色

砂粒を多く

含む

外面に突{lfを貼り付ける

182
JlO。
11区
瓦質土器・鍋

外ini ：体部一指頭圧痕， 11粒部一ヨコナデ

内伽：休部一不明， 口縁部一ヨコナデ

淡鼎梱色 細砂を含む 外面に突ｲWを貼り付ける

183
JlO。
11区
瓦間1:器・鍋

外而：休部一桁頭圧痕， 「I繊部一ヨコナデ

内而：休部一不明， 口縁部一ヨコナデ

外面：淡則I褐色

内面：淡M1灰色

砂粒を含む 外面に突併を貼り付ける

184
jlo．

11区

東播系瓠心器．

描鉢

外mi ：休部一不明， 11織部一M鮭ナデ

内伽：休部一不明， 口緑部－1面I転ナデ

淡灰色 砂粒を含む 捕りI』鷲

185
JlO。

11区

東播系釧忠器。

描鉢

一
テ
ー
テ

ナ
ナ
転
椎
呵
剛
Ｉ
Ｉ

Ｄ
ｂ
■
■

■
■
Ｕ
巳
由
■
■
ｇ

ｉ
ｉ

’

１

外
内

灰色

11縁は淡1M褐色

砂粒・小礎

を含む

揺り11無

186
JlO。
11区
鮒前焼・拙鉢

外1m：側椎ナデ

内im： '四1枢ナデ

曲
面
外
内
淡伐灰色

1IW戯灰色

砂粒・小礫

を含む

外面にへう状1:典による傷。内面

に6条ili位の柵り11．焼成不良

187
JlO．
11区

備1m焼・蝿

(1 1総部）

外1m： I⑫I転ナデ

内Ihi ： I犯1転ナデ

外面

内面

淡紫灰色

淡褐色

砂粒を含む

188 堀切’ 瓦質土器・鉢
外而：休部一不定方向ナデ， I職部一ヨコナデ

内Iii ：ヨコナデ

外面

内面

灰褐色

淡灰141色

砂粒を含む 断面は淡MI褐色

189 北尾根 瓦閥l弓器・盤
外耐：体部一指頭圧痕， 口靴部一ヨコナデ

内耐：体部一ハケ目， 11絃部一ヨコナデ

灰褐色 籾砂を含む

190
北西尾

根
瓦質土器・鍋

外伽：休部一指頭圧痕， 口織部一ヨコナデ

内面：休部一不明。 I1緑部一ヨコナデ

外面：淡伐灰色

内面：黄灰色

砂粒を含む

多く含む

外面に突僻を貼り付ける

外面体部にスス付埼
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遺物
番号
出土遺構 種別 長さ 幅 厚さ 重量 備考

191 SB2 士錘 2.9cm 1. 1cm － 3．25 9
淡榿灰色。ナデによる整形。中央に径1mm
の孔

192 トレンチ3 土錘 2.5cm 1．25cm 3．52 9
淡榿褐色。ナデによる整形？。中央に径1
mmの孔

193 G12区ピット 輪の羽口 (5. 1cm) (4.5cm) (2. 15cm) 41．51 9 燈褐色。熱により黒変

194 G12区 輪の羽口 (5. 1cm) (7.85cm) (5.85cm) 150.95 9 淡茶灰色。熱により赤変

195 SK39 軒丸瓦 (8.5cm) (7.2cm) 2.35cm 91．70 9 燈褐色。瓦当面は巴文。内面調整不明

196 SK30 丸瓦 (8. 1cm) (7.8cm) 1．8cm 149.08 9 淡黒褐色。凸格子目叩き。凹面布目痕

197 H12区 丸瓦 (5.95cm) (7.5cm) 2.25cm 116.39 9 暗褐色。凸面調整不明。凹面布目痕

198 1郭東側切岸 丸瓦 (8.5cm) (7.25cm) 1．5cm 104.31 9 暗茶灰色。凸面調整不明。凹面布目痕

遺物番号 出土遺構 種別 長さ 幅 厚さ 重量 備考
199 トレンチ1 サイコロ 1.5cm 1.5cm 1.5cm 6．34 9 石英？
200 トレンチ1 不明 2.5cm 2.4cm 1 9cm 14.329 花崗岩？。径0.9cm,深さ0.4cmの孔
201 SD12 碁石 1.65cm 1．5cm 0 5cm 1．719 石材不明
202 トレンチ3 碁石 1.5cm 1.35cm 0 5cm 1．96 9 石材不明
203 トレンチ3 碁石 1.55cm 1.4cm 0 3cm 1.01 9 石材不明
204 J9区 石鍋加工品 9.7cm 2.2cm 1 6cm 50.99 9 滑石。 口縁部使用。外面にスス付着
205 J9区 石鍋 9.0cm 6.6cm 1 2cm 98.75 9 滑石。底部。外面にスス付着
206 SK39 石鍋加工品 8.2cm 3.45cm 1 Ocm 43.33 9 滑石。体部を加工したもの
207 SK9 温石 10．5cnl (6.9cm) 1 7cm 236.69 9 滑石。石鍋体部加工。径0.9cmの孔
208 G9区 砥石 7.5cm 4.8cm 1 5cm 74.27 9 粘板岩？。 4面を使用。
209 F12区ピット 砥石 5.4cm 4.0cm 3 4cm 93.27 9 粘板岩？。断面三角で， 3面使用
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遺物

番号
出土遺構 種別 長さ 幅 厚さ 重量 備考

210 SX1 鉄釘 － O.5cm 0．6cm 4．81 9 完形

211 SX1 鉄釘 (3.3cm) 0.65cm 0．65cm (5.639) 先端部欠損

212 SX1 鉄釘 (11.0cm) 1．0cm 1．0cm (28.229) 先端部わずかに欠損

213 SX2 鉄釘 (9.8cm) 2 0cm 1 lcm (32.679) 頭部及び先端部わずかに欠損

214 SX2 鉄釘 (5.0cm) 0 8cm 0 9cm (9.659) 先端部欠損

215 SX2 鉄釘 一 0 4cm 0 4cm 1 87 9 完形。先端部が曲線的に曲がる

216 SX2 鉄釘 (3.0cm) 0 5cm 0 5cm (2 189) 先端部欠損

217 SX2 鉄釘 (3 7cm) 0.55cm 0 5cm (3 079) 先端部欠損

218 SX2 鉄釘 4 Ocm 0.4cm 0．45cm (1 409) 頭部の一部わずかに欠損

219 SX2 鉄釘 5 8cm 0.65cm 0.6cm 5 66 9 完形。先端部が少し曲がる

220 SX2 鉄釘 (5 8cm) 0.7cm 0.7cm (7 05g) 先端部わずかに欠損

221 SX2 鉄釘 (5 9cm) 0.6cm 0.75cm (9 699) 先端部欠損

222 SX2 鉄釘 (5.75cm) 0.7cm 0.7cm (7 559) 先端部欠損。少し曲がる

223 SX2 鉄釘 (6.45cm) 0.65cm 0 6cm (6 449) 先端部欠損

224 SX2 鉄釘 (4.3cm) 0.9cm 0 7cm (8 829) 先端部欠損。少し曲がる

225 SX2 鉄釘 (6 2cm) 0 8cm 1 OCm (14.579) 先端部わずかに欠損。少し曲がる

226 SX2 鉄釘 (5 9cm) 1 Ocm 0 8cm (15 679) 先端部欠損

227 SX2 鉄釘 (6 7cm) 1 0cm 0 7cm (12 829) 先端部欠損

228 SX2 鉄釘 (8 2cm) 1 2cm 0 7cm (18 219) 先端部欠損

229 SX2 鉄釘 － 0 9cm 0 7cm (16 609) 先端部欠損。直角に曲がる。

230 SXll 鉄釘 (2.9cm) 0 7cm 0 6cm (4.659) 先端部欠損

231 SXll 鉄釘 (5.9cm) 0 7cm 0.75cm (10. 189) 頭部及び先端部欠損

232 SXll 鉄釘 (6.6cm) 0．75cm 0.8cm (9.949) 先端部欠損

233 SXll 鉄釘 － 0.9cm 1 Ocm (13.789) 頭部表面剥離。曲線的に曲がる

234 SXll 鉄釘 (4. 1cm) 0 9cm 0 9cm (12.839) 先端部欠損

235 SXll 鉄釘 (5.4cm) 1 lcm 1 Ocm (16.559) 先端部欠損

236 SX13 鉄釘 (6.65cm) 0 6cm 0 5cm (5.269) 先端部わずかに欠損

237 SK5 鉄釘 0 6cm 0 7cm 4.90 9 完形。直角に曲がる

238 SK30 鉄釘 (4.4cm) 0 8cm 0.65cm (5.349) 先端部欠損

239 SK33 鉄釘 (5.6cm) 1 Ocm 0.7cm (10.489) 先端部欠損

240 SK35 鉄釘 － 0 6cm 0.6cm 4．969 完形。直線的に曲がる

241 SK35 鉄釘 (4. 1cm) 0.75cm 0.8cm (7.409) 先端部欠損

242 SK35 鉄釘 1.05cm 0.9cm (17.269) ほぼ完形。直角に曲がる

243 SK36 鉄釘 (4.5cm) 0.6cm 0.75cm (5．289) 先端部欠損。少し曲がる

244 SK36 鉄釘 － 0．7cm 0．7cm 5．95 9 完形。曲線的に曲がる。

245 SK36 鉄釘 q■■■■■■ 0.65cm 0.6cm 7．46 9 完形。直線的に曲がる。

246 SK36 鉄釘 (4.6cm) 0.75cm 0.6cm (9.269) 先端部欠損

247 SK36 鉄釘 (8.45cm) 0.9cm 0．85cm (14.459) 先端部欠損

248 SK36 鉄釘
－ 0.7cm 0．9cm (17.149) 先端部欠損。直角に曲がる。

249 SK37 鉄釘 (3.3cm) 0.75cm 0.55cm (2.739) 頭部欠損

250 SK38 鉄釘 (3.5cm) 0.75cm 0.95cm (4.799) 先端部欠損

251 SK39 鉄釘 (4.4cm) 1．0cm 0.9cm (7.219) 先端部欠損

252 SK39 鉄釘 (4. 15cm) 0.65cm 0.7cm (5.759) 先端部欠損

253 SK39 鉄釘 1.4cm 0.95cm (14.789) 先端部欠損。曲線的に曲がる

254 SK39 鉄釘 (3.5cm) 0.6cm 0.5cm (3.849) 先端部欠損

255 SK39 鉄釘
1■■■■■■ 0.75cm 0.75cm (5.799) 先端わずかに欠損。曲線的に曲がる

256 SK40 鉄釘 4.45cm 0．7cm 0．7cm 5．749 完形

257 SK40 鉄釘
－ 1.0cm 0.9cm (12.429) 頭部欠損。直線的に曲がる

258 SK40 鉄釘 (6.2cm) 0.95cm 1. 1cm (14.619) 先端部欠損

259 SK41 鉄釘 (4.3cm) 0.7cm 0．5cm (3.539) 頭部欠損
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週物
番号
出土遺構 種別 長さ 幅 厚さ 重量 備考

260 SK41 鉄釘 (4.65cm) 0.85cm 1． 1cm (7.509) 先端部欠損。頭部も欠損の可能性有

261 G12区ピット 鉄釘 (7.0cm) 1．0cm 0.9cm (15.629) 先端部欠損
262 Hll区ピット 鉄釘 (6.1cm) 0.6cm 0．65cm (8.939) 先端部わずかに欠損

263 トレンチ3 棒状鉄製品 (5.55cm) 1.25cm 0.5cm (10．209) 先端部欠損。頭部が厚くなる

264 G12区 鉄製リング 3.7cm 2.8cm 1 9cm 24．379 厚さ0.35～0.8cmの板を曲げたもの

265 FIO区 鉄製金具 3 9cm 2 8cm 1 2cm (10.269) 厚さ0 4cmの板を加工。ピンで留める

266 SK36 鉄製金具 4 4cm 3 8cm 1 2cm 36.36 9 厚さ0 4cmの板を加工し，鋲を付ける

267 G12区 鉄製金具 (5 Ocm) 2 0cm 1 3cm (8.799) 厚さ0 4cmの板を加工。ピンで留める
268 SK36 鉄製金具 5 Ocm 2 5cm 2.25cm 17．709 厚さ0 5cmの板を加工し，鋲を付ける

269 SX2 鉄製掛金 7 9cm 3 7cm 0.85cm 29.64 9 後部に環が付く

270 SK36 鉄製金具 12．4cm 1 5cm 1.9cm 57.529 内面に2つピン状のものが付く

271 G13区 鉄嫉 (4.5cm) 1 9cm 1．0cm (9．559) 軸部欠損

272 G12区ピット 鉄錐 (5.7cm) (4.7cm) 0.95cm (30.019) 先端部及び軸部欠損

273 トレンチ1 鉄鎌 15.2cm 復元7.0cn 1．6cm (45.289) 先端部片側欠損

274 トレンチ1 刀状鉄製品 (7.0cm) (2.4m) 0 3cm (10.899) 刃を作り出しているが，全体に薄い
275 SK36 刀状鉄製品 (14.6cm) 2． 1cm 0 6cm (103. 179) 先端部欠損。刃部は鋭くない
276 SK36 不明鉄製品 (17.3cm) 1.85cm 0 9cm (92.509) 先端を少し尖らせるが，鋭くはない
277 トレンチ3 鉄製兜片 (9.8cm) (5.9cm) 1 4cm (34 349) 厚さ0. 15cmの板を鋲で繋ぎ合わせる

278 SX1 鉄製兜片 (9 2cm) (3. 1cm) 1 3cm (25 659) 厚さ0. 15cmの板を鋲で繋ぎ合わせる
279 SB1 板状鉄製品 6 9cm 3.3cm 0.25cm (19 339) 一部欠損
280 SK36 板状鉄製品 6 7cm 2.25cm 0．7cm 20 85 9 厚さが一定ではない
281 SK5 板状鉄製品 3 6cm 2.7cm 0.25cm 7.21 9 斜めに折れ曲がる

282 SK35 板状鉄製品 4 7cm 2.25cm 0.2cm 7．47 9

283 SK36 板状鉄製品 3 8cm 2.5cm 0．3cm 11． 13 9

284 F9区 板状鉄製品 4 6cm 2 7cm 0.3cm 13．739
285 SK36 不明鉄製品 (9 7cm) 4 3cm 0.8cm (36.699) 端部一部欠損。 L字状
286 SK37 不明鉄製品 (5.55cm) (2 6cm) 0.65cm (9．859) 先端を2つに分け，尖らせる
287 SK35 銅製懸仏 5.75cm 3 6cm 1.7cm 33．339 取り付けのための孔有
288 SX1 銅製リング 4.6cm 4 4cm 0.4cm 3．67 9 厚さ0. 1cmの板を加工。若干曲がる
289 F12区 鉛玉 1． 1cm 1 lcm 1．1cm 3．94 9 数か所孔有
290 G12区 銅製金具 (1.95cm) (1.65cm) 1．0cm (6.929) 厚さ0.2cmの板を加工。鋲が付く
291 G12区ピット 不明銅製品 (2.9cm) 1.5cm 0.85cm (1.729) 厚さ0. 1cmの板を加工。小孔有
292 SB1 不明銅製品 2.95cm (2.65cm) 1.2cm (7. 159)
293 Hll区ピット 不明銅製品 (3.6cm) (2.3cm) 1．3cm (7．609)



第12表 1郭周辺出土古銭
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遺物番号 出土遺構 銭種 直径 重量 備考

294 SB2 開元 鬮寶 2.55cm (2.209) 初鋳621年。端が一部欠ける

295 SX2 開元 菌寶 2.4cm 3 57 9 初鋳621年

296 SX2 開元 菌寶 2.4cm 3 24 9 初鋳621年

297 SK35 開元 菌寶 2.45cm 2 18 9 初鋳621年

298 Fll区ピット 開元 菌寶 － (1 209) 初鋳621年。欠損部があるため径不明

299 トレンチ3 開元通寶 2.2cm (2 17g) 初鋳621年。端がかなり欠ける

300 SX2 景徳元寶 2.3cm 3 06 9 初鋳1004年

301 SX2 祥符通寶 2.4cm 3 469 初鋳1009年

302 1郭東側切岸 祥符通寶 2.5cm 2 99 9 初鋳1009年

303 SX2 天聖元寶 2.45cm 3 409 初鋳1023年。蒙書

304 J9区(切岸） 景祐元寶 2.45cm 3 45 9 初鋳1034年。蒙書

305 SX1 皇宋 閨寶 2.5cm (2 779) 初鋳1038年。蒙書。端が一部欠ける
306 SX2 皇宋 閨寶 2 4cm 3 709 初鋳1038年。真書

307 SX2 皇宋 菌寶 2 3cm 1 46 9 初鋳1038年。真書

308 SX2 皇宋 閨寶 2 5cm 2 08 9 初鋳1038年。真書

309 SX2 皇宋 鼠寶 2 5cm 3 47 9 初鋳1038年。真書

310 SX2 皇宋 菌寶 2.35cm 2 60 9 初鋳1038年。真書

311 SX2 皇宋通寶 2.4cⅡ】 3 41 9 初鋳1038年。築書

312 SX2 嘉祐元寶 2.4cm 3 69 9 初鋳1056年。蒙書

313 SK35 嘉祐通寶 2.3cm (1 969) 初鋳1056年。真書。端が一部欠ける

314 SX2 熈寧元寶 2.3cm 4 05 9 初鋳1068年。真書

315 SK35 熈寧元寶 2.45cm (3 389) 初鋳1068年。真書。端が一部欠ける

316 G9区 寧元寶 2.45cm 2 81 9 初鋳1068年。真書

317 SK35 熈寧元寶 2.3cm 3 26 9 初鋳1068年。築書

318 G8区 熈寧元寶？ 2.35cm 2 02 9 築書

319 SX2 元豊 菌寶 2.2cm 2 48 9 初鋳1078年。行書

320 F9区 元豊 題寶 2 3cm 1 78 9 初鋳1078年。行書

321 SX2 元豊 匿寶 2 4cm 3 309 初鋳1078年。築書

322 SK35 元豊 鬮寶 2 4cm (2 369) 初鋳1078年。蒙書。一部欠損

323 G12区 元豊通寶 2 3cm (1 639) 初鋳1078年。蒙書。端が一部欠ける

324 SK35 元豊通寶？ 2 4cm (1 769) 肇書。一部欠損

325 SX2 元祐通寶 2 3cm 3 10 9 初鋳1086年。行書

326 SX2 元祐通寶 2 4cm 3 38 9 初鋳1086年。築書

327 SX2 紹聖元寶 2.35cm 3 39 9 初鋳1094年

328 SX2 元符 鬮寶 2.4cm 3 70 9 初鋳1098年。行書

329 SX2 元符 菌寶 2 3cm 3 19 9 初鋳1098年。築書

330 SX1 大観 閨寶 2 4cm (2 569) 初鋳1107年

331 SX2 大観 菌寶 2 4cm 3 32 9 初鋳1107年

332 SB2 政和 閨寶 2 4cm 2 19 9 初鋳1111年。分措

333 SX2 政和 菌寶 2 4cm 3 48 9 初鋳1111年。築書

334 SX2 宣和 園寶 2 4cm 3 llg 初鋳1119年。築書

335 SXll 宣和通寶 ’ (1 209) 初鋳1119年。分槽

336 SX2 淳熈元寳 2.2cm 1 809 初鋳1174年。真書

337 I12区 寛永通寶 2.45cm 2 93 9

338 G12区 寛永通寶 2.3cm (1 049) 約1／2欠損



V遺構と遺物（南東尾根）

1 平坦面

尾根頂部中央に，長さ18．9m,幅7.4m,高さ約1.5mの小山を削り残しており，その周囲で

平坦面5箇所を確認した。

（1）平坦面1 （第60図，図版46-a)

尾根頂部小山の西側の平坦面である。小山の南側で平坦面2とつながっている。長さ約19m,

幅1.6～3.4mである。小山の北端あたりから北側の尾根頂部にかけては，尾根線から東西両方向

に向かって緩やかに下っており，人工的に造成した痕跡は見られない。この部分が平坦面1 ． 2

の北端と考えられる。平坦面1の北端(SX2の北側）で，高さ0.2～0.3mの段差を形成してお

り，一段下がった平坦面1で土師質土器の椀（342）が出土した。

平坦面の中央で，焼土面SX2を検出した。

（2）平坦面2 （第60図，図版46-b)

尾根頂部小山の東側の平坦面である。小山の南側で平坦面1とつながっている。小山の北端あ

たりが平坦面の北端と考えられ，長さ約20m,幅6.4～8.6mの比較的広い平坦面である。東斜面

の角度は60． と急傾斜で，切岸をなしている。

平坦面の南半で土坑SX1と溝状遺構SD1を検出した。

（3）平坦面3 （第60図，図版46-c)

平坦面2の南側（尾根先端側）に，低く緩やかな傾斜の段差を介して存在する平坦面である。

東側と南側が調査区外へ続いており，現状で長さ約13m,幅6.4mである。平坦面1とは南に緩

やかに下る幅2.0mの通路状部分でつながっている｡平坦面1．3の西斜面は傾斜角度が35～40.

と比較的急な傾斜で切岸状を呈する。

（4）平坦面4 （第60図，図版47-a． b)

尾根の北西部に位置する平坦面である。尾根頂部とは緩やかな段差を介し，その標高差は約3

mである。形態は帯状で，長さ約21m,幅3.6mである。東から西に緩やかに傾斜している。

遺物は瓦や陶磁器類が若干出土しているが,遺構に伴う可能性は低く，後世のものと見られる。

（5）平坦面5 （第60図，図版47-b)

平坦面4の北西に位置する平坦面である。尾根頂部との標高差5m,平坦面4との標高差l.2

mで,平坦面4との間には傾斜角度60．の急斜面となる｡形態は帯状で,東側が調査区外となり，

現状で長さ約16m,幅l.2～l.8mである。東から西に緩やかに傾斜している。平坦面の西斜面は
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第60図南東尾根遺構関置図（1 ：200）



第61図南東尾根地形図（l ：400）
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傾斜角度約60． と急峻な崖状で切岸をなしている。

2溝状遺構

(1)SD1 (第64図，図版48-a)

平坦面2の南半に位置する南北方向の溝状遺構である。南0.6mにはSX1がある。長さ6．36

In,幅0.15～0.52m,深さ0.04cmの浅い溝である。底面は北から南に向かって下っている。

3その他の遺構

(1) SX1 (第62図，図版47-c, 48-a)

平坦面2の南半に位置する土坑である｡平面形は不整楕円形で,南東部に焼土を伴う。長径2．02

Inj短径0.87m,深さ0.31mである。焼土は2か所あり，中央南寄りのものが長径0.29m,短

径0.23m,南側のものが長径0.70m,短径0.52m,厚さ0.04mである。

(2)SX2 (第62図，図版48-b・ c)
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第62図南東尾根SX1 ．2実測図(1 :40)

（アミ目は焼土範囲）
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平坦面1のほぼ中央で検出した焼土面である。平面形は円形で，長径0.70m,短径0.67m,厚

さ0.08mである。

中央付近の焼土下から平瓦（344.345）が出土した。

(3) SX3 (第63図，図版49)

尾根北部東側に位置する遺構である。平面形は長方形で，東側が斜面にかかり，底面が流れて

いると考えられ，現状で長さ3.89m,幅2.75mである。底面には約5cmの厚さの白色粘土を貼っ

ている。また山側である西側壁際には，長さ3.07m,幅0. 16～0.26m,深さ0．06cmの溝が掘ら

れている。底面は山側である西側から谷側である東側に向かってわずかに傾斜している。東側に

は不整形の長径2.01m,短径1.40m,深さ0.37mの士坑が接している。

遺物は鉄釘や用途不明銅製品（346）が出土している。鉄釘は細片のため，図示できなかった。

4遺物（第65図，図版50）

土師質土器の椀（342)，瓦質土器の鍋（343)，平瓦（344.345)，用途不明銅製品（346）が出
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第63図南東尾根SX3実測図(1 :40) 第64図南東尾根SD1実測図(1 :60)
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土した。

342は平坦面1から出土した士師質土器の椀である。体部は直線的に立ち上がる。口径16cm前

後の大型品と推定されるが，形に歪みがあるため，正確な数値は不明である。

343は小山西斜面から出士した瓦質土器の鍋である。体部は直線的に立ち上がり，外面に突帯

を貼り付ける。

344．345はSX2から出土した平瓦である。調整は凹面・凸面ともナデと思われる。

346はSX3から出土した用途不明銅製品である。皿状円盤で，一部ひび割れや変形した部分

もあるが，ほぼ完形である。両端付近に径l.5mの小孔があることから，皿を伏せた状態で何か

に取り付けていたものと思われる。
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第65図南東尾根出土遺物実測図（1 ： 3， 344．345はl :4, 346は1 :2)

長南東尾祁

長南東尾根出士瓦・銅製品胃
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過物

勝号

州土

遺栂
靴別・器穂 計測値 調轆 色調 ｌｂ

ｏ
４

ｊ
多
ａ
ｌｌ 伽弩

342
平坦面

1
土師質土器・椀

外而

内面

体部下部一不明，その他一回棒ナデ

体部下部一不明，その他一回転ナデ

淡柴灰色 砂粒を含む 口筏l6cmI1ij後の大型品と推定され

る。焼成やや不良

343
尾根頂

部小山
瓦質土器・鍋

外【m

内面

体部一不明． 11縁部一ヨコナデ

不明

淡黄灰色

断1mは淡膿褐色

細砂を含む 外面に突帯を貼り付ける

焼成不良

遺物番号 出土遺構 種別 長さ 幅 厚さ 重斌 備考
344 SX2 平瓦 (9.9cm) (9.5cm) 1．8cm 248.68 9 淡黒灰色。凹面・凸面ともナデ？
345 SX2 平瓦 (13.9cm) (11.2cm) 1.5cm 352.27 9 淡黒灰色。凹面・凸面ともナデ？
346 SX3 皿状銅製品 径6.6cm 高さ1.3cm 0． 1cm 12．97 9 小孔が有り，何かに取り付けたもの



Ⅵまとめ

家ノ城跡は, 14世紀中葉を中心とする中世の山城である。ここでは調査成果を整理して，本遺

跡について若干の考察を行い，まとめとしたい。

（1）南東尾根について

第1 ． 2次発掘調査を実施した南東尾根では，小規模な平坦面5箇所などを検出したが，建物

跡や堀切．竪堀などの山城に通常見られる防御施設は確認できなかった。 しかし，平坦面2．3

の東斜面は急峻で切岸をなし，平坦面1 ． 3～5の西斜面は切岸状を呈している。また，平坦面

3は木梨川の谷に面した丘陵の先端にあり，谷の交通をおさえる位置にあることや，南東尾根は

1郭から尾根続きであることなどから， これらの平坦面や急斜面が山城の造成に伴うものである

可能性は高いといえる。

SX3は簡便な構造ではあるが，底面に粘士を貼り，集水地点に隣接して落ち込みがあること

などから，水を集める施設であったと推測できる。

（2） 1郭周辺の遺構について

1郭では多くの遺構を検出した。 1郭の中央が高く残り，櫓台などがあった可能性もある。

建物跡は5棟復元できたが，多くのピット，礎石と思われる上面が平らな石があることから，本

来の建物数はさらに多かったものと思われる。建物の建替え，後世の削平により，失われた柱穴

や礎石があるものと推測される。本書では，確実と思われる建物跡5棟のみを掲載した。

建物跡は重なっているものも多く，建物の主軸方向はSB1 ． 2． 5が北東一南西方向で, S

B3．4が南北方向である。建物跡の変遷は, SB1→SB4→SB5, SB2→SB3で, 3

時期の移り変わりが考えられる｡同時期に建てられた建物は主軸を揃えるのが一般的であるため，

主軸方向の違いや建物の重複から, SB1 ．2→SB3．4→SB5という変遷も考えられる。

底に粘土を貼った長方形土坑が6基検出されている。水と関係があるものと思われる。丘陵頂

部であるため，井戸を掘っても水が湧かない。また，地山の岩盤が広がる部分が多く，その

ままでは水が溜まらないことから，士坑の底に粘土を貼って水を溜めていた可能性が高い。

長方形士坑も主軸方向の違いや重複から2時期以上が考えられる。主軸方向はSK2．4が南北

方向, SK8が東西方向, SK5．11が北東-南西方向, SK12が北北東-南南西方向である。重

複から想定される時期差はSK11→SK8．9である。さらに，長方形土坑の中には建物跡と重

なるものもあり, SX2・SB2→SK5→SB3という3時期の遺構の変遷が確認できる。こ

れらのことから建物跡と同じく，主軸が北東一南西方向(SK5． 11)→主軸が南北あるいは東
（ 1 ）

西方向(SK2．4･8)へと変遷したことが考えられる。なお，曽川1号遺跡J地区では底

面及び壁面に漆喰を塗った近世から現代にかけての土坑が数多く検出されており，水溜と考
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えられている。本城跡でもSK21の底面及び壁面に漆喰が塗られており, 17世紀以降と見ら

れる備前焼系の播鉢が出士している。このことから中世の水溜は粘土を貼っていたが，近世

以降は粘土にかわって漆喰を使用するようになったことが考えられる。

1郭北部中央で検出した3基並ぶ円形土坑(SK10． 13． 14)は, SK14の底面に備前焼

の甕が据え置かれていることから水甕であった可能性もある。 しかし， 3基は一直線に並ぶ

のではなく， 中心線がずれていることから，同時期に存在したのではなく，時期が異なる可

能性がある。

（3）出土遺物について
（2）

本城跡から比較的まとまった量の遺物が出土した。多量の土師質土器の皿･椀,青磁の水性？，

白磁の四耳壺，青白磁の梅瓶，鉄鑑・兜片などの武具類，鉄津，輪の羽口，炉壁など特徴的な遺

物が出土している。さらに，中世だけではなく，弥生時代から近現代の遺物まで出土している。

ここでは代表的な遺物について若干の考察を行う。

①弥生土器

弥生土器が1郭のH13区から10点， トレンチ1から2点出土している。弥生時代後期中葉(備

後V－2様式）を中心とする。遺構を確認することはできなかったが，弥生時代の遺跡があり，

城の造成時に壊されたものと思われる。

②柱状高台土師器
（3）

柱状高台土師器が2点（106. 142)出土した。 ともに遺構からの出土ではないが，椀形で，下

に円盤状の台がつく。柱状というよりは，椀に円盤状の台を取り付けた器形である。底部切り離

し技法はいずれも回転糸切りである。柱状高台については八峠興氏の論考があり，分類や年代．
（4）

使用方法などについて考察が行われている。

柱状高台は広島県内でこれまでに富士神社肯)(鵜子原遺跡)(山県郡北広島町大朝),須倉遺跡)（

同町有田),曽川2号遺蘇'(尾道市御調町大町)の3遺跡で出土している｡富士神社南,須倉遺跡
出土のものは皿形で，台部は円柱状で垂直方向に立ち上がる。切り離しはいずれも回転糸切りで

ある。富士神社南は窯道具が出土していることから窯跡と考えられている。多量の土器が出土し

ているが，その内の一部が報告書の付編として掲載されている。底部に焼成前穿孔が行われてい

るもの8点，底部に穿孔されていないもの5点が掲載されている。須倉遺跡では底部に焼成前穿

孔が行われているものが3点出土している。曽川2号遺跡では4点出土しており，皿形で台部は

内傾して立ち上がる。底部の穿孔はない。切り離しは回転糸切りである。灯明・儀式などの補助

的な器として使用され，他の土器とともに一括して士坑に廃棄されたと考えられている。

八峠氏はll世紀に柱状高台が成立し, 12世紀末から13世紀前半に上部が皿状から杯（椀）状

に変化し，その後衰退すると考えている。 このことから本城跡出土のものは城に伴うものではな

く，築城以前のものと考えられる。時期としては八峠氏が指摘するように12世紀末～13世紀の

可能性が高い。柱状高台の形態としてはさまざまなものがあるが，その用途は日常生活に使用さ
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れたものではなく，儀式に使用されたものと考えられる。時代は異なるかもしれないが，古瀬戸

の仏供に本城跡出土の柱状土師器とよく似た形態のものがある。本城跡出土のものは仏具ではな

いにしろ，祭祀を含む儀式に使われた可能性がある。

なお，本城跡から高台の付いた大型の士師器の椀が2点（49．163）出土している。大型の土師

器の椀も出土例は少ないことから日常生活に使用された可能性は低く，柱状高台土師器と同様の

性格をもって儀式に使用された可能性が高いと思われる。

このように柱状高台土師器や大型の土師器の椀の出士からみて，周囲がよく見渡せるこの丘陵

頂部（山頂）は城が造られる以前から儀式が行われるような地政学上重要な場所であった可能性

がある。 このことから，地域の有力者がこの場所を押えることはこの地域を支配するうえで大き

な意義があったと考えられる。

③土師質土器

本城跡から土師質土器が多数出土している。備後地域の中世土器は，草戸千軒町遺跡での成果
（8）

が基準となっている。底部の切離し技法が確認できるものは,皿25点のうち回転糸切りのものが

8点，回転へラ切りのものが17点で，杯7点のうち回転糸切りのものが1点，回転へラ切りのも

のが6点である。皿・杯ともに回転へラ切りのものが圧倒的に多い。近隣の調査では，いずれも

本城跡の北側にあたる御調町内の末近城跡の皿は回転糸切り，牛の皮城跡の皿はほとんどが回転

へラ切りで，曽川1号遺跡の皿は回転へラ切り，曽川2号遺跡の皿は回転へラ切りで，杯は回転

糸切りであることが報告されている。近隣の遺跡でも回転へラ切りの皿が多いことがわかる。皿

は1点(Hll区出土141)のみ口径12.9cm,器高2.05cmの大型のものがあるが，残りは口径5．5

~7.2cm,器高0.75～1.9cmの小型のものである。 141は皿AⅡで草戸Ⅳ期後半(15世紀末～16

世紀初頭）に位置付けられる。

草戸Ⅱ期になると無高台の椀Aが加わる。Ⅱ期は椀の口径の小型化や高台が付く椀Bの出土量

の減少などにより， Ⅱ期前半（14世紀前半の古い段階)， Ⅱ期後半（14世紀前半の新しい段階～

14世紀中葉）に分けられる。Ⅱ期後半はさらに古段階，新段階新段階最新段階に細分されて

いる。椀Bの出土量は次第に減って2期後半最新段階にはほとんど出土しなくなる。本城跡の土

師質土器椀Bは, J9区の東切岸から出土した177のみで，復元口径12.0cmと比較的大型で，他

の土師質土器よりも古い可能性がある。 しかし，高台が粘土紐を貼り付けただけの雑な作りのた

め断定はできない。外面底部中央を大きく窪ませた土師質土器椀cの可能性があるものはいくつ

かあるが，確実なものはSX1出土の32のみである。口径9.7cm,器高3.4cmである。外面底部

中央をわずかに窪ませたものは多くあるが，器高が低く椀Aの範鴫に入るものが多い。椀Aのう

ち口径がわかるものは41点で， 口径8．2～10.5cm,器高1.95～3.8cmで， 口径の平均9．25cmで

ある。 SX1から椀Aが20点まとまって出土しており，その平均は8.92cmである。 SX1以外

の平均が9.57cmであり, SX1の椀Aが小型であることがわかる。草戸Ⅱ期後半最新段階の椀A

の口径は9．2～9.6cm程度であることから本城跡の土師質土器の大部分はこの時期に位置づける

ことができよう。
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（9）

草戸Ⅱ期後半の暦年代を示す資料としては，尾道市浄士寺阿弥陀堂亀腹出土の土師質土器があ

り，阿弥陀堂造営の貞和元(1345)年を前後する時期に比定されている。椀Aが25点出士してお

り， 口径の平均値9．5～9.6cm程度である。これは草戸Ⅱ期後半最新段階に相当する寸法規格であ

ることから， Ⅱ期後半最新段階は14世紀中葉と考えられている。

なお，草戸Ⅲ期（15世紀前半～中葉）になると椀が消滅し，大小の皿の組み合わせが出現する。

本城跡では大型の皿がほとんどないことから15世紀前半には城としての機能は失われていた可

能性が高い。

④瓦質土器

備後地域（広島県東部）で多く出土する土師質土器の鍋が本城跡では少なく，瓦質土器の鍋が

多い。瓦質土器の鍋は外面に突帯を貼り付けており，草戸千軒町遺跡の分類では鍋Fにあたる。

安芸地域（広島県西部）から出土することが多く，数量的には少ないが草戸千軒町遺跡や尾道遺

跡でも鎌倉時代後期以降出士している。

SX13出土の瓦質土器の播鉢(50)は口縁端部を平坦にし，内側に突出することから防長系の

可能性がある。 14世紀以降の遺物と考えられる。

⑤国産陶器

国産陶器としては，備前焼が最も多く出土しており，甕と播鉢がある。喪の口縁部の玉縁は幅

広でなく丸い。摺鉢の口縁端部の平坦面も幅広ではなく， 口縁部を平らに切った形状である。間
（ 10）

壁忠彦氏編年のⅢ期にあたり， 13世紀代と考えられる。本城跡よりも古いもので，伝世品が使用

された可能性がある。

常滑焼の出土量は少なく，破片数で9点，図示できたものは2点である。 口縁部の拡張はそれ

ほど大きくない｡草戸千軒町遺跡の貯蔵容器は｢Ⅱ期後半になると備前の比率が急速に高くなり，
（ 1 1）

それに追われるように亀山・常滑の比率は低下してくる｡」との指摘があり，本城跡でもそれを反

映して常滑焼の出土量が少ないものと思われる。

瀬戸焼は3点出土している。古瀬戸の入子が1点，古瀬戸の卸皿が2点である。SD17出土97

の入子は前期様幾13世紀代SK39出土93の卸皿は中期様式で14世紀前半, トレンチ2出土
112の卸皿は口縁端部が内側が突出していることから93より新しく，後期様式で14世紀中頃か

ら後半と考えられる。

摺鉢は瓦質土器，東播系須恵器，備前焼の3種類が認められ， 当時の流通を考えるうえで貴重

な資料である。なお，東播系須恵器には内面に摺り目がないが，摺り目がある鉢と同じ用途に使

用されたと思われ播鉢に含めた。

⑥輸入陶磁器

輸入陶磁器の出土点数は少なく，そのなかで口縁部が残存するものはさらに少ない。 SX2出

士47は内外全面に施釉され, 口縁部を鍔状に折り曲げる皿で,森田･横田編牟あ龍泉窯系青磁Ⅲ
類の碗・皿に相当するものと思われる。 トレンチ3出土130は片彫りによる蓮弁文を巡らせる青

磁碗で，森田・横田編年の龍泉窯系青磁碗1－5類に相当する。H14区1郭東側切岸出士175も
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第15表 1郭遺構別中世土器類組成表 上段は数趾(点)．下段は戒肚(座）

上段は数肚(点)， ‐ド段は爪瞳(9）
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SB1 SB2 SB3 SB4 SX1 SX2 SX5 SX9 SXll SX12 SX13

土
器

土師質

土器

瓦質｣：

認

小計

8

41．60

8

41．60

88.9％

52.9鉛

88.9％

52.9％

16

140．65

1

36.51

17

177． 16

80％

35.6％

5 0％

9 2％

85 0％

44 8％

I

23.90

1

23.90

100％

100％

'㈹％

100％

8

161．80

8

161．80

80.0％

56.2呪，

80.0％

56.2％

188

2273.03

1

41．69

189

2314．72

80.0％

28.9％

0.4％

0.5％

80．4％

29-4％

134

1547．87

13

819．78

14

2367.6

70.2％

27 7％

6 8％

14 7％

寺一

J』 0％

42 4％

I

7．70

1

7．70

100％

100％

100％

100％

1

6． 18

I

6． 16

1“％

100％

l“％

l“％

4

26‘22

8

143． 15

12

169．37

28.6％

11．1％

57. 1％

60.7％

85.7％

71．8％

15

161．90

I

83.91

16

245.84

93.7％

65.9％

6.3％

34. 1％

100％

100％

12

128．81

2

44. 13

14

172.9＄

0.6％

4‘ l‘X

1.7呪

5. 1兜

2.3呪

9,2礎

国
産
陶
器

亀111焼

東播系

須恵認

領想器

系士鵲

備前焼

常洞焼

瀬'f焼

不明

'1,計

1

:l7．08

1

37.08

11. 1％

47. 1％

11.1％

47. 1％

I

16‘1． 16

I

164． 16

5 0％

‘11 6％

5.0％

41．6

2

126．19

2

126． 19

20.0％

43.8％

20.0％

43.8％

38

3851．98

6

1683.25

44

5535.23

16,2％

‘19.0％

2.5％

21，4％

18.7％

70.4％

253,3

188．89

3

20．31
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2705‘76
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31“､33

I 6％

4 5％

2 6％

3 ‘1％

I 6％

0 4％

Ⅱ 1％

48 5％

19,9％

56.8％

2

66.55

2

66.55

14.3％

28.2％

i4.3％

28.2％

2

114.92

2

114．92
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39.4％

輸
入
陶
磁
器

背磁

白磁

青141礎

小訓。

I

3，27

1

50.“

２

“､87

5.0％

0.8％

5.0％

12.8％

10．0％

13.6％

2

13．61

2

13．61

0.9％

0．2％
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２
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･1
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6

44．87
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2. 1％
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I
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I
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●
４
０

弓
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9点
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器

土師質
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器

小計

15

219．82
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1”％
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1

･10.5.1

5
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100％

30
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７
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1

59． 15

1
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⑪ノ
ノ⑪

3
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3
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1
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9
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I
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1
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k段は数賦(点)，下段はik賦(9）

'二段は数駄(点)， ‐ド段は敢吐(R）
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蓮弁文を巡らせる青磁の碗であるが，蓮弁が幅広のものか

ら沈線に近くなっており， 130よりも新しいものと思われ

る。 1郭4次調査区出土174は口縁部の釉を掻き取る口禿

の白磁で横田・森田編年の白磁Ⅸ類の碗・皿に相当すると

思われる。その他, SB2出土1 ･SD11出土96の青白

磁の梅瓶SK36出土82の青磁の水性と思われるもの，

トレンチ2出土114．Hll区出土152の白磁四耳壺, J10

区1郭東側切岸出土178の天目茶碗なども出土している。

数は少ないがこうした箸侈品が出土している。

⑦土器類の組成

1郭周辺出土の中世土器類の組成を，第15表は遺構毎，

第16表は全体についてまとめたものである｡出土点数とと

もに，重量についても記してみた。一般的に備前焼などの

陶器は大きい製品が多く，重量があることから，点数によ

る比率と重量による比率ではかなり差が出る傾向にある。る比率と重量による比率ではかなり差が出る傾向にある。

第16表 1郭周辺中世土器類組成表

全体の出土点数を見ると土師質土器が

80.2％と圧倒的に多いのに対し，重量では国産陶器が57．2％と半数以上を占める。これに対し，

輸入陶磁器は出土点数でl.3%,重量で0.9%にしかすぎない。青磁と白磁の比率はそれほど違い

はなく，少数ながら青白磁，天目も出土している。

⑧金属製品

本城跡から，鉄製品を中心に多くの金属製品が出土している。鉄鑛・兜片の出士は， 山城の性

格を物語るものである。なお，鉛玉が出土しているが，城よりも新しいものと考えられる。

中国地方の中世城館跡から検出された鍛冶遺構や鍛冶関連遺物については，小都隆氏によって

まとめられておｳ':'広島県内でも多くの中世城館跡で,鍛冶遺構や鍛冶関連遺物が報告されてい
る。本城跡では，多くの鉄釘が出士しているが，すべて建物に使用されていたとは考えにくく，

鋳直して別の鉄製品を作っていた可能性が考えられる。 SB1の柱穴上で検出した焼土4は，そ

の形状から鍛冶炉と考えられ, SB1の建物が無くなった後，その跡地で鍛冶が行われたようで

ある。また，遺跡内から輪の羽口，炉壁，鉄津が出土しており，鍛冶を行っていたことを示す資

料である。

（4）城の時期・性格について

備前焼・瀬戸焼・磁器などは13世紀代と思われるものが出土しているが， 日常生活に使用

される土師質土器は13世紀代のものは出土していない。陶磁器類は伝世されることも多く，

古い時代のものが使用されることはよくある。また, 15世紀と思われる土師質土器も出土し

ていない。草戸千軒町遺跡のⅡ期後半最新段階（14世紀中葉）に相当する土師質土器が中心であ

ることから，本城跡は14世紀中葉の城跡で，短期間しか使用されていないものと思われる。しか
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し，建物は何回かの建て替えが行われている。二次焼成を受けた土器類が比較的多く，炭・焼

土層が広がる部分もある。鍛冶作業や日常の煮炊きに伴うというより，火事にあったことを

物語るものと思われる。短期間のうちに何度か建替えが行われたことは，火事による焼失と

関係がある可能性も考えられる。

先述したように，建物跡は主軸方向の違いや重複から, SB1 ． 2→SB3．4→SB5とい

う変遷も考えられる。そうであれば， 当初は2間×4間のSB1, 2間×3間のSB2という2

棟の庇をもつ比較的大規模な建物が同時存在し，後にSB3．4という倉庫と推定される総柱

の建物跡2棟が同時存在したことになる。同じ用途の建物が2棟同時存在することに疑念は

あるが，建替えによって城の機能が大きく変わったことも考えられる。最終的には，城とし

ての機能のほかに，鍛冶炉と考えられる焼土や鉄津などの出土から鍛冶関係の作業場としても利

用されたものと思われる。

本城跡は南北朝時代に杉原氏によって築城されたと伝えられ，約1kln北側にはその本拠城

とされる鷲尾山城跡が存在する。文政8 (1825)年に完成した広島藩の地誌である『芸藩通

志』によると，鷲尾山城の城主は杉原信平で，家ノ城跡の城主はその弟為平とされる。『福山

志料』所収の建武3年(1336) 「足利尊氏袖判下文」によると，多々良浜の戦い（筑前国，現

在の福岡市東区）の功績によって，杉原信平に木梨荘の地頭職が与えられている。木梨荘は

尾道市木ノ庄町木梨を中心としたかなり広い荘域であったと考えられている。信平は杉原氏

の庶流であったが，次第に勢力を拡大し，杉原氏一族の中でも有力な地位を占めることにな

ったようである。

本城跡が所在する場所は，独立丘陵で周囲を見渡すことができる。現在でも城跡の北側に

東西を結ぶ道路，東側には南北を結ぶ道路があり，古くから交通の要衝であったものと思わ

れる。城が築かれる以前に柱状高台土師器や大型土師器椀を使用して祭祀が行われたと考え

られることからも， この地は地政学上重要な場所であったものと推察される。 1郭西側は土

坑中心なのに対し，東側に建物跡が集中していることから，東が正面であったものと思われ

る。 1郭の中でも空間による性格・用途の違いがあったようである。本城跡で中心となる郭

は1郭から南尾根にかけて連なっており，南と東を意識した城ということができる。なお，

北西に土橋を伴う堀切があり，登城路の1つであったものと思われる。

小都隆氏によれば，城は「14世紀に緊急時に臨時的に楯篭ることを想定した小規模城とし

て現れ， 15～16世紀には国人領主の本拠となった中・大規模城が多く造られる｡」 とされて
（ 19）

いる。本城跡は， 山城としては早い段階の， しかも大規模な城跡であるといえる。

山城跡では比較的小規模な建物が検出されることが多いが，本城跡では庇を持つ比較的大

規模な建物跡が検出され，土師質土器の皿などがまとまって出土していることから，それを

使用した饗宴が行われた可能性が高い｡また,著侈品と考えられる輸入陶磁器も出土している。

このことから館としての機能があったものと思われる｡土師質士器などから14世紀中葉を中

心とする城跡とすれば，時期的には杉原信平・為平兄弟がそれぞれ城を築いた時期と一致す
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る。最終的に城主を特定することは困難であるが，城の規模や検出遺構・出土遺物などから

みて，かなりの有力者が造った城と考えられ，出土遺物の時期や鷲尾城との位置的な関係な

どから，鷲尾城と密接な関わりをもって築城された城の1つと考えられる。以上のように今

回の調査によって， この地域の城館研究や歴史的な様相を考えるうえで良好な資料が得られ

た。
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a南東尾根平坦面4

（北から）

b南東尾根平坦面4

（北から）
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c南東尾根SX1完掘状況

（東から）
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a南東尾根SX3土層断面

（南東から）

b南東尾根SX3完掘状況
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家ノ城跡 山城跡 中世 建物跡5

平坦面17

堀切2

土坑38

土師質土器，
瓦質土器，東
播系須恵器，
陶磁器，鉄
鑑，兜片，銅
製懸仏，古銭

14世紀中頃を中心とす
る ， 山城としては早い

段階の大規模な城跡。
庇を伴う大規模な建物
跡や倉庫と推定される
総柱の建物跡を検出。

要約 本城跡は北から南に延びる独立丘陵の尾根上に郭を形成している。北側にあたる最高所平坦面
(1郭） とその周辺，及び南東尾根の調査を実施した。 1郭は標高126～130mで，周囲との標高
差は38～68mである。長さ約60m,幅約45メートルの広い平坦面であり, 5棟の建物跡を検出し
たが，そのうち庇を伴う建物跡が2棟，倉庫と推定される総柱の建物跡が2棟である。土師質土
器がまとまって出土しており， 14世紀中頃を中心とする山城である。山城としては早い段階の大
規模な城跡である。長期には使用されておらず，短期間のうちに数度の建て替えが行われている
ようである。 1郭の北側には土橋を伴う堀切がある。 1郭周辺の尾根及び南東尾根で平坦面を確
認した。泄物は1郭を中心に土師質土器の皿・杯・椀・鍋の他，瓦質土器の鍋・火鉢・播鉢，東
播系須恵器の喪・播鉢，亀山焼の喪，備前焼の喪・播鉢，常滑焼の喪，古瀬戸の入子・卸皿，青
磁の皿・碗， 白磁の皿・椀・四耳壺・水性？，青白磁の梅瓶などが出土した。また，鉄釘・鉄
雛・兜片などの鉄製品，懸仏などの銅製品，古銭なども出土した
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